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安全上の重要事項
製品の運転操作、保守整備、修理時に発生する事故の多くは、基本的なルールや注意事項を守らな
かったことが原因となっています。事故の多くは、事前に危険な状態を確認することによって、未然
に防ぐことができます。作業者は事前に危険な状況に対し警戒しなければなりません。作業を適切に
行うためには、必要な訓練を受け、技能を身に付け、また適切な工具を使用する必要があります。

不適切な製品の運転操作、潤滑、保守整備、修理を行うことは危険であり、その結果、重傷事故や死
亡事故を起こすおそれがあります。

本製品の運転操作、潤滑、保守整備、修理に関する情報を熟読して理解するまでは、それらの作
業を行わないでください。

本取扱説明書および製品には、安全に関する注意事項および警告が記されています。これらに留意し
ないと，作業者自身または周囲の人たちが重傷事故や死亡事故を起こすおそれがあります。

危険に対しては、“警戒マーク”で表示されており、それに続いて“危険”、“警戒”“注意”の“標識”で表示し
ています。 警戒マークの“警告”ラベルを次に示します。

この警告記号は、次のような意味を表しています。

注意！ 危険防止！ あなたの安全に関わります。

この警告の下に表示されるメッセージは該当する危険について説明するもので、文字または図
で表されます。

製品を損傷するおそれのある運転操作については、製品上および本書内で“注記”ラベルにより明示され
る箇所にリストアップされています（このリストはすべてを網羅するものではありません）。

Perkins社では、すべての危険な状況を完全に予測することはできません。従って、本書および製品
に添付したラベルに記載されている警告内容は、必ずしもすべての状況を想定しているわけではあり
ません。作業場所特有の規則や諸注意等、その使用場所で本製品を運転する際に適用されるすべて
の安全上の規則や諸注意に関して考慮したと確信できない場合は、本書の記載と異なる方法で本製
品を使用しないでください。Perkins社で推奨していない工具、手順、作業方法、操作技術を使
用する場合は、それが作業者自身および他の人々に対する安全を自らの責任で確認する必要があり
ます。 また、実施する運転操作、潤滑、保守整備、修理により、本製品が損傷したり、または安
全性が損なわれたりしないことも、確認する必要があります。

本書の説明、仕様およびイラストは、本書を作成した時点での 新情報に基づいています。これら
の仕様、締付けトルク、作動圧、測定値、調整値、イラストなどは予告なく変更されることがあり
ます。 また変更された内容によっては、整備作業に影響を与えることがあります。 作業を始める
ときは必ず、 新情報を確認し充分に内容を理解してから実施してください。 新情報はPerkins
特約販売店で入手できます。

本製品に交換部品が必要になった場合は、Perkins
では、Perkins 製の部品またはそれに相当する仕様（寸
法、タイプ、強度、材質をいいますが、これに限
定されません）の部品を使用することを推奨して
います。

この警告を守らないと、早期故障、製品の損傷、
重傷事故または死亡事故を起こすおそれがありま
す。

米国では、排ガス規制装置や排ガス規制システムの保守整備、交換、または修理を、修理業者または
所有者が選定した個人が実施する場合があります。
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ははじじめめにに

本書に関する情報
本書には，安全および操作上の指示，潤滑およ
び整備についての情報が記載されている。本書
は，エンジンエリア近辺に設けたドキュメント
用のホルダまたは収納エリアに保管しておくこ
と。本書については，内容に目を通してその意
味を理解するとともに，エンジン関連の情報や
書類と一緒に保管しておく必要がある。

基本的にPerkins からの刊行物は英語で記述さ
れている。英語の使用は，他言語への翻訳およ
び一貫性の維持を簡単化するためである。

掲載した一部の写真やイラストについては，そ
こに示されている細部やアタッチメントが実際
に使用されるエンジンとは異なっている場合も
ある。説明上の便宜から，保護装置やカバーが
図中に示されていない場合もある。 使用される
エンジンについては，継続的な設計の改善と改
良のため，本書に記載されていない変更事項が
生じる場合がある。使用されるエンジンおよび
本書に関する質問については，最新情報を持つ
Perkins ディーラまたはPerkins の代理店に問
い合わせること。

安全
本項には，基本的な安全についての注意事項が
記載されている。同じく本項では，危険に関す
る事項や，警戒すべき状況についても説明して
いる。本項に記載されている基本的な注意事項
に目を通してその内容を理解するまでは，本製
品の潤滑，整備，修理を行わないこと。

運転
本書に記述されている操作技術は基本的なもの
である。これらの情報は，エンジンのより効率
的かつ経済的な運用に必要となる能力と技術の
取得に寄与するはずである。オペレータの能力
と技術は，エンジンおよびその性能に関する知
識をより深く知ることで向上していく。

運転操作編に記述されているのは，オペレータ
用の参照情報である。オペレータが行うべきエ
ンジンの点検，始動，操作，停止については，
必要なすべての手順が，写真やイラストを用い
て解説されている。本項には，電子的な診断情
報に関する説明も含まれている。

保守整備
保守整備の項は，エンジンの手入れをする上で
のガイドとなっている。そこに記載されたス
テップバイステップの作業手順は，サービス時
間またはカレンダー時間でのメンテナンス間隔
で分類されている。 その次には，メンテナンス
スケジュールの各項目およびその詳細について
言及されている。

推奨されているサービスについては，給油整備
間隔に示された適切な期間ごとに実施しなくて
はならない。給油整備間隔の内容については，
エンジンの実際の運用環境も反映されるべきで
ある。よって，極端にホコリが多い，湿度が高
い，気温が低いなどの過酷な運用環境における
潤滑や整備については，給油整備間隔に定めら
れた期間よりも頻繁な実施が必要となる場合も
ある。

メンテナンススケジュールにおける項目は，予
防メンテナンスの管理プログラムを念頭にした
構成となっている。 予防メンテナンスのプログ
ラムに従った場合，定期調整は必要とされな
い。予防メンテナンスの管理プログラムの利用
は，想定外のダウンタイムや故障を抑制し，そ
れに付随したコスト回避によって作業コストを
最小化するはずである。

保守整備間隔
各項目に対するメンテナンスは，必要とされる
間隔ごとに実施すること。メンテナンススケ
ジュールについては，簡易的な防備録として使
えるよう，エンジンの近くに何らかの形式で表
示しておくことが推奨される。同じくメンテナ
ンスについての履歴も，エンジン関連の記録に
含めて残しておくことが推奨される。

各自の運用環境で生じる要件に則したメンテナ
ンススケジュールの調整については，Perkins
ディーラまたはPerkins の代理店に問い合わせ
ること。

オーバーホール
エンジンの主要なオーバーホールについては，
実施の間隔とメンテナンスの項目を除き，取扱
説明書ではその詳細をカバーしていない。主要
な修理については，Perkins の認可を受けてい
る者のみが実行すること。 Perkins ディーラお
よびPerkins の代理店からは，各自のオーバー
ホールプログラムにて選択可能な各種のオプ
ションが提示されるはずである。主要なエンジ
ン故障については，その後のオーバーホールに
関する多数のオプションが用意されている。オ
プションの詳細については，Perkins ディーラ
またはPerkins の代理店に問い合わせること。
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カリフォルニア州提案65による警告
カリフォルニア州では、ディーゼル･エンジン
の排出ガスおよびその成分の一部が癌、先天的
欠損、その他の生殖障害の原因になると見なさ
れています。バッテリ･ポスト、端子、関連部
品には、鉛および鉛の化合物が含まれていま
す。取取扱扱いい後後はは手手をを洗洗ううこことと。
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警警警告告告ラララベベベルルル

ご使用のエンジンにはいくつかの特定の警告ラ
ベルが貼り付けられています。本編では警告ラ
ベルの正確な位置および記述内容を説明してい
ます。すべての警告ラベルを熟知してくださ
い。

すべての警告ラベルが判読可能な状態であるこ
とを確認してください。文字が読めない、また
は説明図が見えない場合は、警告ラベルの汚れ
を落すか、警告ラベルを交換してください。警
告ラベルの清掃には布、水および石鹸を使用し
てください。有機溶剤、ガソリン、または刺激
の強い化学薬品は使わないでください。有機溶
剤，ガソリン等で，警告ラベルを固定している
接着剤が溶けてしまうことがある。 接着が十分
でない警告ラベルは、エンジンからはがれ落ち
る恐れがあります。

破損、または紛失した警告ラベルは交換してく
ださい。交換する部品上に警告ラベルが貼り付
けられている場合は、交換部品に新しい警告ラ
ベルを貼り付けてください。新しい警告ラベル
はPerkins 代理店から入手できます。

図
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一般警告（1）

図

2

g01370904

警告ラベルの1つはエンジンの左側にありま
す。警告ラベルの1つはエンジンの右側にあり
ます。

取取扱扱説説明明書書のの説説明明とと警警告告をを熟熟読読しし理理解解ししたた上上でで、、
ここのの装装置置のの運運転転操操作作ああるるいいはは作作業業をを実実施施ししててくくだだ
ささいい。。上上記記のの指指示示やや警警告告事事項項をを守守ららなないいとと、、重重傷傷
事事故故ままたたはは死死亡亡事事故故をを起起ここすす恐恐れれががあありりまますす。。

硫酸によるやけど（2）

図

3

g01382725

硫酸によるやけどの警告ラベルの1つは排気
クーラの上部にあります。硫酸によるやけどの
警告ラベルの1つは排気クーラの右側にありま
す。

硫硫酸酸にによよるる火火傷傷はは、、重重傷傷ままたたはは死死亡亡事事故故ににつつなながが
るる恐恐れれががあありりまますす。。

排排気気ガガスス･･ククーーララににはは、、少少量量のの硫硫酸酸がが含含ままれれてていいるる
場場合合ががあありりまますす。。 硫硫黄黄レレベベルルがが1155 ppppmmをを上上回回るる燃燃
料料をを使使用用すするるとと、、発発生生すするる硫硫酸酸のの量量がが増増加加すするる可可
能能性性ががあありりまますす。。 エエンンジジンンのの運運転転中中にに硫硫酸酸ががククーー
ララかかららここぼぼれれるる恐恐れれががあありりまますす。。 硫硫酸酸にに触触れれるるとと
目目やや皮皮膚膚はは重重度度のの火火傷傷をを負負いい、、衣衣服服はは熱熱でで損損傷傷しし
まま すす。。 必必 ずず 硫硫 酸酸 のの 製製 品品 安安 全全 デデーー タタ･･ シシーー トト
（（MMSSDDSS））にに記記載載さされれたた適適切切なな人人体体保保護護具具（（PPPPEE））
をを着着用用ししててくくだだささいい。。 必必ずず硫硫酸酸のの製製品品安安全全デデーー
タタ･･シシーートト（（MMSSDDSS））にに記記載載さされれたた応応急急処処置置のの指指示示
にに従従っっててくくだだささいい。。

SJBU9071 7
安全編

警告ラベル



i06090131

安安安全全全ににに関関関すすするるる一一一般般般事事事項項項

図
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エンジンの整備または修理を行う場合，始動ス
イッチまたはコントロールレバーに “運転禁止”
の警告タグをかけてください。この注意札をエ
ンジンおよび各オペレータコントロールステー
ションにかける。適切な場合は、始動コント
ロールの接続を外してください。

エンジンの整備中は，エンジンまたはその周辺
に許可を受けていない作業員がいないようにす
る。

• エンジン装置の改造またはOEM提供のワイヤで改
造するのは危険な場合があります。 その結果，
重傷事故，死亡，またはエンジンの損傷を引き起
こす恐れがあります。

• エンジンを屋内で運転する場合，エンジンの排気
を屋外に排出するようにしてください。

• エンジンを運転していない場合は，車両が固定ま
たは拘束されていない限り，セコンダリブレーキ
またはパーキングブレーキを解放しないでくださ
い。

• 必要に応じて硬質素材製ヘルメット、保護メガ
ネ、および他の保護具を着用してください。

• 運転中のエンジン周りの作業を行なう場合、聴覚
障害を防止するために防音保護具を着用してくだ
さい。

• コントロールレバーなどのエンジンの部品に衣服
などがひっかかることのないように，身体に合っ
た正しい服装をすること。

• すべての保護ガードおよびカバーがエンジンの決
められた場所に固定されているか確認する。

• 給油整備用のオイル等はガラスの容器に入れな
い。 ガラス容器は割れる恐れがあります。

• 洗浄液は注意して取扱う。

• 修理が必要と思われる個所があったら現場責任者
等に報告する。

別途指示がない限り、整備作業は次の条件下で
行ってください。
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• エンジンを停止します。 エンジンが始動不能状
態になっているか確かめてください。

• 保護ロック装置またはコントロール装置をすべて
作動位置にします。

• セコンダリブレーキまたはパーキングブレーキを
かけてください。

• 車両のメンテナンスや修理を行う前に，車両を固
定または拘束してください。

• 維持管理を行うときや，電気系統の整備を行うと
きは，バッテリを切り離す。 バッテリアース
ケーブルのリードを切り離す。 リード線にテー
プを巻き，火花が飛ぶのを防止すること。 装着
の場合，バッテリを切り離す前に，ディーゼルエ
キゾースト液体を排出します。

• バルブカバーベースにあるユニットインジェクタ
のコネクタの接続を切り離します（装備の場
合）。 この操作により，ユニットインジェクタ
の電圧上昇による人身事故を防止できます。 エ
ンジンの運転中は，ユニットインジェクタの端子
に触れないようにしてください。

• エンジンの運転中は，エンジンを修理または調整
しないでください。

• 理解していない修理は行わないようにしてくださ
い。 適切な工具を使用すること。 損傷した器具
は交換するか，修理すること。

• 新しいエンジンを初めて始動するときや，整備後
のエンジンを始動するときは，過回転数になった
場合にエンジンを停止できるようにしておいてく
ださい。 エンジンの停止は，エンジンへの燃料
供給や空気供給を停止することにより実行できま
す。 燃料供給ラインのみが遮断されていること
を確かめてください。 フュエルリターンライン
が開いていることを確かめてください。

• エンジンの始動は，運転室（キャブ）から行って
ください。 始動モータ・ターミナル間または
バッテリへの直結は絶対にしないでください。
この行為は，エンジンのニュートラル始動システ
ムをバイパスしたり，電気系統を破損したりする
可能性があります。

エンジンの排気ガスには人体に有害な燃焼生成
物が含まれている。必ずエンジンを換気の良い
場所で始動し運転すること。閉め切った場所で
はエンジンの排出ガスを外部へ排出する。

次の部品を注意して取り外す。加圧されたオイ
ルが噴出または飛散するのを防止するため，取
り外した部品にウエスをかける。

• フィラキャップ

• グリースフィッチング

• 圧力検出用タップ

• ブリーザ

• ドレーンプラグ

カバープレートを取り外すときは，注意が必要
である。カバープレートまたは装置の反対側に
ある最後の2本のボルトまたはナットを徐々に
緩めること。ただし，この時点では取り外さな
いこと。最後の2本のボルトまたはナットは，
カバーをこじあけて緩め，スプリングの圧力ま
たはそれ以外の圧力を解放してから取り外すこ
と。

図
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• 必要に応じて硬質素材製ヘルメット、保護メガ
ネ、および他の保護具を着用してください。

• 運転中のエンジン周りの作業を行なう場合、聴覚
障害を防止するために防音保護具を着用してくだ
さい。

• コントロールレバーなどのエンジンの部品に衣服
などがひっかかることのないように，身体に合っ
た正しい服装をすること。

• すべての保護ガードおよびカバーがエンジンの決
められた場所に固定されているか確認する。

• 給油整備用のオイル等はガラスの容器に入れな
い。 ガラス容器は割れる恐れがあります。

• 洗浄液は注意して取扱う。

• 修理が必要と思われる個所があったら現場責任者
等に報告する。

別別途途指指示示ががなないい限限りり、、整整備備作作業業はは次次のの条条件件下下
でで行行っっててくくだだささいい。。
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• エンジンを停止します。 エンジンが始動不能状
態になっているか確かめてください。

• 維持管理を行うときや，電気系統の整備を行うと
きは，バッテリを切り離す。 バッテリアース
ケーブルのリードを切り離す。 リード線にテー
プを巻き，火花が飛ぶのを防止すること。

• 理解していない修理は行わないようにしてくださ
い。 適切な工具を使用すること。 損傷した器具
は交換するか，修理すること。

圧縮空気および圧力水
加圧空気や加圧水によって破片や熱湯が飛散す
る恐れがあります。この行為により，重傷事故
を起こす恐れがあります。

清掃作業で圧縮空気や圧力水を使用する際は，
保護服，安全靴および目を保護する安全具を着
用すること。目を保護する安全具には，ゴーグ
ルやフェイスシールドなどがある。

清掃に用いる最大空気圧は205 kPa (30 psi)を
上回らないようにします。清掃目的の最高水圧
は、275 kPa (（40 psi）)未満でなければなり
ません。

高圧のオイル
エンジンが停止してから長時間経過しても，油
圧回路内に油圧が残っている場合がある。圧力
を正しく解放しないと，圧力により油圧作動油
およびパイププラグなどの部品が急に飛び出す
恐れがある。

油圧を解放するまでは，いかなる油圧部品も取
り外さないこと。さもないと重大事故が生じる
恐れがある。油圧を解放するまでは，油圧部品
の分解を行わないこと。さもないと重大事故が
生じる恐れがある。油圧の解放に必要な手順に
ついては，OEMの資料を参照してください。

図

6

g00687600

漏れの有無を点検するときは、必ずボードまた
は段ボールを使用してください。高圧で漏れた
オイルは，身体に貫入する恐れがある。オイル
が身体に貫入すると重大事故および死亡事故が
生じる恐れがある。 ピン穴からの漏れにより重
大事故が生じる恐れがある。オイルが身体に貫
入した場合，すぐに治療する必要がある。専門
医の診断を受けること。

装置内の液体の回収
車両の検査，整備，試験，調整および修理を実
施中に流体が含まれていることを必ず確認する
こと。また，液体が入った部位を開けたりコン
ポーネントを分解したりする場合は，必ずあら
かじめ液体を回収できる適切な容器を用意して
おくこと。

液体は法令に従って廃却処理すること。

超低硫黄ディーゼル燃料給油時の静
電気の危険性
超低硫黄ディーゼル燃料（ULSD燃料）は，硫黄
などの成分が除去されているため，ULSDの伝導
率の減少および静電荷の蓄積可能性の増加が
もたらされています。精製業者は，燃料に帯電
防止添加剤を加えている場合があります。添加
剤の効力は，いつでも複数の要因により低減す
る恐れがあります。 静電荷は，ULSD燃料が燃料
供給システムを通る間に蓄積される恐れがあり
ます。可燃性の蒸気が存在する場合に静電気の
放電が生じると，火災または爆発につながる恐
れがあります。車両に給油する際に使用するシ
ステム（燃料供給タンク，トランスファポン
プ，トランスファホース，ノズルなど）が，す
べて適切にアースおよび接続されていることを
確認してください。 燃料またはフュエルシステ
ムのサプライヤに相談し，供給システムが適切
にアースおよび接続された給油標準に適合して
いることを確認してください。
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給給油油すするる際際はは，，静静電電気気ののリリススククをを避避けけるるよよううににしし
てて くく だだ ささ いい。。 超超 低低 硫硫 黄黄 デディィーー ゼゼ ルル （（UULLSSDD，，
UUllttrraallooww SSuullffuurr DDiieesseell））燃燃料料はは，，硫硫黄黄分分のの高高いい
従従来来型型ののデディィーーゼゼルル燃燃料料にに比比べべ，，静静電電気気発発火火のの危危
険険性性がが高高くくななっってていいまますす。。 火火災災ままたたはは爆爆発発にによよるる
死死亡亡事事故故やや重重大大事事故故をを防防止止ししててくくだだささいい。。 燃燃料料まま
たたははフフュュエエルルシシスステテムムののササププラライイヤヤにに問問いい合合わわせせ
てて，，燃燃料料供供給給シシスステテムムがが給給油油規規格格にに適適合合しし，，アアーー
ススおおよよびびボボンンデディィンンググがが正正ししくく行行わわれれてていいるるこことと
をを確確認認ししまますす。。

吸入

図
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排気
次の注意事項を遵守する。排気ガスは，健康を
害する恐れがあります。装置を閉鎖された場所
で操作する場合は、十分な換気が必要です。

アスベストに関する情報
Perkins Engines Company Limitedから出荷され
るPerkinsの装置および交換部品には，アスベ
ストが含まれていません。 Perkinsでは，
Perkins純正の交換部品のみを使用することを
推奨しています。アスベストを含む交換部品を
扱う場合またはアスベスト異物が生じるような
場合には，次の対策を実施する。

次の注意事項を遵守する。アスベスト系の繊維
を含んだコンポーネントを取扱う場合に生じる
異物やほこりを吸い込まないようにする。アス
ベストを含むほこりを吸い込むと，健康に悪影
響が生じる。アスベスト系の繊維を含む恐れが
あるものは，ブレーキパッド，ブレーキバン
ド，ライニング材，クラッチプレートおよび一
部のガスケットである。これらの構成部品に使
用されているアスベストは，通常の場合，樹脂
で固めたり，何らかの方法でシールされてい
る。通常の取扱いをしている場合には危険はな
い。ただし，アスベストを含むほこりが生じな
いように注意するように。

アスベストを含むホコリが生じるような場合に
は，次のようないくつかの対策を実施しなけれ
ばならない:

• 清掃作業には，圧縮空気を絶対に使用しないこ
と。

• アスベストを含んだコンポーネントの表面をブ
ラッシングしないこと。

• アスベストを含んだコンポーネントの表面を研磨
しないこと。

• アスベストの清掃作業では水を使用する。

• 微粒子を高い効率で吸収するエアフィルタ
（HEPA）を装着した吸引装置も使用する。

• 連続して機械加工作業を行う場所では換気装置を
使用すること。

• ほこりをコントロールする良い方法がない場合，
一定の基準を有する呼吸用のマスクを着用する。

• 作業現場の環境基準に関する法律および規則を厳
守する。 米国 内では、労働安全衛生局（OSHA）
の要件を適用してください。 これらのOSHA の要
件は、29CFR 1910.1001に記載されています。

• 環境保護基準に従ってアスベストを処理する。

• アスベストの粒子が空気中に散出している場所に
は近づいてはならない。
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廃棄物の処理方法

図
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廃棄物を適正に処理しないと環境に害を及ぼす
恐れがあります。環境を害する恐れのある流体
は，法令に従って廃却処理する。

液体を排出する際は，必ず漏れが生じない容器
を使用する。液体を地上，下水または水源に流
さないこと。

ディーゼルエキゾースト液体
ディーゼルエキゾースト液（DEF, Diesel
Exhaust Fluid）は，目の刺激の原因になること
や，皮膚にやや刺激を与えることがあります。
分解生成物への暴露は，健康被害の原因になる
ことがあります。暴露後，時間が経過してから
深刻な影響が発生することもあります。

使用上の推奨事項が守られる限り，DEFが健康
へ重大な悪影響を及ぼすとは考えられていませ
ん。

• DEFの蒸気または噴霧を吸い込まないでくださ
い。

• DEFの使用中は，飲食や喫煙を避けてください。

• DEFが目，皮膚および衣類に接触しないようにし
てください。

• DEFを扱ったあとは，十分に洗い流してくださ
い。

i06282037

やややけけけどどどののの防防防止止止

冷却水
エンジンが作動温度の場合は，エンジンクーラ
ントは高温である。 このクーラントには圧力も
かかっている。ラジエータおよびヒータまたは
エンジンに連結するすべてのラインには高温の
クーラントが含まれている。高温のクーラント
または蒸気に触れると重度の火傷をする恐れが
ある。冷却系統構成部品の温度を下げてから，
冷却水を排出すること。

エンジンを停止させて冷めるのを待ってから，
クーラントレベルを点検してください。フィラ
キャップは冷えてから取り外す。フィラキャッ
プの温度は素手で触れられるほどに冷えた温度
にする必要がある。 フィラキャップをゆっくり
と取り外して，内部の圧を解放する。

冷却系統コンディショナにはアルカリが含まれ
ている。アルカリ性の物質は，人身事故の原因
となる場合があります。アルカリ性の溶液が
肌，目または口に触れないようにすること。

オイル
皮膚が鉱物性オイルや合成ベースのオイルに繰
り返しまたは長時間曝露されると，炎症を起こ
す場合があります。 詳細については，サプライ
ヤの製品安全データシートを参照してくださ
い。高温のオイルや潤滑コンポーネントは，人
身事故の原因となる場合があります。高温のオ
イルが身体に触れないようにする。適切な保護
具を着用してください。

ディーゼル燃料
ディーゼル燃料により，目，呼吸器系，皮膚が
炎症を起こす場合があります。ディーゼル燃料
に長時間曝露されると，皮膚に様々な症状が現
れる場合があります。適切な保護具を着用して
ください。詳細については，サプライヤの製品
安全データシートを参照してください。

バッテリ
バッテリ内の液体は電解液です。電解液は酸性
で，負傷事故を起こす恐れがあります。電解液
が皮膚や目に触れないようにしてください。

バッテリ電解液レベルの点検中は，喫煙しない
でください。バッテリからは，爆発性のガス
（水素ガス）が発生する。

バッテリを扱う場合は，必ず保護メガネを着用
してください。バッテリに触れた後は，手を
洗ってください。 手袋の着用を推奨します。
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エンジンおよび後処理システム
運転中のエンジンまたはエンジン後処理システ
ムのどの部分にも触れないでください。エンジ
ンまたはエンジン後処理システムのメンテナン
スは，エンジンまたはエンジン後処理システム
を冷ましてから行ってください。 配管，フィッ
ティングまたは関連部品を切り離す場合は，該
当するシステムにかかっているすべての圧力を
解放してください。

後処理システムおよびディーゼルエキゾー
スト液

通常のエンジン運転中，ディーゼルエキゾース
ト液（DEF, Diesel Exhaust Fluid）は
65 °C ~ 70 °C (149 °F ~ 126 °F)に達するこ
とがあります。エンジンを停止してください。
整備または修理を行う前に15分間待機し，DEF
システムをパージさせて，DEFを冷却させてく
ださい。

i06282045

火火火災災災おおおよよよびびび爆爆爆発発発ののの防防防止止止

図
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すべての燃料，大部分のオイルおよび一部の添
加剤を含むクーラントは可燃性である。

可燃液体が漏出して，高温の部品または電子部
品の上にこぼれると火災が起きる恐れがある。
火災により，重大事故および器材の損傷が生じ
る恐れがある。

非常停止ボタンを操作した後は，エンジンカ
バーを取り外す前に15分間待機する必要があり
ます。

可燃性ガスがエアインレットシステムに吸い込
まれる環境で，エンジンが運転されるかどうか
を確認します。これらのガスは，エンジンの過
回転を起こす恐れがあります。人身事故，物損
事故，またはエンジンの損傷につながる可能性
があります。

可燃性ガスが存在する環境で使用する場合は，
適切な防護機器の詳細について，Perkins
ディーラまたはPerkins の代理店にお問い合わ
せください。

燃料，オイル，異物など，引火性の高い可燃性
物質や導電性材料は，すべてエンジンから取り
除いておきます。 引火性の高い可燃性物質や導
電性材料は，エンジンに堆積しないようにしま
す。

燃料および潤滑油は，適切な表示がある容器に
入れ，部外者が立ち入れない区域に保管してく
ださい。オイルの付いた破片および可燃物は安
全な容器に保管する。可燃性の物質を保管して
いる場所では煙草を吸わないこと。

エンジンを決して炎にさらさないでください。

排気シールド（装備の場合）は，ライン，
チューブ，またはシーリングに不具合があった
場合に，オイルや燃料の噴霧から高温の排気コ
ンポーネントを保護します。エキゾーストシー
ルドは正しく取り付ける必要がある。

可燃液体が含まれるラインまたはタンクを溶接
しないでください。 可燃液体を含むラインまた
はタンクをガス切断しないこと。これらのライ
ンまたはタンクの溶接または切断を行う場合
は，事前に不燃性の溶剤で十分に洗浄する。

配線は，適切な状態で維持してください。すべ
ての電気配線が，適切に取り付けられ，確実に
接続されていることを確認します。電気配線を
毎日点検する。配線に緩みや擦り切れがある場
合は，エンジン運転前にすべて修理します。す
べての電気配線接続部は清浄にし，しっかりと
固定する。

接続されていない配線や不必要な配線は，すべ
て取り除いておきます。推奨ゲージよりも細い
ワイヤやケーブルは使用しないでください。
ヒューズやサーキットブレーカをバイパスしな
いでください。

アーク放電またはスパークは火災の原因になり
ます。接続部の固定，推奨される配線の使用，
バッテリケーブルの適正な維持は，アーク放電
や火花の発生防止に寄与します。
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エンジンが停止していることを確認します。す
べてのラインおよびホースに摩耗または劣化が
ないか点検する。ホースが適切に接続されてい
ることを確認します。配管とホースには，適正
なサポートクランプと固定クランプを取り付け
る必要があります。

オイルフィルタおよびフュエルフィルタは正し
く取り付けなければなりません。 フィルタハウ
ジングは適正トルクで締め付ける必要がありま
す。詳細については，分解および組立マニュア
ルを参照してください。

図
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エンジンへの給油は，慎重に行ってください。
エンジン給油中に喫煙しないでください。裸火
またはスパークの近くで，エンジンに給油しな
いでください。必ずエンジンを停止してから給
油をする。

給油する際は，静電気のリスクを避けるように
してください。超低硫黄ディーゼル燃料（ULSD
燃料）では，硫黄の含有量が多い従来のディー
ゼル配合よりも静電気発火の危険性が高まりま
す。火災または爆発による死亡事故や重大事故
を防止してください。燃料またはフュエルシス
テムのサプライヤに相談し，供給システムが適
切にアースおよび接続された給油標準に適合し
ていることを確認してください。

図
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バッテリからは可燃性のガスが生じており，火
気を近づけると爆発する恐れがある。バッテリ
の上部に直火またはスパークを近づけないこ
と。バッテリを充電する場所で煙草を吸わない
こと。

ターミナル間を金属片で接続してバッテリの充
電量を点検しないこと。電圧計または比重計を
使用する。

ジャンプケーブルの不適切な接続は爆発の原因
になり，人身事故を起こす恐れがあります。詳
細については，本書の運転操作編を参照するこ
と。

凍ったバッテリを充電しないこと。凍結した
バッテリは，爆発する恐れがあります。

バッテリは，清潔な状態を保つようにしてくだ
さい。カバー（装備の場合）は，セルの上にか
ぶせておく必要があります。エンジンを運転す
る場合は，推奨のケーブル，接続部，バッテリ
ボックスカバーを使用します。

消火器
消火器が使用できる状態にあることを確かめ
る。消火器の使い方に習熟する。消火器の点
検および整備を定期的に実施する。消火器の取
扱説明プレートに記載の推奨事項に従う。

エーテル
エーテルは可燃性で有毒である。

エーテルシリンダの交換時またはエーテルを噴
射しているときは，煙草を吸わないこと。
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エーテルシリンダを居住エリアやエンジンコン
パートメントに保管しないでください。エーテ
ルシリンダは，直射日光の当たる場所や温度が
49 °C (120 °F)を上回る場所に保管しないで
ください。エーテルシリンダに火気を近づけな
いこと。

配管、チューブおよびホース
高圧ラインを曲げないでください。 高圧ライン
を叩かないでください。損傷したラインは取り
付けないでください。

漏れによって火災が生じる恐れがある。交換部
品については，Perkins ディーラまたはPerkins
の代理店にお問い合わせください。

次の状況のいずれかが生じている場合，それら
の部品を交換する。

• エンドフィッティングの損傷または漏れ。

• 外部被覆部の擦傷または切断。

• ワイヤの露出。

• 外部被覆部の部分的な膨張。

• ホースの可動部が折れ曲がっている。

• アウタカバーに異物の埋没。

• エンドフィッティングの外れ。

すべてのクランプ，ガードおよび断熱板が正し
く固定されていることを確認する。 正しく取り
付けることにより，エンジン動作中に発生する
振動，部品間のこすれ合い，過熱を防止できま
す。

i02657887

けけけがががののの防防防止止止

構成部品の下で作業を行うときは、その構成部
品を適切な方法で支えてください。

別途保守整備で指示がない限り、エンジン運転
中に絶対に調整を試みないでください。

すべての回転部品および可動部品には近づかな
いでください。保守整備を実施するまで、ガー
ドを所定の位置に取り付けたままにしてくださ
い。保守整備実施後は、元の位置にガードを取
り付けてください。

回転するファンの羽根に物を近付けないでくだ
さい。回転するファンの羽根によって物が飛散
したり、切断されます。

対象物を叩く場合は、目を負傷しないように保
護メガネを着用してください。

対象物を叩くと、細片や他の破片が飛散する恐
れがあります。対象物を叩く前に、飛散する破
片によって負傷事故が起こらないことを確かめ
てください。

i05935071

エエエンンンジジジンンンへへへののの登登登りりり降降降りりり

エンジンまたはエンジン後処理システムの上に
乗らないでください。エンジンおよび後処理シ
ステムは，昇り降りするための場所を備えて設
計されていません。

特定用途のための足場や手をかける場所につい
ては，OEMにお問い合わせください。

i04384522

エエエンンンジジジンンンののの始始始動動動前前前

注意
新品エンジンや再生エンジンを初めて始動する時
や、整備後にエンジンを始動する時は、回転数が過
剰になった場合に備えてエンジンをいつでも停止で
きる措置を講じておいてください。エンジンへの燃
料供給と空気供給の両方またはそのどちらかを遮断
することでエンジンを停止させることができます。

エエエンンンジジジンンンののの排排排気気気ガガガスススにににははは有有有害害害ななな燃燃燃焼焼焼酸酸酸化化化物物物ががが含含含ままま
れれれててていいいままますすす。。。エエエンンンジジジンンンははは常常常ににに換換換気気気ののの行行行ききき届届届いいいたたた場場場
所所所ででで始始始動動動さささせせせ、、、運運運転転転しししてててくくくだだださささいいい。。。エエエンンンジジジンンンををを屋屋屋
内内内ででで運運運転転転すすするるる場場場合合合ははは、、、エエエンンンジジジンンンののの排排排気気気ガガガスススををを外外外部部部
へへへ排排排出出出しししてててくくくだだださささいいい。。。

潜在的な危険がないかエンジンを点検してくだ
さい。

始動スイッチやコントロール装置に、 “運転禁
止”の警告タグまたは類似の警告タグが付けら
れている場合は、エンジンを始動したりコント
ロール装置を動かしたりしないでください。

エンジンを始動する前に、エンジンの上、下、
近くに誰もいないことを確かめてください。付
近に人がいないことを確認してください。

エンジン用照明装置がある場合、それが使用目
的に合致しているか確かめてください。ライト
が装備されている場合、すべて正常に作動する
か確かめます。
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整備手順を実施するためにエンジンを始動する
必要がある場合は、保護ガードと保護カバーを
すべて取り付けてください。回転部品によって
事故が発生しないように、その回転部品の周囲
では慎重な作業を心がけてください。

ガバナ･リンケージが接続されていない場合に
はエンジンを始動しないでください。

自動シャットオフ回路はバイパスさせないでく
ださい。自動シャットオフ回路を無効にしない
でください。この回路は人身事故を防止するた
めに装備されているものです。また、この回路
はエンジンの損傷を防止するためのものでもあ
ります。

i06281812

エエエンンンジジジンンン始始始動動動

エエエーーーテテテルルルなななどどどのののエエエアアアゾゾゾーーールルル･･･タタタイイイプププののの始始始動動動補補補助助助剤剤剤ををを
使使使用用用しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。 爆爆爆発発発事事事故故故まままたたたははは人人人身身身事事事故故故
ををを起起起こここすすす恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。

警告タグがエンジン始動スイッチやコントロー
ルに取り付けられている場合は，エンジンの始
動やコントロールの移動を行わないでくださ
い。エンジンの始動は，警告タグを取り付けた
担当者に確認してから行ってください。

整備手順を実施するためにエンジンを始動する
必要がある場合は，保護ガードと保護カバーを
すべて取り付ける必要があります。 回転部品に
よって事故が発生しないように，回転部品の周
囲では慎重に作業してください。

エンジンの始動は，オペレータルームからの操
作またはエンジン始動スイッチを用いて行いま
す。

エンジンの始動は必ず取扱説明書エンジンの始
動（運転操作編）の手順に従ってください。正
しい手順を知ることは，エンジンコンポーネン
トの大きな損傷を未然に防ぐのに役立ちます。
正しい手順の知識は，人身事故の防止にも役立
ちます。

ジャケットウォータヒータ（装着の場合）が正
常に機能していることを確認するために，ヒー
タの作動中に水温ゲージおよび油温ゲージを点
検してください。

エンジンの排気ガスには有害な燃焼生成物が含
まれています。必ずエンジンを換気の良い場所
で始動し運転すること。エンジンを閉め切った
場所で始動させる場合，エンジンからの排気ガ
スを外部へ排出するようにします。

注注注記記記:::エンジンには，寒冷始動のための装置が装備
されていることがあります。 エンジンを極寒条件下
で運用する場合は，追加の寒冷始動補助装置が必要
になることがあります。 エンジンには通常，運用す
る地域に適した始動補助装置の装備が行われます。

i02845462

エエエンンンジジジンンン停停停止止止

エンジンのオーバーヒートおよびエンジン構成
部品の摩耗の進行を防止するために、取扱説明
書エンジン停止（運転操作編）にある手順に
従ってエンジンを停止してください。

非常停止ボタン（装着の場合）は、非常時のみ
使用してください。通常のエンジン停止のため
に非常停止ボタンを使用しないでください。非
常停止後は、非常停止の原因が解決されるまで
はエンジンを始動しないでください。

新品のエンジン、またはオーバーホールを行っ
たエンジンを初めて始動する際に、過回転状態
が発生した場合は、エンジンを停止してくださ
い。エンジンへの燃料および（または）空気の
供給を遮断することによってエンジンを停止す
ることができます。

電子制御エンジンを停止するには、エンジンへ
の電力を遮断してください。

i06282032

電電電気気気系系系統統統

充電ユニットの作動中は，充電ユニット回路ま
たはバッテリ回路のケーブルを絶対にバッテリ
から切り離さないでください。一部のバッテリ
では可燃性ガスが発生するので、スパークによ
り発火する恐れがあります。

バッテリから発生する可燃性ガスに火花が引火
しないように，マイナス “−”のジャンプスター
トケーブルは，最後に外部電源からスタータ
モータのマイナス “−”ターミナルへ接続しま
す。スタータモータにマイナス “−”のターミナ
ルがない場合は，ジャンプスタートケーブルを
エンジンブロックに接続してください。

電気配線にゆるみや擦切れが生じていないか毎
日点検してください。エンジンを始動する前
に，緩んだ電気ワイヤをすべて固く締めてくだ
さい。エンジンを運転する前に，擦り切れた配
線をすべて修理します。特定の始動指示に関し
ては，本取扱説明書の“エンジンの始動”の項
を参照してください。
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アース接続
適切なエンジン性能および信頼性を得るために
は，エンジン電気系統の接地を適正に行う必要
があります。接地が不適正な場合、電気回路の
経路が制御されない状態になり、不安定になり
ます。

電気回路の経路の制御が不安定になると，メイ
ンベアリング，クランクシャフトベアリング
ジャーナル表面，およびアルミニウムコンポー
ネントを損傷するおそれがあります。

エンジンからフレームへのアースストラップが
取り付けられていないエンジンは，電気放電に
より損傷する恐れがあります。

エンジンおよびエンジン電気系統を適正に機能
させるためは，バッテリに直結しているエンジ
ンからフレームへの接地ストラップを使用する
必要があります。この経路には，始動モータに
接地，始動モータからフレームに接地，または
エンジンからフレームに直接接地する方法を取
ることができます。

すべての接続部およびアースにゆるみや腐食が
ないこと。エンジンのオルタネータは，オルタ
ネータのフル充電電流に対応できる最適なワイ
ヤを使用して，マイナス “−”のバッテリターミ
ナルに接地する必要があります。

i06281808

エエエンンンジジジンンン電電電子子子機機機器器器

電電電子子子制制制御御御シシシススステテテムムムののの装装装置置置やややOOOEEEMMMののの配配配線線線装装装置置置ををを改改改造造造
すすするるるここことととははは危危危険険険でででああありりり、、、重重重傷傷傷事事事故故故まままたたたははは死死死亡亡亡事事事
故故故、、、あああるるるいいいはははエエエンンンジジジンンンををを損損損傷傷傷すすするるる恐恐恐れれれがががああありりりままま
すすす。。。

このエンジンは，総合的かつプログラム可能な
エンジンモニタリングシステムを備えていま
す。エンジンコントロールモジュール（ECM，
Engine Control Module）により，エンジンの運
転状態を監視できます。エンジンのパラメータ
が許容範囲を超えている場合は，直ちにECMが
動作を開始します。

エンジンモニタリングによるコントロールに
は，警告,出力低下および停止という機能があ
ります。エンジンモニタリングのこれらのモー
ドにより，エンジンスピードやエンジン出力が
制限される場合があります。

ECMで監視されるパラメータの多くは，エンジ
ンモニタリング機能で監視されるようプログラ
ムできます。次のパラメータを，エンジンモニ
タリングシステムの一部として監視することが
できます。

• 運用時の標高

• エンジンクーラントレベル

• エンジンクーラント温度

• エンジンオイル圧力

• エンジンスピード

• 燃料温度

• インテークマニホールド空気温度

• システム電圧

エンジンモニタリングパッケージは，各種のエ
ンジンモデルおよびエンジンの用途により異な
ることがあります。 ただし，モニタリングシス
テムおよびエンジンモニタリングコントロール
については，すべてのエンジンで類似していま
す。

注注注記記記:::Perkins 製エンジン に利用できるエンジンコ
ントロールシステムおよびディスプレイモジュール
の多くは，エンジンモニタリングシステムと同調し
て作動します。 こうした2つの制御機構が協同する
ことで，特定のエンジン用途で必要なエンジンモニ
タリング機能が提供されます。 詳細については，ト
ラブルシューティングマニュアルを参照してくださ
い。
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製品情報編

一般情報
i06281811

機機機種種種外外外観観観図図図

次のモデル図は，エンジンの代表的な機能を示
しています。各アプリケーションの違いによ
り、お客様のエンジンはこれらのイラストと外
観が異なる場合があります。

エンジン外観

図

12

g03809306

(1) エンジンフロントリフティングアイ
(2) ブリーザ
(3) ターボチャージャエルボからエア

チャージクーラへの空気排出
(4) バルブメカニズムカバー
(5) エンジンリアリフティングアイ

(6) NOx削減システム（NRS，NOx Reduction
System）バルブ

(7) エレクトロニック・コントロール・モ
ジュール

(8) スターチングモータ
(9) エアチャージクーラからのエアインテ

イクエルボ

(10) ブリーザアウトレットパイプ
(11) オイルドレーンプラグ
(12) フュエルトランスファポンプ
(13) クランクシャフト･バイブレーション･

ダンパ
(14) ドライブベルト用自動テンショナ
(15) ドライブベルト用アイドラローラ
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図

13

g03809820

(16) 排ガスクーラ（NRS）
(17) ターボチャージャ
(18) オイルフィラキャップ
(19) 水温レギュレータバルブ（サーモス

タット）
(20) クーラントアウトレット
(21) オイル･ゲージ（レベル･ゲージ）

(22) クーラントポンプ
(23) オイルポンプ
(24) オルタネータ
(25) クーラントインテーク
(26) オイルフィルタ
(27) オイルドレーンバルブ
(28) ツインセコンダリフュエルフィルタ

(29) フライホイールハウジング
(30) フライホイール
(31) オイルサンプリングバルブ
(32) オイルクーラ
(33) 排気マニホールド
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オフエンジンコンポーネント

図

14

g03809311

(1) 排出ガス低減モジュール
(2) 選択触媒還元（ＳＣＲ）
(3) ディーゼル排気用尿素水溶液（DEF，

Diesel Exhaust Fluid）インジェクタ
(4) ミキサ

(5) ディーゼル酸化触媒（DOC，Diesel
Oxidation Catalyst）

(6) ディーゼルパティキュレートフィルタ
（DPF，Diesel Particulate Filter）

(7) 排気インテーク
(8) 排気アウトレット
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オフエンジンコンポーネント

図

15

g03809312

(1) ポンプ電子ユニット
(2) 電動リフトポンプおよびプライマリ

フュエルフィルタ

(3) 窒素酸化物センサ
(4) フレキシブルエキゾーストパイプ
(5) DEFヒートライン

(6) DEFタンクヘッダ

i06281818

製製製品品品概概概要要要

Perkins 2206F-E13TA 産業用エンジンには，次
の特性があります。

• 4行程サイクル

• 機械作動式電子制御フュエルインジェクションシ
ステム

• 過給式

• エアツーエアチャージクーラ式

• 後処理システム

排出ガス低減モジュール（CEM，Clean
Emissions Module）は，ディーゼル酸化触媒，
ディーゼルパティキュレートフィルタ，および
選択触媒還元（SCR，Selective Catalytic
Reduction）という3つの主要部で構成されてい
ます。 SCRでは，エンジンの排出ガスを減らす
ためにシステムに噴射されるディーゼルエキ
ゾースト液体（DEF，Diesel Exhaust Fluid）を
使用する必要があります。 DEFは，ポンプ電子
タンクユニットで格納および制御されます。
DEFタンクは，電子ポンプユニットとは別に取
り付けることができます。

エンジンの仕様
注注注記記記:::エンジンのフロントエンドとはエンジンのフ
ライホイールエンドと反対の側である。 エンジンの
左側と右側は，フライホイール側から見た方向で
す。 No.1シリンダは、フロントのシリンダです。
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図

16

g01387009

シリンダとバルブの位置

(A) 排気バルブ
(B) インレットバルブ

表 1

エンジンの仕様

エンジン 2206F

配列とシリンダ数 直列6シリンダ

ボア（内径） 130 mm (5.1 in)

行程 157 mm (6.2 in)

吸気方式 ATAAC(1)

排気量 12.5 L (763 cu in)

着火順序 1-5-3-6-2-4

回転方向（フライホイールエ
ンド） 反時計方向

(1) エアツーエアアフタクーラ付き

電子制御エンジン機能
エンジンは，電子的に制御できるように設計さ
れています。完全オンボード･コンピュータに
よってエンジン運転が制御されます。現状の運
転状況がモニタされます。こうした運転状況お
よびオペレータの要求に対して、エンジンの応
答をエレクトロニック･コントロール･モジュー
ル（ECM）が制御します。これら運転状況およ
びオペレータの要求に対して、精密な燃料噴射
をECMが制御します。電子制御エンジン･コント
ロール･システムは、次の特徴を備えていま
す。

• エンジンスピードガバナ

• 自動空燃比コントロール

• トルク･ライズ制御

• 噴射タイミング制御

• システムの診断

• 低温再生

• NOx削減システムコントロール

その他の特徴
次の付加特性は，エンジンの燃費およびサービ
ス性を向上させます。

• 冷間始動能力

• タンパリング検出

• 診断

エンジンのサービス寿命
エンジンの効率を高め，エンジンの性能を最大
限に活かすには，適切な運転および給油整備に
関する推奨事項を遵守する必要があります。ま
た推奨する燃料、クーラント、潤滑油を使用し
てください。エンジンに必要な給油整備につい
ては，本取扱説明書をガイドとして参照してく
ださい。

期待されるエンジンの耐用年数は、要求される
平均出力から推定されます。要求される平均出
力は、一定期間におけるエンジンの燃料消費量
に基づいて算出されます。全開スロットルでの
作動時間が少ない場合，および（または）低い
スロットル設定で作動する場合は，平均出力要
求が低下します。 運転時間が少ないと、エンジ
ンのオーバーホール間隔が延長されます。追加
情報については、取扱説明書オーバーホールの
検討のタイトルを参照してください。

アフタマーケット製品とPerkins 製
エンジン
Perkinsは，Perkins製以外 の液体およびフィ
ルタの性能や品質については保証しません。

他社製の補助装置，アクセサリ，消耗品（フィ
ルタ，添加剤，触媒）をPerkins製品で使用し
た場合，そうした使用自体はPerkinsの保証に
影響しません。

たただだしし，，他他社社製製のの装装置置，，アアククセセササリリ，，消消耗耗品品
のの取取付付けけやや使使用用がが原原因因でで起起ききたた故故障障ににつついいてて
はは，，PPeerrkkiinnssのの欠欠陥陥にに含含ままれれまませせんん。。よよっっ
てて，，そそののよよううなな欠欠陥陥ははPPeerrkkiinnssにによよるる保保証証のの
範範囲囲外外ととししまますす。。
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製品識別情報
i06282031

プププレレレーーートトトおおおよよよびびび合合合格格格証証証シシシーーールルルののの
位位位置置置

図

17

g02446959

(1) シリアル番号プレート
(2) エンジン銘板

エンジンシリアル番号プレートは，エンジンブ
ロック右側の背面側に取り付けられています。

図

18

g01403841

シリアル番号プレート

シリアル番号プレートには，エンジンシリアル
番号,エンジンモデルおよびアレンジメント番
号の情報が記載されています。

エンジン銘板は，エンジン中央部近くのバルブ
カバー上にあります。

エンジン銘板には，エンジンのシリアル番号,
エンジンモデル, エンジンアレンジメント番号,
定格出力を達成するために必要なエンジンの最
大高度,馬力,高アイドル,全負荷回転数,燃料
設定およびその他の情報が記載されていま
す。

排出ガス低減モジュール（CEM，Clean Emission
Module）の識別プレートは，CEMのブラケット
アセンブリにあります。
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図

19

g03804700

(3) CEM識別プレート

図

20

g02236574

CEM識別プレート

CEMの識別プレートには，部品番号, シリアル番
号,変更レベルおよび構成IDコードの情報が記
載されています。 CEMについてお問い合わせの
際には，Perkins 代理店がこれらの情報の提供
を求める場合があります。

ポンプ電子タンクユニット（PETU）
およびポンプ電子ユニット（PEU）
注注記記::用途によっては，電子ユニット内にディーゼ
ルエキゾースト液体タンクが装備されていない場合
があります。

図

21

g03804717

代表例

(4) PETUプレートの場所

図

22

g03049116

PETUシリアルプレートの代表例

CEMおよびPETUシリアルプレートの情報を記録
します。この情報は，Perkinsディーラまたは
Perkinsの代理店が交換部品の部品番号を特定
するために必要です。
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i06282025

有有有害害害排排排出出出ガガガススス規規規制制制合合合格格格証証証

注注注記記記:::この情報はアメリカ合衆国，カナダならびに
ヨーロッパにおいて適用されます。

排出ガスラベルは，バルブ機構カバーの最上部
にあります。

i06281817

参参参考考考情情情報報報

部品を注文する際には，下記の項目の情報が必
要となる場合があります。各エンジンで必要な
情報を特定してください。必要な情報を，該当
部の空欄に記入してください。記録用にリスト
のコピーを作成してください。この情報は，将
来参照するときに備えて保管しておいてくださ
い。

参照情報
エンジンのモデル

エンジンシリアル番号

エンジンのローアイドル回転数

エンジンの全負荷回転数

プライマリフュエルフィルタ

セカンダリフュエルフィルタエレメント

潤滑油フィルタエレメント

補助オイルフィルタエレメント

潤滑システム総容量

冷却システム総容量

エアクリーナエレメント

ドライブベルト

排出ガス低減モジュール
部品番号

シリアル番号

ポンプエレクトロニックタンクユニット
部品番号

シリアル番号
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運転操作編

吊上げおよび保管
i06282033

製製製品品品ののの吊吊吊上上上げげげ

注意
アイボルトおよびブラケットは絶対に曲げないでく
ださい。テンションが加わっている状態でのみアイ
ボルトおよびブラケットに荷重をかけてください。
アイボルトの最大荷重は、サポート用メンバと吊り
上げる物体の間の角度が90度以下になると低下する
点に注意してください。

構成部品を傾斜させて取り外す必要が生じたとき
は、その重量に適した最大荷重のリンク･ブラケッ
トのみを使用してください。

吊上げを行う際は，事前にすべての関連情報に
目を通しておいてください。吊り上げるアセン
ブリに対して適切なリフティングアイのセット
が選択されているかを確認してください。

重量部品を取り外す場合は，ホイストを使用し
てください。アセンブリを吊り上げる場合は，
調整式リフティングビームを使用してくださ
い。すべての支持部材（チェーンとケーブル）
は互いに対して平行にする必要があります。
チェーンとケーブルは，吊り上げる対象物の最
上部に対して垂直にする必要があります。

エンジン，排出ガス低減モジュール
（CEM）およびラジエータの吊上げ

図

23

g03389668
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図

24

g03391555

代表例

図

25

g03389702

ロードリング

工場取付けのCEMと一緒にエンジンを吊り上げ
るときは（工場取付けのラジエータの有無を問
わず），必ず次の手順に従ってください。

11.. 図23 および図24 に示すボルトを取り外しま
す。

22.. 図25 を参照して，ロードリングを取り付け
ます。図23 および図24に示す位置にロード
リングを取り付けます。ロードリングのボル
トを370 N·m (272 lb ft)のトルクで締め付け
ます。

33.. エンジン，CEMおよびラジエータを吊り上げ
る吊上げ箇所としては，ロードリングとフロ
ントエンジンリフティングアイを使用しま
す。

44.. エンジン，CEMおよびラジエータを吊り上げ
るときは，適切なスプレッダバーを必ず使用
してください。
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55.. リフトチェーンなどのリフティング装置の邪
魔になる恐れのあるATAACライン，エアク
リーナその他のアタッチメントを取り外しま
す。

エンジンパッケージの重心は，エンジンアタッ
チメントによって変化します。必要に応じてス
プレッダバーとチェーンを調整し，吊上げ時に
全方向で水平から5°以内を維持します。

ロードリングの部品番号はT401848です。
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エンジン本体のみ

図

26

g03810206

(1) エンジン本体のみのリフティングアイ

エンジンリフティングアイは，エンジンと取り
付けられたラジエータを吊り上げることができ
ます。ただし，5 °未満のチルト角度を維持で
きる場合に限ります。リフティングチェーンが
エンジンと垂直になるように，適切なスプレッ
ダバーを必ず使用してください。

ラジエータのみ
ラジエータタンクの上部で吊上げを行うには，
ラジエータおよびエンジンフロントサポートの
マウンチングブラケットを取り外します。アイ
ボルトまたはリフティングブラケットを吊上げ
用のマークが付いているネジ穴に追加します。
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排出ガス低減モジュール（CEM）の吊上げ

図

27

g03810229

(2) 排出ガス低減モジュールのリフティン
グアイ

注意
エンジンパッケージの吊上げをサポートするため
に，ラジエータまたはCEMの吊上げポイントを使用
しないでください。

CEMはエンジンとは分離されており、専用のリ
フティングアイ(2)を使って吊り上げます。リ
フティングアイの位置は，CEMアレンジメント
によって異なります。ディーゼルパティキュ
レートフィルタに巻き付けられたストラップを
使用し，CEMを吊り上げないでください。リフ
ティングアイは，このシステムの両側にありま
す。

i06281813

製製製品品品ののの保保保管管管
(エンジンと後処理)

エンジンを長期保管するための準備について
は，最寄りのPerkins 代理店にお問い合わせく
ださい。

アプリケーションによっては，遅延エンジン
シャットダウンを装備している場合がありま
す。エンジンの停止後，2分以上待機してか
ら，バッテリディスコネクトスイッチをOFFに
します。バッテリ電源の切離しが早すぎると，
エンジンのシャットダウン後に，DEFラインの
パージが妨げられます。また，この2分の間
に，エンジンエレクトロニックコントロールモ
ジュール（ECM，Electronic Control Module）
がアクティブになり，エンジンと後処理センサ
の情報を格納します。

保管条件
すべての推奨事項を満たしたエンジンであれ
ば，最大6か月まで保管できます。

エンジン

111... エンジンのすべての汚れ、錆、グリース、お
よびオイルを清掃します。外部を点検しま
す。高品質の塗料を使用して塗装に損傷があ
る部分に塗料を塗ります。
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22.. エアクリーナから汚れを取り除きます。 す
べてのシール、ガスケットおよびフィルタ・
エレメントが損傷していないかチェックしま
す。

33.. 本取扱説明書「メンテナンス間隔スケジュー
ル」にあるすべてのポイントに潤滑油を塗布
します。

44.. クランクケース・オイルを排出します。 ク
ランクケース・オイルを交換し、オイル・
フィルタを換えます。適正な手順について
は，本取扱説明書を参照してください。

55.. VCIオイルをクランクケースオイルに補充し
ます。クランクケースオイルのVCIオイルの
量は，3パーセントから4パーセントにする必
要があります。

注注記記::エンジン・クランクケースが一杯の場合は、
エンジン・オイルを十分に排出して混合液が補充で
きるようにします。

66.. エア・フィルタ・エレメントを取り除きま
す。 スロットル・コントロールが「FUEL OFF
（フュエルOFF）」位置になるように、クラ
ンキング・スピードでエンジンを回します。
噴霧器を使用して，50パーセントのVCIオイ
ルと50パーセントのエンジンオイルをエアイ
ンレットまたはターボチャージャインレット
に補充します。

注注記記::ターボチャージャブースト圧力をチェックす
るためにプラグを取り外すと，VCIオイルの混合液
をインレットに補充できます。 VCIオイル混合液の
最低使用率は，エンジン排気量1 L当り5.5 mL
(（1,000 cu in当たり3 oz）)です。

77.. 噴霧器を使用して，排気穴に50パーセントの
VCIオイルと50パーセントのクランクケース
オイルの混合液を塗布します。オイル混合液
の最低使用率は、エンジン排気量
L3当り5.5 mL
(（1,000立方インチ当たりL3 oz）) です。マ
フラの排気パイプおよびドレーン穴を封じま
す。

88.. セカンダリ・フュエル・フィルタ・ハウジン
グから燃料を取り除きます。すべての汚れや
水を取り除くために、スピンオン・フュエ
ル・フィルタ・エレメントを、交互に空にし
て再度取り付けます。すべてのスリーブ・
メータリング･フュエル･ポンプを空にしま
す。

プライマリフュエルフィルタを清掃する。調
整液または灯油を充填します。プライマリ
フュエルフィルタを取り付け，プライミング
ポンプを操作します。この手順により，セカ
ンダリフィルタおよびエンジンにきれいなオ
イルを送ります。

フュエル・タンクからすべての水および汚れ
を排出するために、フュエル・タンク・ドレ
イン・バルブを開けます。フュエル・タンク
の錆を防止するために、30 L当り30 mL
(（7.50 gal US当り1 oz）) の割合で調整液ま
たは灯油の噴霧を塗布します。
1 L当り0.15 mL (（1 gal当り0.02 oz）) の割
合で Biobor JF のような市販の殺生物剤を燃
料に補充します。

フュエル・タンク・フィラ・ネックのスレッ
ドに少量のオイルを塗布し、キャップを取り
付けます。燃料の蒸発を防止し、防腐剤の働
きをもたせるため、タンクのすべての穴を封
じます。

99.. フュエルインジェクタを取り外します。各
シリンダに、30 mL (（1 oz）)の（50パーセ
ントのVCIオイルと50パーセントのエンジ
ン・オイルの）オイル混合液を塗布します。

エンジンをゆっくり回転するために、バーま
たはチューニング・ツールを使用します。こ
の手順により，シリンダ壁にオイルが付きま
す。すべてのフュエルインジェクタを取り付
け，適切なトルクで締め付けます。詳細につ
いては，分解および組立マニュアルを参照し
てください。

1100.. 50パーセントのVCIオイルと50パーセントの
エンジンオイルの混合液をフライホイール,
リングギア歯およびスタータピニオン等の
コンポーネントに薄く噴霧します。 VCIオイ
ルから蒸気が蒸発するのを防ぐために、カ
バーを取り付けます。

1111.. 大量の多目的グリースをロッドスレッド，
ボールジョイント，リンケージ等の外側のす
べての可動部分に塗布します。

注注記記::すべてのカバーを取り付けます。 穴，エアイ
ンレット，排気穴，フライホイールハウジング，ク
ランクケースブリーザ，レベルゲージチューブのす
べてに，テープが取り付けられているか確認してく
ださい。

すべてのカバーに隙間がなく防水になってい
るか確認します。 Kendall No. 231 やそれに
類する防水耐候性テープを使用してくださ
い。ダクト・テープを使用しないでくださ
い。ダクト・テープは、短時間のみシールし
ます。
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1122.. 多くの状況下では，バッテリを取り外すこ
とが最良の手順です。代替手段として、バッ
テリを保管しておきます。必要に応じて、
バッテリを保管している間、定期的にバッテ
リを充電します。

バッテリを取り外さない場合は、バッテリの
上部がきれいになるまでバッテリ上部を洗い
ます。 1.225の特定の比重を得るために、
バッテリに電気充電をします。

バッテリ・ターミナルの接続を外します。
バッテリにプラスティック・カバーをかけま
す。

1133.. エンジンからドライブベルトを取り外しま
す。

1144.. エンジンに防水カバーをかけます。エンジ
ン・カバーがしっかりかかっているか確かめ
てください。結露による損傷を防止するため
に、エンジンの周りに空気が十分循環するよ
うに、カバーは緩めである必要があります。

1155.. エンジンに保管した日付のタグを取り付け
ます。

1166.. エンジンの腐食をチェックするには、2か月
または3か月の間隔でで防水カバーを取り外
します。エンジンが腐食している兆候が現れ
たら、保護の手順を繰り返します。

クーリングシステム

保管する前に，クーリングシステムを満タンに
充填します。

クーラントの詳細については，本取扱説明書
Fluid Recommendationsを参照してください。

アフタトリートメント（後処理再生）

バッテリディスコネクトスイッチをオフにする
前に，エンジンによるディーゼルエキゾースト
液（DEF）の抜取りを実施する必要がありま
す。アプリケーションによっては，遅延エンジ
ンシャットダウンを装備している場合がありま
す。エンジンの停止後，2分間待機させてか
ら，バッテリディスコネクトスイッチを切り離
します。

後処理システムの排気アウトレットにはキャッ
プを付けておく必要があります。 保管中に排気
アウトレット接続部が損傷するのを防ぐため，
CEMの重量が排気アウトレットにかからないよ
うにします。

11.. 通常のエンジンシャットダウンを実行し，
DEFをパージします。バッテリディスコネク
トスイッチを切り離さずに，キーをOFFに
し，2分間待機してから，切り離します。

22.. ISO 22241-1に定義されているすべての要件
を満たすDEFをタンクに充填します。

33.. 結晶の形成を防止するために，すべてのDEF
ラインおよび電気接続が事前に接続されてい
ることを確認します。

44.. DEFフィラキャップが正しく取り付けられて
いることを確認します。

保管場所からエンジンを取り出す

11.. すべての外部保護カバーを取り外します。

22.. オイルとフィルタを交換します。

33.. ファンとオルタネータ・ベルトの状態を確認
します。必要に応じてベルトを交換します。
適切な手順については，本取扱説明書Belts -
Inspect/Adjust/Replaceを参照してくださ
い。

44.. フュエルフィルタエレメントを交換する。

55.. エア・クリーナ・エレメントからプラス
ティック・カバーを取り外します。

66.. 正常な回転方向でエンジンを回転させるに
は、バーまたはターニング・ツールを使用し
ます。この手順により、油圧ロックまたは抵
抗がないかを確認します。

77.. エンジンを始動する前に、バルブ・カバーま
たはカバーを取り外します。機械の損傷を防
止するために、カムシャフト、カムシャフ
ト・フォロア、バルブ機械に多量のエンジ
ン・オイルを加えます。
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図

28

g03854041

代表例

(1) プラグ

88.. エンジンの保管期間が1年以上の場合，ドラ
イスタートを防止するために，Perkinsはエ
ンジンを予備潤滑することを推奨します。 適
切なポンプを使用して，エンジンオイルをエ
ンジンオイルシステムに注入します。

ポンプがエンジン内部で生み出す圧力は
0.25 bar (3.6 psi)以上でなければなりませ
ん。 内側面を潤滑するには，15秒間この圧力
が必要です。

図28 に示すプラグの1つを取り外し，エンジ
ンオイルシステムに接続します。必要な接続
部は9/16 in x 18 tpiです。正しい仕様のオイ
ルが使用されていることを確認してくださ
い。詳細については，取扱説明書液体の推奨
事項を参照してください。エンジンの内側面
が潤滑されたら，コネクタを取り外し，プラ
グ(1)を取り付けます。 プラグを30 N·m
(265 lb in)のトルクで締め付けます。
Perkinsは，外気温が10 °C (50 °F)以上の
場所でこの手順を実施することを推奨しま
す。

99.. すべてのラバー・ホースの状態をチェックし
ます。擦り切れたホースは、すべて交換しま
す。損傷があるホースは交換する。

1100.. 始動する前に，クーラントコンディショナ
が3 ~ 6パーセントの濃度であるか，クーリン
グシステムを試験します。装備されている場
合，液体クーラントコンディショナまたは
クーラントコンディショナエレメントを加え
ます。

適正な亜硝酸塩レベルであるか、クーラント
混合液を試験します。必要に応じて、クーラ
ント混合液を調整します。

始動する前に、エンジンにきれいなディーゼ
ル燃料を入れます。

1111.. クーリングシステムがきれいか確かめま
す。システムが万全か確かめます。システ
ムに適切な量の補助クーリング・システム添
加剤が入っているか確かめます。

1122.. 運転初日に、漏れがないかおよび適正な運
転であるか、エンジン全体を複数回確かめま
す。

保管場所から後処理を取り出す
DEFには寿命があります。寿命と温度範囲につ
いては，表2を参照してください。この範囲を
外れたDEFは必ず交換してください。

保管場所から取り出す際，タンク内のDEFの品
質を屈折計でテストする必要があります。タン
ク内のDEFは，ISO 22241-1で定義された要件を
満たし，表2に準拠する必要があります。

11.. 必要に応じて，タンクを排出して，ISO
22241-1を満たすDEFを充填します。

22.. DEFフィルタを交換します。本取扱説明書
ディーゼル排気フルードフィルタ - 清掃/交
換を参照してください。

33.. ドライブベルトが正しく取り付けられている
ことを確認します。 すべてのエンジンクーラ
ントおよびエンジンオイルの仕様およびグ
レードが適切であることを確認します。クー
ラントとエンジンオイルのレベルが適切であ
ることを確認します。エンジンを始動しま
す。障害が発生した場合は，エンジンをオフ
にし，2分間待機してDEFシステムをパージし
てから，エンジンを再始動します。

44.. 障害が継続する場合は，トラブルシューティ
ングを参照して，詳細を確認してください。
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表 2

DEFの保管

温度 時間

10 °C (50 °F) 36か月

25 °C (77 °F) 18か月

30 °C (86 °F) 12か月

35 °C (95 °F)(1) 6か月

(1) 35 °Cの場合，著しく劣化する可能性があります。使用前に，
液体をすべて確認してください。
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機能およびコントロール装置
i05925772

バババッッッテテテリリリ･･･デデディィィスススコココネネネクククトトト･･･ススス
イイイッッッチチチ
(装着の場合)

図

29

g03422039

注意
インジケータランプが消灯するまで，バッテリディ
スコネクトスイッチはOFFにしないでください。ラ
ンプの点灯中にスイッチをOFFにすると，ディーゼ
ルエキゾースト液（DEF，Diesel Exhaust Fluid）シ
ステムからDEFが抜き取られません。 DEFが抜き取
られないと，DEFが凍結してポンプやラインを損傷
させる可能性があります。

注意
エンジン作動中はバッテリ･ディスコネクト･スイッ
チを絶対に「OFF」位置にしないでください。電気
系統に重度の損傷を生じる恐れがあります。

バッテリディスコネクトスイッチ –バッテ
リディスコネクトスイッチを使用して，
バッテリをエンジンの電気系統から切り離

すことができます。バッテリディスコネクトスイッ
チにキーを挿入すると，バッテリディスコネクトス
イッチを回すことができるようになります。

ON –電気系統を作動させるには，バッテ
リディスコネクトスイッチキーを差し込ん
で，そのキーを時計回りに回すこと。エ

ンジンを始動させる前に、バッテリ･ディスコネク
ト･スイッチを必ず「ON」位置にしておいてくださ
い。

OFF –バッテリ･ディスコネクト･スイッチ
のキーを反時計方向に回して「OFF」位置
にすると電気系統の作動が停止します。

バッテリディスコネクトスイッチとエンジン始
動スイッチには様々な機能がある。バッテリ･
ディスコネクト･スイッチを「OFF」位置にする
と、電気系統全体が停止します。エンジン始動
スイッチを「OFF」位置にしても、バッテリか
ら電気系統への接続は維持されます。

電気系統またはその他のエンジンコンポーネン
トを整備する場合には，バッテリディスコネク
トスイッチを「OFF」位置にして，キーを抜き
ます。

エンジンの運転が終わったら，バッテリディス
コネクトスイッチを「OFF」位置にして，ディ
スコネクトスイッチキーを抜きます。これによ
りバッテリの放電を防止します。次の不具合で
バッテリ放電が生じることがある。

• 短絡

• コンポーネントでの電流引込み

• 盗難

i06282048

モモモニニニタタタリリリンンングググ･･･シシシススステテテムムム

モニタリングシステムは，監視しているエンジ
ンシステムに発生した直近の問題をオペレータ
に警告するように設計されています。モニタリ
ングシステムは，監視しているエンジンシステ
ムに発生する可能性がある問題をオペレータに
警告するようにも設計されています。モニタリ
ングシステムには，エレクトロニックサービス
ツールを使ってアクセスできます。エレクトロ
ニックサービスツールの詳細については，トラ
ブルシューティングElectronic Toolsを参照し
てください。

モニタリングシステムのインジケー
タ

エンジン異常 –このインジケータは，エン
ジンまたは後処理システムに不具合が生じ
た場合に点灯します。

エンジン停止 –このインジケータは，レベ
ル3警告の不具合がモニタリングシステム
により検出された場合に点灯したままにな

ります。

ディーゼル微粒子捕集フィルタ（DPF） –
このインジケータは再生が必要なときに点
灯します。
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リジェネレーションがアクティブ –このイ
ンジケータは，再生がアクティブで，排気
温度が上昇していることを示すために点灯

します。

ディーゼルエキゾースト液体（DEF）レベ
ル –このゲージはDEFタンク内のDEFの量
を示します。

排出ガス不具合インジケータ –このインジ
ケータは，DEFまたはSCRに関連する排出
ガスシステムが故障しているときに点灯し

ます。詳細については，取取取扱扱扱説説説明明明書書書選選選択択択触触触媒媒媒還還還元元元
警警警告告告シシシススステテテムムムを参照してください。

i06282046

セセセンンンサササおおおよよよびびび電電電気気気構構構成成成部部部品品品

この項にある説明図は，産業用エンジン上のセ
ンサおよびその他の電気部品の一般的な位置を
示しています。個々の実際のエンジンは，用途
によって図と異なる場合があります。後処理シ
ステムは，用途によって図と異なる場合があり
ます。

エンジンビュー

図

30

g03821528

(1) カムシャフトタイミングセンサ
(2) 温度センサエアチャージクーラアウト

レット

(3) インレットマニホールド圧力センサ
(4) 大気圧センサ
(5) 差圧センサNOx削減システム（NRS）
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(6) NRSインテーク圧力センサ
(7) NRS温度センサ

(8) エレクトロニック・コントロール・モ
ジュール

(9) スターチングモータ
(10) エンジンオイル圧力

図

31

g03821530

(11) クーラント温度センサ
(12) オルタネータ
(13) クランクシャフトタイミングセンサ

(14) フュエルプレッシャセンサ
(15) 電動プライミング/トランスファポン

プ

(16) 燃料温度センサ
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後処理装置

図

32

g03821962

(1) ディーゼル排気フィルタ（DEF，Diesel
Exhaust Filter）吐出圧力センサ

(2) DPFインレットプレッシャセンサ

(3) ディーゼル酸化触媒温度センサ
(4) アフタトリートメント識別モジュール
(5) 温度センサプローブ

(6) ディーゼルエキゾースト液インジェク
タ
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後処理コンポーネントの分解図

図

33

g03821970

(1) 窒素酸化物センサ
(2) ディーゼルエキゾースト液体（DEF）

ヒートライン
(3) 注入コントロールユニット

(4) 電圧負荷保護モジュール
(5) DEFタンクヒータおよびDEF水準器
(6) リレー
(7) クーラントダイバータバルブ
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エンジンの診断
i05481134

自自自己己己診診診断断断

Perkins製の電子制御エンジンには，自己診断
テストの機能が装備されています。 システムが
発生中の問題を検出すると，診断ランプが点灯
します。診断コードは，エレクトロニックコン
トロールモジュール（ECM，Electronic Control
Module）の固定メモリに保存されます。診断
コードは，Perkinsエレクトロニックサービス
ツールを使用して取得できます。

一部の製品では，エンジン診断コードを電子
ディスプレイ上に直接表示させることができま
す。エンジン診断コードの取得方法の詳細につ
いては，OEMから提供されている説明書を参照
してください。

アクティブコードは，現在発生中の問題を示し
ています。これらの問題は，最初に調査する必
要があります。

記録されたコードは，次の事項を示していま
す。

• 断続的問題

• 記録されたイベント

• 性能履歴

問題によっては，コードの記録後に解消されて
いる場合もあります。これらのコードは，修理
の必要性を示しているわけではありません。
コードは，特定の状況が発生していることを示
すガイドまたは信号です。コードが，問題のト
ラブルシューティングに役立つこともありま
す。

問題が修正されると，該当する故障コードの記
録は消去されます。

i04191175

診診診断断断ララランンンプププ

診断ランプは、アクティブな障害があるかどう
かを示すために使用されます。故障診断コード
は、問題が修復されるまでアクティブ状態に
なっています。診断コードは、電子式サービス
工具を使用して取得できます。

i05475115

故故故障障障記記記録録録

このシステムは，発生した不具合の記録機能を
備えています。エレクトロニックコントロール
モジュール（ECM，Electronic Control
Module）がアクティブな診断コードを生成する
と，そのコードはECMのメモリに記録されま
す。 ECMに記録されたコードは，エレクトロ
ニックサービスツールで確認できます。記録さ
れたアクティブコードが消去されるのは，故障
が解消されるかアクティブでなくなった段階で
す。過回転，エンジンオイル圧力の低下，エン
ジンクーラント温度の上昇，および後処理に関
する不具合のコードについては，ECMのメモリ
からの消去に工場パスワードが必要です。

i04191161

アアアクククテテティィィブブブ診診診断断断コココーーードドドををを伴伴伴うううエエエ
ンンンジジジンンン運運運転転転

エンジン作動中に診断ランプがコードを点滅し
たときは、システムが仕様範囲から外れた状態
を見つけ出したことを意味します。電子式サー
ビス工具を使用してアクティブな診断コードを
点検してください。

注注注記記記::: “DERATE（出力低減）”が選択されているとき
に、オイル圧力低下の状態になると、エレクトロ
ニック･コントロール･モジュール（ECM）は、問題
が修正されるまでエンジン出力を制限します。 油圧
が正常な範囲を示している場合は、エンジンを定格
回転数と定格負荷で運転することができます。 ただ
し、保守整備はできるだけ早く行ってください。

アクティブ状態の診断コードを調べてくださ
い。問題の原因をできるだけ早く修復してくだ
さい。アクティブ状態の診断コードが1つだけ
で、アクティブ状態の診断コードの原因が修復
された場合は、その診断コード･ランプは消え
ます。

アクティブ状態の診断コードが生成されると、
その結果エンジンの作動と性能が制限されるこ
とがあります。加速が大幅に落ちることがあり
ます。これらのアクティブ診断コードとエンジ
ン性能との関係に関する詳細な情報について
は、トラブルシュート･ガイドをご参照くださ
い。

40 SJBU9071
エンジンの診断
自己診断



i02596460

間間間欠欠欠的的的ななな診診診断断断コココーーードドドををを伴伴伴うううエエエンンン
ジジジンンン運運運転転転

エンジンが正常に稼動しているにもかかわら
ず、診断ランプが点灯し、その後に消える場合
は、間欠的な故障が発生している可能性があり
ます。故障が発生すると、その故障が電子制御
モジュール（ECM）のメモリに保存されます。

間欠的に表示されるコードによって、エンジン
を停止する必要は殆どありません。 ただし、オ
ペレータはその事態の性質を理解するために、
記録されている故障コードを読み取り、適切な
情報を参照しておく必要があります。オペレー
タは、ランプを点灯させた原因と思われるあら
ゆる兆候の所見を記録しておくようにしてくだ
さい。

• 出力低下

• エンジン回転数の制限

• 過剰な排煙など

この情報は、問題のトラブルシューティングに
役立てることができます。この情報は、今後の
参考として利用することもできます。診断コー
ドの詳細については、このエンジンのトラブル
シューティング･ガイドをご参照ください。

i06282030

設設設定定定パパパラララメメメーーータタタ

エンジンエレクトロニックコントロールモ
ジュール（ECM，Electronic Control Module）
には，2つのタイプの構成パラメータがありま
す。それは，システム構成パラメータとカスタ
マ指定パラメータです。

構成パラメータを変更するには，エレクトロ
ニックサービスツールが必要です。

システムコンフィギュレーションパ
ラメータ
システム構成パラメータは，エンジンの排出ガ
スまたはエンジンの出力に影響を及ぼす。シス
テム構成パラメータは工場でプログラムされ
る。通常，エンジンの寿命が尽きるまでシステ
ム構成パラメータを変更する必要はありませ
ん。ただし，ECMを交換した場合は，システム
構成パラメータを再プログラムする必要があり
ます。 ECMソフトウェアを変更しても，システ
ム構成パラメータを再プログラムする必要はあ
りません。これらのパラメータを変更するには
工場パスワードが必要である。

表 3

システムコンフィギュレーションパラメータ

構成パラメータ 記録

Engine Serial Number

定格

フルロードセッティング

全トルク設定

ECMソフトウェアのリリース日付
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顧客指定パラメータ
顧客指定パラメータにより，用途ごとの必要条
件に対してエンジンを的確に設定することがで
きます。

カスタマ指定の構成パラメータを変更するに
は，エレクトロニックサービスツールが必要で
す。

カスタマ指定パラメータは運転条件の変更に
従って繰り返し変更することができる。
表 4

顧客指定パラメータ

指定パラメータ 記録

トップエンジンリミット 1,900 rpm

ローアイドル回転数 600 rpm

トップエンジンリミット 2,090 rpm

エンジン加速レート 2,000 rpm/s

Engine Speed Decelerating Ramp Rate（エンジン減速斜面率） 2,000 rpm/s

Ether Start Aid Configuration（エーテル始動補助装置コンフィギュ
レーション）

未装着

Crankcase Pressure Sensor Installation Status（クランクケース圧力
センサ設置状態）

未装着

Ambient Air TemperatureSensor Installation Status（外気温センサ設
置状態）

未装着

エンジンアイドルシャットダウン有効ステータス 無効

エンジンアイドルシャットダウン遅延時間 5.0分

エンジンアイドルシャットダウン外気温オーバライド有効ステータス "Disabled"（無効）または"Not Installed"（未装着）

ディレイエンジンシャットダウン有効ステータス 無効

ディレイエンジンシャットダウン最大時間 7.0分

Aftertreatment #1 DEF Dosing Line Purge Required Air Temperature
Threshold（後処理No.1 DEF注入ラインパージ要求空気温度しきい
値）

5 °C (41 °F)

Delayed Engine Shutdown Aftertreatment Outlet Gas Temperature
Threshold（遅延エンジンシャットダウン後処理アウトレットガス温
度しきい値）

400 °C (752 °F)

Engine Performance Run Out Control Configuration（エンジン性能ラ
ンアウト制御コンフィギュレーション）

未装着

Engine Governor Mode Override Switch Installation Status（エンジン
ガバナモードオーバライドスイッチ設置状態）

未装着

Transmission Default Torque Limit Reset（トランスミッションデフォ
ルトトルク制限リセット）

リセット未了

Air Filter Restriction Switch Installation Status（エアフィルタ目詰まり
スイッチ装着ステータス）

未装着

Air Filter Restriction Switch Configuration（エアフィルタ目詰まりス
イッチコンフィギュレーション）

Normally Open（通常開）

Intermediate Engine Speed（中間エンジンスピード） 1,400 rpm

(続き)
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(表 4、続き)

エアシャットオフ 無効

Air Intake Shutoff Detection Installation Status（エアインテイクシャッ
トオフ検出設置状態）

未装着

クーラントレベルセンサ 未装着

エンジンリターダ有効コマンド 無効

Auxiliary Temperature Sensor Installation Status（補助温度センサ設置
ステータス）

未装着

Auxiliary Temperature Sensor #2 Installation Status（補助温度センサ
No.2設置状態）

未装着

Auxiliary Pressure Sensor Installation Status（補助圧力センサ設置ス
テータス）

未装着

エンジンガバナプライオリティモードコンフィギュレーション スピードコントロール

DPF Regeneration Enable Input Configuration（DPF再生有効入力コン
フィギュレーション）

CAN入力

Limp Home Desired Engine Speed（リンプホーム所要エンジンスピー
ド）

1,200 rpm

Limp Home Engine Speed Ramp Rate（リンプホームエンジンスピー
ドランプレート）

200. rpm/s

Throttle Input Low Idle Duty Cycle Setpoint（スロットル入力低速アイ
ドルデューティサイクル設定点）

10 %

Throttle Input High Idle Duty Cycle Setpoint（スロットル入力高速アイ
ドルデューティサイクル設定点）

90 %

Throttle Input #2 Low Idle Duty Cycle Setpoint（スロットル入力No.2低
速アイドルデューティサイクル設定点）

10 %

Throttle Input #2 High Idle Duty Cycle Setpoint（スロットル入力No.2
高速アイドルデューティサイクル設定点）

90 %

Throttle Failure Mode Latch Enable Status（スロットル故障モード
ラッチ有効ステータス）

有効

スロットル#1エンジンスピードドループ 5 %

Throttle #2 Engine Speed Droop（スロットルNo.2エンジンスピード
ドループ）

5 %

データリンクエンジンスピードドループ 5 %

Droop No Load Fuel Offset（ドループ無負荷燃料オフセット） 0 %

Throttle Lock Feature Installation Status（スロットルロック機能装着
ステータス）

未装着

PTO Mode（PTOモード） Set/Resume（設定/再開）

Throttle Lock Engine Set Speed #1（スロットルロックのエンジン設
定回転数#1）

600 rpm

Throttle Lock Engine Set Speed #2（スロットルロックのエンジン設
定回転数#1）

600 rpm

スロットルロック増加回転数ランプ定格 400. rpm/s

Throttle Lock Decrement Speed Ramp Rate（スロットルロック減速斜
面率）

400 rpm/s

スロットルロックエンジンセット回転数増加 10. rpm

Throttle Lock Engine Set Speed Decrement（スロットルロックエンジ
ン設定スピード減少）

10. rpm

(続き)
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(表 4、続き)

Engine Fan Control OFF

エンジンファンタイプ設定 Variable Hydraulic（可変油圧）

Engine Fan Speed Control Configuration（エンジンファン回転数制御
コンフィギュレーション）

"Disabled"（無効）または"Not Installed"（未装着）

エンジンファンリバーシング機能 無効

エンジンファンマニュアルパージ 無効

エンジンファンのパージ一時停止 無効

エンジンファンパージサイクル間隔 1,200秒

エンジンファンパージサイクル継続時間 180.0秒

Engine Fan Control Charge Air Cooler Outlet Temperature Input Enable
（エンジンファンの流入量による給気クーラの出口温度制御有効）

有効

Engine Cooling Fan MaximumAir Flow Charge Air Cooler Outlet
Temperature（エンジン冷却ファンの最大空気流量における給気クー
ラの出口温度）

46.6 °C (116 °F)

Engine Cooling Fan MinimumAir Flow Charge Air Cooler Outlet
Temperature（エンジン冷却ファンの最小空気流量における給気クー
ラの出口温度）

40 °C (104 °F)

Engine Cooling Fan Control Coolant Temperature Input Enable Status
（エンジン冷却ファンの流入量によるクーラント温度制御有効ステー
タス）

有効

Engine Cooling Fan MaximumAir Flow Coolant Temperature（エンジ
ン冷却ファンの最大空気流量におけるクーラント温度）

100 °C (212 °F)

Engine Cooling Fan MinimumAir Flow Coolant Temperature（エンジン
冷却ファンの最小空気流量におけるクーラント温度）

90 °C (194 °F)

Engine Cooling Fan Control Transmission Oil Temperature Input
Enable Status（エンジン冷却ファンの流入量によるトランスミッショ
ンオイル温度制御有効ステータス）

無効

Engine Cooling Fan Control Hydraulic Oil Temperature Input Enable
Status（エンジン冷却ファンの流入量による油圧オイル温度制御有効
ステータス）

無効

Engine Cooling Fan Control Auxiliary #1 Temperature Input Enable
Status（エンジン冷却ファンの流入量による補助#1温度制御有効ス
テータス）

無効

Engine Cooling Fan Control Auxiliary #2 Temperature Input Enable
Status（エンジン冷却ファンの流入量による補助#2温度制御有効ス
テータス）

無効

Maintenance Indicator Mode OFF

PM1 Interval 2,500 gal

Operator Inducement Progress Configuration（オペレータ誘導進捗コ
ンフィギュレーション）

Reduced Performance（性能低下）

Operator Inducement Regulation Configuration（オペレータ誘導規制
コンフィギュレーション）

Worldwide（全世界共通）

Operator Inducement Emergency Override Enable Status（オペレータ
誘導緊急オーバライド有効ステータス）

無効

Operator Inducement Emergency Override Activation（オペレータ誘導
緊急オーバライド作動）

非作動

Operator Inducement Emergency OverrideMode Configuration（オペ
レータ誘導緊急オーバライドモードコンフィギュレーション）

標準

(続き)
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(表 4、続き)

Operator Final Inducement Action（オペレータ最終誘導アクション） Shutdown（シャットダウン）

Air Inlet Temperature Calibration Value（吸気温度キャリブレーション
バルブ）

"Disabled"（無効）または"Not Installed"（未装着）

システム作動電圧の設定 12 V

Backup Timing Sensor Calibration Offset（バックアップタイミングセ
ンサキャリブレーションオフセット）

-0.25°

Primary Timing Sensor CalibrationOffset（プライマリタイミングセン
サキャリブレーションオフセット）

-0.40°
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エンジンの始動要領
i03028804

エエエンンンジジジンンンののの始始始動動動前前前

エンジンを始動する前には、必要な日常点検と
その他の定期点検を実施してください。エンジ
ン・コンパートメントを点検してください。こ
の点検によって後日の大規模な修理を予防する
ことができます。詳細情報については、取扱説
明書の保守整備間隔をご参照ください。

• エンジン耐用年数を最大化するために、エンジン
を始動する前は念入りに点検を実施してくださ
い。次の事項について調べてください。オイルの
漏れ, 冷却水の漏れ, ボルトのゆるみ および クズ
の堆積。堆積したクズを取り除き、必要に応じて
修理の準備をしてください。

• アフタクーラの接続部ゆるみおよびクズの堆積を
点検してください。

• 冷却系統ホースにひび割れまたはゆるんだクラン
プがないか点検してください。

• オルタネータおよびアクセサリ･ベルトに亀裂、
破損、およびその他の損傷がないか点検してくだ
さい。

• 配線にゆるんだ接続部分がないか、摩耗したワイ
ヤや擦り切れたワイヤがないか点検してくださ
い。

• 燃料供給を点検してください。ウォータ･セパ
レータ（装着の場合）から水を排出させてくださ
い。燃料供給バルブを開いてください。

注意
燃料圧力が上昇しないように、エンジンを運転する
前および運転中は燃料リターン配管内の全バルブを
開いておかなければなりません。燃料圧力が高くな
ると、フィルタ･ハウジングが故障または他に損傷
が生じる恐れがあります。

エンジンを数週間始動しなかった場合は、燃料
系統の燃料が空になっている可能性がありま
す。フィルタ･ハウジングに空気が侵入してい
る可能性があります。さらに、燃料フィルタを
交換した場合は、ハウジング内に空気が取り込
まれてエア･ポケットができていることがあり
ます。そうした状況では、燃料系統のエア抜き
作業を実施する必要があります。燃料系統のプ
ライミングに関する詳細な情報については、取
扱説明書燃料系統－プライミングをご参照くだ
さい。

エエエンンンジジジンンンののの排排排気気気ガガガスススにににははは有有有害害害ななな燃燃燃焼焼焼酸酸酸化化化物物物ががが含含含ままま
れれれててていいいままますすす。。。エエエンンンジジジンンンははは常常常ににに換換換気気気ののの行行行ききき届届届いいいたたた場場場
所所所ででで始始始動動動さささせせせ、、、運運運転転転しししてててくくくだだださささいいい。。。エエエンンンジジジンンンををを屋屋屋
内内内ででで運運運転転転すすするるる場場場合合合ははは、、、エエエンンンジジジンンンののの排排排気気気ガガガスススををを外外外部部部
へへへ排排排出出出しししてててくくくだだださささいいい。。。

• 始動スイッチまたは制御機器に “運転禁止”警告札
または類似の警告札が付けられている場合は、エ
ンジンを始動したり制御機器を動かしたりしない
でください。

• 回転部品の周囲に障害となる物がないことを確か
めてください。

• ガードは、すべて定位置に置くようにしてくださ
い。損傷したり紛失したガードがないか点検して
ください。損傷したガードは、修理してくださ
い。損傷したガードや紛失したガードは交換して
ください。

• 電動始動モータ（装着の場合）を結合させた時に
発生する高電流放出に対して保護されていない
バッテリ充電器を切り離してください。電線およ
びバッテリに接続不良や腐食がないか点検してく
ださい。

• 遮断または警報関連部品を全てリセットしてくだ
さい。

• エンジン潤滑オイルのレベルを点検してくださ
い。オイル･レベルはオイル･レベルゲージの “ADD
（追加）”マークと “FULL（上限）”マークの間で
維持してください。

• 冷却水レベルを点検してください。 冷却水回収
タンク（装着の場合）の冷却水レベルを調べてく
ださい。冷却水レベルを、冷却水回収タンクの
“FULL（上限）”マークに維持してください。

• エンジンに冷却水回収タンクが装着されていない
場合は、冷却水レベルをフィラ･パイプの下から
13 mm (0.5 in)未満に維持してください。エンジ
ンにサイト･ガラスが装着の場合は、冷却水レベ
ルをサイト･ガラス内に維持してください。

• エア･クリーナ･サービス･インジケータ（装着の
場合）を調べてください。黄色のダイヤフラムが
赤い領域に入っているか、赤のピストンが目視可
能な位置でロックされているときは、エアクリー
ナを整備してください。

• 全ての被駆動装置の結合が解除されていることを
確かめてください。電気的負荷を殆どなくすか、
電気的負荷を全て取り除いてください。
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i04206420

寒寒寒冷冷冷時時時ののの始始始動動動

シリンダ・ブロック・クーラント・ヒータを使
用するか、またはクランクケース・オイルを温
めるその他の手段を使うことにより、10°C
(（50°F）)より低い気温での始動性が改善さ
れます。エンジンの用途によっては、ジャケッ
ト・ウォーター・ヒータを使用することで、始
動性を改善します。ジャケット・ウォーター・
ヒータの使用により、寒冷な気候で始動した時
に出る白煙や失火を減らすことができます。

注注注記記記:::エンジンを数週間運転しなかった場合は、燃
料が残っていない恐れがあります。 空気がフィル
タ･ハウジング内に入っている恐れがあります。 ま
た、燃料フィルタを交換した際に、空気がフィル
タ・ハウジング内に残ることがあります。 フュエ
ル･システムのプライミングに関する詳細について
は、本取扱説明書「フュエル･システム - プライ
ム」（メンテナンスの項）を参照してください。

エーテル・インジェクション・シス
テム（装備されている場合）
エーテル・インジェクション・システムは、
ECMで制御されています。 ECMは、エーテル・イ
ンジェクションが必要な時を決定するために、
クーラント温度、インテーク・エア温度、外気
温度および気圧をモニタします。 海面位では、
いずれの温度も0°C (（32°F）)を超えない場
合は、エーテルが使用されます。 気圧が上昇す
るに従い、この温度も上昇します。

アアアルルルコココーーールルルややや始始始動動動用用用液液液体体体類類類ににによよよりりり、、、人人人身身身事事事故故故まままたたた
ははは物物物的的的損損損害害害ををを起起起こここすすす恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。

アアアルルルコココーーールルルややや始始始動動動用用用液液液体体体類類類ははは、、、可可可燃燃燃性性性ががが高高高くくく有有有毒毒毒
なななのののででで不不不適適適切切切ななな方方方法法法ででで保保保管管管すすするるるととと、、、人人人身身身事事事故故故まままたたた
ははは物物物的的的損損損害害害ををを起起起こここすすす恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。

本取扱説明書「エンジンの始動」の手順に従っ
てください。

i06282040

エエエンンンジジジンンン始始始動動動

エエエンンンジジジンンンののの排排排気気気ガガガスススにににははは有有有害害害ななな燃燃燃焼焼焼酸酸酸化化化物物物ががが含含含ままま
れれれててていいいままますすす。。。エエエンンンジジジンンンははは常常常ににに換換換気気気ののの行行行ききき届届届いいいたたた場場場
所所所ででで始始始動動動さささせせせ、、、運運運転転転しししてててくくくだだださささいいい。。。エエエンンンジジジンンンををを屋屋屋
内内内ででで運運運転転転すすするるる場場場合合合ははは、、、エエエンンンジジジンンンののの排排排気気気ガガガスススををを外外外部部部
へへへ排排排出出出しししてててくくくだだださささいいい。。。

エンジン始動
ご使用のコントロール装置タイプについては，
OEMのオーナーマニュアルを参照してくださ
い。次の手順に従ってエンジンを始動する。

111... トランスミッションを「ニュートラル」にし
ます。エンジンをより速く始動し，バッテリ
の消耗を低減するために，フライホイールク
ラッチを解除します。

222... イグニッションスイッチを「ON」位置にしま
す。

キーオンの最中は，回路の試験を行うため
に，すべての警告ランプが数秒間点灯しま
す。点灯しないランプがあれば電球を点検
し，必要に応じて交換してください。

注意
フライホイール回転中は始動モータを結合させない
でください。負荷が加わっているときは、エンジン
を始動させないでください。

エンジンが30秒以内に始動しない場合は、始動ス
イッチまたは始動ボタンを解除して2分間待ち、始
動モータを冷却させてから再度エンジンを始動して
ください。

333... 始動ボタンを押すか，イグニッションスイッ
チを「START」位置に回して，エンジンをク
ランクします。

エンジンがクランクしている間は，スロット
ルを押し下げたり，下げたまま抑えたりしな
いでください。システムは，エンジンの始動
に必要な適量の燃料を自動的に供給します。

444... エンジンが30秒以内に始動しない場合は，始
動ボタンまたはイグニッションスイッチを解
除します。エンジンの再始動を試みるとき
は，始動モータを冷ますために2分間待ちま
す。
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注意
エンジンが始動した後は、15秒以内にオイル圧が上
昇するはずです。オイル圧ゲージが正常値を表示す
るまで、エンジン回転数を上げないでください。 15
秒以内にオイル圧がゲージに表示されない場合は、
エンジンを運転しないでください。エンジンを停止
し、原因を調べて修復してください。

55.. エンジンを約3分間アイドリングします。水
温ゲージが上がり始めるまで，エンジンをア
イドリングします。ウォームアップ中にすべ
てのゲージを点検します。

注注記記::油圧および燃料圧力は，インストルメントパ
ネルで正常範囲にある必要があります。 “「警告」”
ランプが装着されているエンジンには，作動範囲が
ありません。 “「警告」と「診断」”ランプ（装着の
場合）は，エンジンがクランクしている間，点滅し
ます。 適正なエンジンオイル圧力および燃料圧力に
達すると，ランプは消灯します。 オイル圧力計が少
なくとも正常な圧力を示すまでは，エンジンに負荷
を加えたり，エンジン回転数を上げたりしないでく
ださい。 エンジンに漏れがないか，および異音がし
ないか点検してください。

エンジンを低負荷で運転している場合，エンジ
ンは無負荷でアイドリングしている場合より早
く正常な作動温度に達します。寒冷時にエンジ
ンをアイドリングする場合は，エンジン回転数
を約1,000～1,200 rpmまで上げ，エンジン温度
を上昇させます。暖機速度を速めようとして推
奨回転数を超えないようにしてください。不要
なアイドル時間を10分までに制限してくださ
い。

始動時の問題
時折，以下のいずれかの原因により始動時に問
題が発生することがあります。

• バッテリ充電量低下

• 燃料切れ

• ワイヤリングハーネスの問題

エンジンのフュエルシステムに燃料がない場
合，フュエルタンクに燃料を充填し，フュエル
システムをプライミングしてください。本取扱
説明書フュエルシステム - プライミングのト
ピック（メンテナンスの項）を参照してくださ
い。

他の問題があると疑われる場合は，エンジンを
始動するために適切な手順を実行してくださ
い。

ワイヤリングハーネスの問題

図

34

g01248812

ECMコネクタJ2/P2

ECMの場所を特定します。コネクタを点検し，
コネクタが固定されていることを確認します。
シャーシハーネスの各ワイヤを軽く引っ張りま
す。

11.. 各ワイヤを約4.5 kg (10 lb)の力で引きま
す。このとき，各ワイヤはコネクタ内に入っ
たままでなければなりません。

22.. ワイヤが緩んでいる場合は，そのワイヤをコ
ネクタに押し戻します。ワイヤを再度引っ張
り，ワイヤが固定されていることを確認しま
す。

33.. エンジンを始動します。エンジンが始動し
ない場合は，診断コードがないか確認し，最
寄りのPerkins 代理店にお問い合わせくださ
い。

i06239872

ジジャャンンパパ･･ススタターートト･･ケケーーブブルルにに
よよるる始始動動
(爆発の可能性がある危険な場所
ではこの手順を使用しないでく
ださい)
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バババッッッテテテリリリにににバババッッッテテテリリリ・・・ケケケーーーブブブルルルををを接接接続続続しししたたたりりり、、、
バババッッッテテテリリリかかからららバババッッッテテテリリリ・・・ケケケーーーブブブルルルををを切切切りりり離離離しししたたたりりり
すすするるるととときききににに、、、爆爆爆発発発ににによよよりりり重重重傷傷傷事事事故故故まままたたたははは死死死亡亡亡事事事故故故
ををを起起起こここすすす恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。 他他他ののの電電電気気気装装装置置置ををを接接接続続続ししし
たたたりりり切切切りりり離離離しししたたたりりりしししてててももも、、、爆爆爆発発発ににによよよりりり重重重傷傷傷事事事故故故ままま
たたたははは死死死亡亡亡事事事故故故ををを起起起こここすすす恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。 バババッッッテテテ
リリリ･･･ケケケーーーブブブルルルややや他他他ののの電電電気気気装装装置置置ををを接接接続続続しししたたたりりり切切切りりり離離離すすす
ととときききははは、、、爆爆爆発発発ののの危危危険険険がががななないいい環環環境境境でででのののみみみ実実実施施施しししてててくくく
だだださささいいい。。。

ジジジャャャンンンパパパ･･･スススタタターーートトト･･･ケケケーーーブブブルルルををを不不不適適適切切切ににに接接接続続続すすするるる
ととと、、、爆爆爆発発発ががが発発発生生生ししし、、、人人人身身身事事事故故故ををを起起起こここすすす恐恐恐れれれがががああありりり
ままますすす。。。

バババッッッテテテリリリののの付付付近近近ででではははスススパパパーーークククををを発発発生生生さささせせせななないいいでででくくく
だだださささいいい。。。スススパパパーーークククににによよよっっっててて気気気化化化しししたたたガガガスススががが爆爆爆発発発すすす
るるる恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。さささらららににに、、、ジジジャャャンンンパパパ･･･スススタタターーートトト･･･
ケケケーーーブブブルルルののの端端端どどどうううしししををを接接接触触触さささせせせたたたりりり、、、エエエンンンジジジンンンににに
接接接触触触さささせせせたたたりりりしししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。

注注注記記記:::可能であれば，まず始動に失敗した理由を診
断してください。 詳細については，トラブルシュー
ティングEngine Will Not Crank and Engine Cranks
But Will Not Startを参照してください。 必要であ
れば修理する。 エンジンが始動しない原因がバッテ
リだけである場合は，バッテリを充電するか，ジャ
ンプスタートケーブルを使用して別のバッテリによ
るエンジン始動を行います。
バッテリの状態は，エンジンのスイッチを「OFF」
にした後で再点検できます。

注意
電動スタータモータと同じ電圧のバッテリ電源を使
用します。 必ず、ジャンプ･スタートの電圧と同じ
電圧を使用してください。電圧が高いバッテリを使
用すると電気系統が損傷します。

バッテリ･ケーブルの極性を誤らないでください。
オルタネータが損傷する恐れがあります。接地ケー
ブルの取付けは最後に行い，取外しは最初に行う。

ジャンプスタートケーブルを取り付ける前に，すべ
ての電気部品を「OFF」にする。

始動させるエンジンへのジャンプスタートケーブル
接続前に，主電源スイッチが「OFF」位置になって
いることを確かめる。

111... ストールしたエンジンの始動スイッチを
「OFF」位置に回します。エンジンのアクセ
サリをすべてオフにします。

222... プラス側ジャンプスタートケーブルの一方の
端を，放電しているバッテリのプラス側ケー
ブルターミナルに接続します。ジャンプス
タートケーブルのもう一方のプラス側を電源
のプラスケーブルターミナルに接続します。

333... ジャンプスタートケーブルの一方のマイナス
側を電源のマイナスケーブルターミナルに接
続します。マイナス側ジャンプスタートケー
ブルのもう一方の端を，エンジンブロックま
たは車体アースに接続します。この手順は，
一部のバッテリから発生する可燃性ガスが火
花によって着火するのを防止するためです。

注注注記記記:::エンジンECMに電源を入れてから始動モータの
運転を開始してください。これに従わないとエンジ
ンを損傷する恐れがあります。

444... 通常の作動手順でエンジンを始動してくださ
い。本取扱説明書エンジンの始動を参照して
ください。

555... エンジンが始動したらすぐに，ジャンプス
タートケーブルを逆の順序で外します。

ほとんど放電しきっているバッテリの場合，
ジャンプスタートの後，オルタネータによる再
充電が完全に行えないことがあります。エンジ
ンが停止したら，バッテリを交換するか，バッ
テリ充電器を使用して適切なレベルまで充電す
る必要があります。 使用不可能と思われるバッ
テリであっても，その多くは再充電が可能で
す。詳細は，取扱説明書バッテリの交換および
試験と調整マニュアルBattery - Testを参照し
てください。

i05476295

エエエンンンジジジンンンののの始始始動動動後後後

注注注記記記:::0 ~ 60 °C (32 ~ 140 °F)の温度では，暖気時
間は約3分です。 気温が0 °C (32 °F)を下回った場
合は，追加のウォームアップ時間が必要な場合があ
ります。

暖気中にエンジンをアイドリングする場合は，
以下の状態を確認してください。

• エンジンに負荷をかける前に，アイドル回転と半
速回転（エンジン負荷なし）で液体や空気の漏れ
をチェックします。 いくつかの用途では，エン
ジンをアイドル運転および負荷のない半速回転で
運転することはできません。

• システム全体が作動温度になるまで，エンジンを
ローアイドルで運転します。 ウォームアップ中
にすべてのゲージを点検します。
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注注記記::エンジン運転中に計器が示す値を監視し，で
きるだけ頻繁にデータを記録するようにしてくださ
い。 長期的なデータを比較することで，各計器の正
常値が特定できるはずです。 長期的なデータ比較
は，異常な運転状態の発生の検出にも寄与します。
測定値の著しい変化が認められた場合は，問題がな
いか調査してください。

低い外気温度での長時間のアイドリ
ング
低い外気温度（通常，0°C (32 °F)以下）で
エンジンを長時間アイドリングする場合，エン
ジンは自動的に速度を変化させることがありま
す。自動速度変化には，「窒素酸化物削減シス
テムの望ましい操作を維持する」,「再生シス
テムの望ましい操作を維持する」 および「エ
ンジンクーラントを温め続ける」の3つの目的
があります。エンジンスピードが最大20分間
1,600 rpmまで上昇することがあります。

長時間アイドリングすると，排気システム高温
ランプが点灯することがあります。 このランプ
は，ディーゼルパティキュレートフィルタ
（DPF）の再生が進行していることを示してい
ます。低い外気温度で長時間アイドリングする
場合，再生は最長で10分間しか続かないことが
あります。
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エンジンの運転
i06281809

エエエンンンジジジンンンののの運運運転転転

適切な運転操作および保守整備は、エンジンの
最長耐用年数と最大経済性を得る上での主要な
要素です。取扱説明書の指示に従うことによ
り，最少のコストでエンジン耐用年数を最大化
できます。

エンジンが正常な作動温度に達するまでの時間
は，エンジンの見回り点検に要する時間よりも
短くて済む場合があります。

エンジンが始動し、作動温度に到達すると、エ
ンジンは定格rpmで運転できるようになりま
す。低速のエンジン回転数（rpm）で低い出力
要求を保てば、エンジンはより短時間で正常な
作動温度に到達します。この方法は，エンジン
を無負荷状態でアイドリングさせるよりも効率
的です。エンジンは通常，数分程度で作動温度
に到達します。

長時間のアイドル回転は避けてください。長時
間のアイドル回転は，カーボン堆積,エンジン
機能の低下およびディーゼルパティキュレー
トフィルタ（DPF，Diesel Particulate
Filter）のスート（すす）の堆積 の原因となり
ます。これらの問題はエンジンにとって有害で
す。

エンジン運転中に計器が示す値を監視し，でき
るだけ頻繁にデータを記録するようにしてくだ
さい。長期的なデータを比較することで，各計
器の正常値が特定できるはずです。 長期的な
データ比較は，異常な運転状態の発生の検出に
も寄与します。測定値の著しい変化が認められ
た場合は，問題がないか調査してください。

エンジンの作動と後処理システム
エンジンから出される排気ガスおよび炭化水素
の粒子は，最初にディーゼル酸化触媒（DOC，
Diesel Oxidation Catalyst）を通過します。ガ
スその他の物質の一部はDOC通過時に酸化され
ます。次にガスはディーゼルパティキュレート
フィルタ（DPF）を通過します。 DPFではエンジ
ンの燃焼で発生したスート（すす）と灰が捕集
されます。再生中にスートはガス化され，灰は
DPFに残されます。最後にガスが通過するのは
選択触媒還元（SCR，Selective Catalytic
Reduction）です。 SCRを通過する前のガス流に
は，ディーゼルエキゾースト液（DEF，Diesel
Exhaust Fluid）が噴射されます。 DEFは，ポン
プ電子ユニット（PEU，Pump Electronic Unit）
によって制御されます。 DEFと排気ガスの混合
気がSCRを通過することで，排出ガス中の窒素
酸化物（NOx）が削減されます。

DEFの量は排出ガス基準に準拠するようエンジ
ンソフトウェアで制御されています。

ここで用いられるDPFは，定期整備時のサービ
スを必要とする設計になっています。詳細は，
本取扱説明書給油整備間隔を参照してくださ
い。 DPFは規定のメンテナンス要件に従ってお
く限り，規制で定義されているエンジンの耐用
年数（排出耐久期間）の間は正常に機能し続け
ると想定されています。

i04206422

被被被駆駆駆動動動装装装置置置ののの接接接続続続

111... できるだけ定格rpmの半分の速度でエンジン
を運転します。

222... できるだけ装置に負荷を掛けずに駆動装置を
連携します。

スタートの中断は、駆動トレーンに過剰な応
力を加えます。また、スタートの中断は、燃
料を消耗にします。 駆動装置を動作中に取得
するには、装置に負荷をかけずに円滑にク
ラッチを連携します。この方法により、円滑
かつ簡単にスタートできます。エンジンrpm
が上昇せず、クラッチがスリップしないよう
にしてください。

333... エンジンが定格rpmの半分の速度で運転され
ている場合、ゲージの範囲が正常であるか確
認してください。 すべてのゲージが適正に作
動しているか確認してください。

444... エンジンrpmを定格rpmに上昇させます。負
荷をかける前に、常にエンジンrpmを定格rpm
まで上昇させます。
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555... 負荷をかけます。低い負荷でエンジンの運
転をします。ゲージや装置が適正に作動して
いるかチェックします。正常な油圧に達し、
温度ゲージが上がり始めたら、エンジンは全
負荷で運転できます。エンジンに負荷をかけ
ながら運転する場合は、ゲージや装置を頻繁
にチェックします。

ロー・アイドルまたは軽負荷で長時間運転を
続けると、オイル消費量が増加し、シリンダ
内に炭素が堆積される恐れがあります。 炭素
が堆積すると、出力の低下および/または低
性能に繋がります。

i05156878

燃燃燃料料料節節節減減減のののたたためめめののの推推推奨奨奨方方方法法法

エンジンの効率を上げると燃費が悪化する恐れ
があります。 Perkins の設計と製造技術は，あ
らゆる用途で最高の燃料効率を実現している。
推奨手順に従って、エンジンの耐用年数中は最
適性能を達成することができるようにしてくだ
さい。

• 燃料をこぼさないでください。

燃料は暖まると膨張します。フュエル・タンク
から燃料があふれ出る恐れがあります。フュエ
ル･ラインに漏れが生じていないか点検してく
ださい。必要に応じて、フュエル･ラインを修
理してください。

• 異なる燃料の特性に注意してください。 推奨燃
料のみを使用してください。 詳細については、
取扱説明書燃料に関する推奨事項を参照してくだ
さい。

• 不必要なアイドル回転数での運転は避けてくださ
い。

長時間のアイドル回転数運転は避けて、エンジ
ンを停止してください。

• サービス･インジケータの表示を頻繁に観察して
ください。 エア・クリーナ･エレメントはきれい
な状態に維持してください。

• ターボチャージャが正しく作動していることを確
かめてください。 詳細については，本取扱説明
書Turbocharger - Inspectを参照。

• 電気系統を正常な状態で維持してください。

バッテリ･セルが1個でも不良だと、オルタネー
タに過剰な負荷をかけることになります。この
不良により、余分な電力と燃料が消費されま
す。

• 常に正常な状態のベルトを使用してください。
詳細については，作動原理，試験と調整V-Belt
Testを参照。

• ホースの接続部がすべて十分に締め付けられてい
ることを確認してください。 接続部に漏れがな
いようにしてください。

• 被駆動装置が正常に稼動していることを確認して
ください。

• エンジンが冷めていると余分な燃料が消費されま
す。 可能な場合は、ジャケット･ウォータ･シス
テムおよび排気系統の熱を利用してください。
クーリング・システムのコンポーネントを清潔に
維持し、適切な修理を施してください。 水温調
整器なしに、絶対にエンジンを運転しないでくだ
さい。 これらすべての品目は作動温度を維持す
るのに役立ちます。
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後処理の作動
i06281821

デデディィィーーーゼゼゼルルル･･･パパパテテティィィキキキュュュレレレーーートトト･･･
フフフィィィルルルタタタののの再再再生生生

再生
ターボチャージャコンプレッサバイパスバルブ
は，ターボチャージャへのエアインレットと
ターボチャージャからのブースト圧の間で接続
されています。ターボチャージャコンプレッサ
バイパスバルブは，後処理システムを再生する
必要が生じると作動し，排気温度を上昇させま
す。再生には，ディーゼルパティキュレート
フィルタ（DPF）内のスートのガスへの変換，
選択式触媒還元（SCR）システムからの硫黄の
除去，およびディーゼルエキゾースト液体
（DEF）インジェクタからの結晶の除去が含ま
れます。

再生インジケータ
リジェネレーションがアクティブ –このイ
ンジケータが点灯している場合，再生がア
クティブで，排気温度が上昇していること

を示しています。

DPF –このインジケータは再生が必要なと
きに点灯します。

再生のトリガ
再生は4つの方法によりトリガされます。

スススーーートトト::: DPFは，エンジンによって生成された
スートを収集します。自動再生機能は，スート
レベルを低減するためにアクティブになりま
す。

結結結晶晶晶除除除去去去::: 外気温が低いなかで高温停止や長時
間の運転を行ったときにDEFインジェクタ内部
に形成される結晶を除去するために，再生が必
要です。

炭炭炭化化化水水水素素素蒸蒸蒸散散散排気温度が低い状態で運転すると
DPF内に堆積することがある炭化水素を蒸散す
るために，再生が必要です。炭化水素蒸散再
生を実行することにより，起こり得る熱イベン
トからDPFを保護することができます。

脱脱脱硫硫硫酸酸酸化化化再再再生生生SCR触媒を硫黄がない状態に保っ
たり，DEFインジェクタや混合管をDEFが沈着し
ていない状態に保ったりするために，再生が必
要です。

再生システム警告インジケータ

図
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g02117258

再生が必要な場合は，DPFインジケータが点灯
したままになります。すぐに再生を実行する必
要があります。

注注注記記記:::一部の状況下では，再生終了後もDPFインジ
ケータは点灯したままになります。 DPFインジケー
タが点灯しているとき、再生が完全に行われなななかかかっっっ
たたたことを意味します。 再生は，スートが除去され終
わったか，他のいずれかの再生タイプについて定め
られたすべての基準に到達した場合に終了します。
DPFインジケータが点灯したままになった場合は，
再生を中断させることなく実行してください。 再生
が完了するとDPFインジケータが消灯します。

スートまたは硫黄の割合がしきい値を上回る
と，再生が要求されることによりDPFインジ
ケータが点灯します。再生せずに車両の運転を
続けると，最終的にはエンジンの性能が低下し
ます。性能低下やさらなる問題が起こらないよ
うにするためには，排気温度が上昇してシステ
ムの再生が行われるように車両を運転する必要
があります。アクティブな障害がある場合，そ
の障害が原因となり，エンジンの排気温度が十
分に上昇しないことがあります。運転を続ける
前に，トラブルシューティングを行って障害を
解決してください。

図
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捕獲されたスートまたは硫黄の量が危機的しき
い値レベルに達すると，DPFインジケータと赤
い停止ランプが点灯したままになります。この
ような場合，再生が停止され，Perkins 認定代
理店がサービスツールを使用して再生を実行し
なければならなくなることがあります。
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i06281816

SSSCCCRRR（（（SSSeeellleeeccctttiiivvveee CCCaaatttaaalllyyytttiiiccc
RRReeeddduuuccctttiiiooonnn，，，選選選択択択触触触媒媒媒還還還元元元）））警警警
告告告シシシススステテテムムム

SCR（Selective Catalytic Reduction，選択触
媒還元）は，エンジンの排出ガスから窒素酸化
物（NOx）を除去するシステムである。 DEF
（Diesel Exhaust Fluid，ディーゼルエキゾー
スト液体）は，DEFタンクから吸引されて排気
ストリーム中に噴霧される。 DEFはSCR触媒と化
学反応することで窒素酸化物を削減して，窒素
と水蒸気を残すようにする。排出ガス再循環
（EGR，Exhaust Gas Recirculation）システム
は，窒素酸化物の削減を補助するために，排出
ガスを冷却および測定し，インテークマニホー
ルドに再循環させます。

注意
負荷状態で作動させた直後にエンジンを停止させる
ことは，SCRコンポーネントがオーバーヒートする
原因になる。

エンジンの冷却および，ターボチャージャハウジン
グとDEFインジェクタでの過剰な温度上昇を防止す
る手順については，取扱説明書エンジン停止の解説
を参照。

注意
エンジンのシャットダウン後，最低2分間待機して
から，バッテリスイッチをOFFにする。バッテリ電
源の切離しが早すぎると，エンジンシャットダウン
後におけるDEFラインのパージが妨げられる。

定義
次の定義を確認すること。

自自自己己己修修修正正正（（（SSSeeelllfff---cccooorrrrrreeecccttt））） – 不具合の条件が
存在しなくなった状態。アクティブであった故
障コードは解除されている。

通通通知知知（（（NNNoootttiiifffiiicccaaatttiiiooonnn））） – オペレータに対し，
ペンディング中の誘導（Inducement）があるこ
との警告用にシステムが行う操作。

誘誘誘導導導（（（IIInnnddduuuccceeemmmeeennnttt））） – 排気コントロールシス
テムの修理または整備の必要性をオペレータに
気づかせることを意図して行われる，エンジン
の出力レベル低減や車両速度の制限などの処理
のこと。

誘誘誘導導導カカカテテテゴゴゴリリリ（（（IIInnnddduuuccceeemmmeeennnttt CCCaaattteeegggooorrriiieeesss））） –
誘導はカテゴリに分類されています。 DEFレベ
ルには専用の誘導障害コードがあり，他の誘導
カテゴリから分けられています。 DEFレベルの
誘導が単純にDEFレベルに基づいているのに対

し，他の誘導カテゴリは，漸増時間に基づいて
います。漸増時間の誘導は，必ず誘導障害コー
ドとともに障害コードが関連付けられていま
す。関連付けられている障害が根本的原因で
す。漸増時間の誘導障害コードは，エンジンが
どのレベルの誘導にあるのか，および次のレベ
ルの誘導までにどれだけの時間が残されている
のかを表す指標に過ぎません。漸増時間の誘導
障害コードを警告する誘導カテゴリは3つあり
ます（2つは欧州連合用）。

注注注記記記:::漸増時間の各カテゴリに関連付けられている
コードは，トラブルシューティングガイドのSCR
Warning System Problemに記載されています。

初初初回回回発発発生生生（（（FFFiiirrrsssttt oooccccccuuurrrrrreeennnccceee））） – 漸増時間の
誘導障害コードが初めてアクティブになったと
き。

再再再発発発（（（RRReeepppeeeaaattt oooccccccuuurrrrrreeennnccceee））） –漸増時間の誘導
障害コードが，最初に発生してから40時間以内
に再びアクティブになったとき。エンジンを初
回発生時期に戻すには，漸増時間の誘導障害を
発生させることなくエンジンを40時間運転する
必要があります。

セセセーーーフフフハハハーーーバババーーーモモモーーードドド（（（全全全世世世界界界））） – セーフ
ハーバーモードは，エンジンがレベル3誘導に
到達した後フルパワーで運転できる，20分間の
エンジン運転時間です。レベル3誘導に到達す
ると，オペレータはキーサイクルを実行できる
ようになり，エンジンがセーフハーバーモード
になります。セーフハーバーモードは一度しか
実行できません。 セーフハーバーモードは，
Worldwide（ワールドワイド）構成でのDEFレベ
ルの誘導では使用できません。

セセセーーーフフフハハハーーーバババーーーモモモーーードドド（（（欧欧欧州州州連連連合合合））） –セーフ
ハーバーモードは，エンジンがレベル3誘導に
到達した後フルパワーで運転できる，30分間の
エンジン運転時間です。レベル3誘導に到達す
ると，オペレータはキーサイクルを実行できる
ようになり，エンジンがセーフハーバーモード
になります。セーフハーバーモードは最大3回
まで実行できます。
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g03676102

DEFレベルは正常

DEFレベルの誘導ストラテジ（欧州
連合）

図
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g03676107

DEFレベルが20 %を下回ると，ダッシュ上のDEF
レベルゲージの横にあるアンバー（黄色）イン
ジケータが点灯します。これ以上の誘導を回避
するには，キーを「OFF」位置にしてDEFをDEF
タンクに追加します。

図

39

g03676111

DEFレベルが13.5 %を下回ると，レベル1誘導イ
ベントが発生します。エンジン点検ランプおよ
び排出ガス不具合インジケータランプが点灯し
ます。ダッシュ上のDEFレベルゲージの横にあ
るアンバーインジケータは，点灯し続けます。

図
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g03676123

RReedduucceedd PPeerrffoorrmmaannccee（（性性能能低低下下））

ECMが"Reduced Performance"（低減パフォーマ
ンス）に設定されており，DEFレベルが1 %を下
回った場合，エンジンはレベル2誘導の状態に
なります。エンジン点検ランプおよび排出ガス
不具合インジケータランプが点灯し，ゆっくり
と点滅します。 DEFレベルゲージの黄色のラン
プは点灯したままになります。エンジンは出力
レベルが50 %低減します。 DEFタンクのDEFがす
べて排出された場合，エンジンは出力レベルが
100 %低減し，1,000 rpmまたはローアイドルの
いずれか値が大きい方に制限されます。
"Reduced Performance"（低減パフォーマンス）
設定ではこれ以上の誘導は発生しません。セー
フハーバーモードは3キーサイクルまで可能で
す。

時時間間短短縮縮
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ECMが “Reduced Time”（時間短縮）に設定され
ており，DEFレベルが7.5 %を下回った場合，エ
ンジンはレベル2誘導の状態になります。エン
ジン点検ランプおよび排出ガス不具合インジ
ケータランプが点灯し，ゆっくりと点滅しま
す。 DEFレベルゲージの黄色のランプは点灯し
たままになります。

図
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時時間間短短縮縮

ECMが “Reduced Time”（時間短縮）に設定され
ており，DEFレベルが0 %になると，エンジンは
レベル3誘導の状態になります。エンジン点検
ランプおよび排出ガス不具合インジケータラン
プが点灯し，高速で点滅します。 赤い停止ラン
プが点灯したままになります。 DEFレベルゲー
ジの黄色のランプは点灯したままになります。
エンジンは出力レベルが100 %低減し，1,000
rpmまたはローアイドルのいずれか値が大きい
方に制限されます。 ETの最終誘導アクションが
“Idle Down”（アイドルダウン）に設定されてい
る場合，エンジンは出力が低下した状態でアイ
ドル運転を継続します。 “Shutdown”（停止）
に設定されている場合は，エンジンは5分後に
停止します。セーフハーバーモードは3キーサ
イクルまで可能です。セーフハーバーモードが
完了すると，エンジンはアイドル運転に戻るか
停止します。停止設定になっている場合，エン
ジンは再始動することができますが，出力低下
状態で5分間だけ運転した後，再度停止しま
す。このアクションは問題が解消されるまで継
続します。

注注記記::キーを「OFF」位置にしてDEFをDEFタンクに追
加し，DEFレベル誘導をリセットします。

漸増時間誘導障害の誘導ストラテジ
（欧州連合）

図
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g03677836

RReedduucceedd PPeerrffoorrmmaannccee（（性性能能低低下下））

レベル1誘導に関連する障害に対して，エンジ
ン点検および排出ガス不具合インジケータラン
プが点灯します。 誘導には2つのカテゴリがあ
ります。誘導がカテゴリ1の障害の結果である
場合，レベル1誘導が36時間発生します。誘導
がカテゴリ2の障害の結果である場合，レベル1
誘導が10時間発生します。レベル1の障害に再
発はありません。

時時間間短短縮縮

レベル1誘導に関連する障害に対して，エンジ
ン点検および排出ガス不具合インジケータラン
プが点灯します。 誘導には2つのカテゴリがあ
ります。誘導がカテゴリ1の障害の結果である
場合，レベル1誘導が18時間発生します。誘導
がカテゴリ2の障害の結果である場合，レベル1
誘導が5時間発生します。レベル1の障害に再発
はありません。

図
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g03676138

RReedduucceedd PPeerrffoorrmmaannccee（（性性能能低低下下））

レベル1誘導（Inducement）の期間経過後も不
具合の条件が存在している場合，戦略はレベル
2誘導に進められる。エンジン点検ランプおよ
び排出ガス不具合インジケータランプが点灯
し，ゆっくりと点滅します。誘導がカテゴリ1
の障害の結果である場合，初回発生に対しては
レベル2誘導が64時間発生します。再発に対し
ては，カテゴリ1レベル2誘導障害が5時間発生
します。
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誘導がカテゴリ2の障害の結果である場合，レ
ベル2誘導が10時間発生します。再発に対して
は，カテゴリ2レベル2誘導障害が2時間発生し
ます。

エンジンは出力レベルが50 %低減します。不具
合が誘導期間が終了する前に修正されないと，
エンジンは出力レベルが100 %低減し，1,000
rpmまたはローアイドルのいずれか値が大きい
方に制限されます “Reduced Performance”（低
減パフォーマンス）設定ではこれ以上の誘導は
発生しません。セーフハーバーモードは3キー
サイクルまで可能です。

時時間間短短縮縮

レベル1誘導（Inducement）の期間経過後も不
具合の条件が存在している場合，戦略はレベル
2誘導に進められる。エンジン点検ランプおよ
び排出ガス不具合インジケータランプが点灯
し，ゆっくりと点滅します。誘導がカテゴリ1
の障害の結果である場合，初回発生に対しては
レベル2誘導が18時間発生します。再発に対し
ては，カテゴリ1レベル2誘導障害が108分間発
生します。

誘導がカテゴリ2の障害の結果である場合，レ
ベル2誘導が5時間発生します。再発に対して
は，カテゴリ2レベル2誘導障害が1時間発生し
ます。

図
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g03676141

時時間間短短縮縮

“Reduced Time”（時間短縮）に設定されてお
り，不具合状態が誘導レベル2の期間終了まで
存在した場合，ストラテジは誘導レベル3に進
みます。誘導レベル3のアクションは，すべて
のカテゴリに対して同じです。エンジン点検ラ
ンプおよび排出ガス不具合インジケータランプ
が高速で点滅します。また，赤い停止ランプが
点灯したままになります。エンジンは出力レベ
ルが100 %低減し，1,000 rpmまたはローアイド
ルのいずれか値が大きい方に制限されます。 ET
の最終誘導アクションが “Idle Down”（アイド
ルダウン）に設定されている場合，エンジンは
出力が低下した状態でアイドル運転を継続しま
す。 “Shutdown”（停止）に設定されている場
合は，エンジンは5分後に停止します。 キーサ
イクルがセーフハーバーモードの開始を可能に
します。セーフハーバーモードは最大3回まで
可能です。セーフハーバー後，エンジンはレベ
ル3最終誘導の状態になります。 “Shutdown”
（停止）に設定されている場合，エンジンは再
始動することができますが，出力低下状態で5
分間だけ運転した後，再度停止します。このア
クションは問題が解消されるまで継続します。

注注記記::不具合発生時の修理については，Perkins
ディーラにお問い合わせください。

DEFレベルの誘導ストラテジ（全世
界）

図
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DEFレベルが20 %を下回ると，ダッシュ上のDEF
レベルゲージの横にあるアンバー（黄色）イン
ジケータが点灯します。誘導を回避するには，
キーを「OFF」位置にしてDEFをDEFタンクに追
加します。
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DEFレベルが13.5 %を下回ると，レベル1誘導イ
ベントが発生します。エンジン点検ランプおよ
び排出ガス不具合インジケータランプが点灯し
ます。ダッシュ上のDEFレベルゲージの横にあ
るアンバーインジケータは，点灯し続けます。

図
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DEFレベルが7.5 %を下回ると，レベル2誘導イベ
ントが発生します。エンジン点検ランプおよび
排出ガス不具合インジケータランプが点灯し，
ゆっくりと点滅します。ダッシュ上のDEFレベ
ルゲージの横にあるアンバーインジケータは，
点灯し続けます。 ECMが “性能低減”に構成され
ている場合，DEFレベルが1 %に到達すると，車
両のトルクは75 %に制限されます。

図
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ECMが “性能低減”に構成されている場合，タン
ク中のDEFがすべて消費されると，エンジンは
最終のレベル3誘導に移行します。 ECMが
“Reduced Time”（時間短縮）に設定されている
場合，DEFレベルが3 %に達すると，エンジンは
レベル3最終誘導に移行します。エンジン点検
ランプおよび排出ガス不具合インジケータラン
プが高速で点滅し，赤い停止ランプが点灯した
ままになります。 エンジンについても，ローア
イドルに移行するかシャットダウンされる。
シャットダウンした場合は，回転数およびトル
クを抑えた状態でエンジンを5分間再始動する
ことができます。 アイドルに設定した場合は，
エンジンは無期限にトルクを抑えた状態でアイ
ドル運転になります。ダッシュ上のDEFレベル
ゲージの横にあるアンバーインジケータは，点
灯し続けます。

注注記記::キーを「OFF」位置にしてDEFをDEFタンクに追
加し，DEFレベル誘導をリセットします。

漸増時間誘導障害の誘導ストラテジ
（全世界共通）

図
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RReedduucceedd PPeerrffoorrmmaannccee（（性性能能低低下下））
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レベル1誘導に関連する障害に対して，エンジ
ン点検および排出ガス不具合インジケータラン
プが点灯します。誘導には3つのカテゴリがあ
ります。誘導がカテゴリ1の障害の結果である
場合，初回発生に対してレベル1誘導が2.5時間
発生します。再発に対しては，カテゴリ1レベ
ル1誘導障害が5分間発生します。

誘導がカテゴリ2の障害の結果である場合，レ
ベル1誘導が10時間発生します。カテゴリ2レベ
ル1の誘導障害に再発はありません。

誘導がカテゴリ3の障害の結果である場合，レ
ベル1誘導が36時間発生します。カテゴリ3レベ
ル1の誘導障害に再発はありません。

時時間間短短縮縮レベル1誘導に関連する障害に対し
て，エンジン点検および排出ガス不具合インジ
ケータランプが点灯します。誘導には3つのカ
テゴリがあります。誘導がカテゴリ1の障害の
結果である場合，初回発生に対してレベル1誘
導が2.5時間発生します。再発に対しては，カ
テゴリ1レベル1誘導障害が5分間発生します。

誘導がカテゴリ2の障害の結果である場合，レ
ベル1誘導が5時間発生します。カテゴリ2レベ
ル1の誘導障害に再発はありません。

誘導がカテゴリ3の障害の結果である場合，レ
ベル1誘導が18時間発生します。カテゴリ3レベ
ル1の誘導障害に再発はありません。

図
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g03676215

低低減減パパフフォォーーママンンスス不具合状態が誘導レベル1
の期間終了まで存在した場合，ストラテジは誘
導レベル2に進みます。レベル2誘導に関連する
障害に対して，エンジン点検および排出ガス不
具合インジケータランプが点灯し，ゆっくりと
点滅します。エンジンは出力レベルが50 %低減
します。誘導がカテゴリ1の障害の結果である
場合，初回発生に対してはレベル2誘導が70分
間発生します。再発に対しては，カテゴリ1レ
ベル2誘導障害が5分間発生します。

誘導がカテゴリ2の障害の結果である場合，レ
ベル2誘導が10時間発生します。再発に対して
は，カテゴリ2レベル2誘導障害が2時間発生し
ます。

誘導がカテゴリ3の障害の結果である場合，レ
ベル2誘導が64時間発生します。再発に対して
は，カテゴリ3レベル2誘導障害が5時間発生し
ます。

時時間間短短縮縮

誘導に関連する障害に対して，エンジン点検お
よび排出ガス不具合インジケータランプが点灯
します。誘導には3つのカテゴリがあります。
誘導がカテゴリ1の障害の結果である場合，初
回発生に対してレベル1誘導が2.5時間発生しま
す。再発に対しては，カテゴリ1レベル1誘導障
害が5分間発生します。

誘導がカテゴリ2の障害の結果である場合，レ
ベル1誘導が5時間発生します。カテゴリ2レベ
ル1の誘導障害に再発はありません。

誘導がカテゴリ3の障害の結果である場合，レ
ベル1誘導が18時間発生します。カテゴリ3レベ
ル1の誘導障害に再発はありません。

図
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g03676218

レベル2誘導の期間経過後も不具合の条件が存
在している場合，戦略はレベル3誘導に進めら
れる。誘導レベル3のアクションは，すべての
カテゴリに対して同じです。エンジン点検ラン
プおよび排出ガス不具合インジケータランプが
高速で点滅します。 赤い停止ランプが点灯した
ままになります。 エンジンは出力レベルが100
%低減し，1,000 rpmまたはローアイドルのいず
れか値が大きい方に制限されます。 ETの最終誘
導アクションが"Idle Down（アイドルダウ
ン）"に設定されている場合，エンジンは出力
が低下した状態でアイドル運転を継続します。
"Shutdown（停止）"に設定されている場合は，
エンジンは5分後に停止します。キーサイクル
がセーフハーバーモードの開始を可能にしま
す。セーフハーバーモードは1回だけ実行でき
ます。セーフハーバー後，エンジンはレベル3
最終誘導の状態になります。 "Shutdown（停
止）"に設定されている場合，エンジンは再始
動することができますが，出力低下状態で5分
間だけ運転した後，再度停止します。このアク
ションは問題が解消されるまで継続します。

注注記記::不具合発生時の修理については，Perkins
ディーラにお問い合わせください。
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寒冷時の運転
i05481094

ラララジジジエエエーーータタタののの遮遮遮風風風装装装置置置

Perkins 社では，ラジエータの前にエアフロー
を制限するような装置を設置して使用すること
はご遠慮いただいています。エアフローを制限
すると次の状態が起こる恐れがあります。

• 高い排気温度

• 出力低下

• ファンの過剰使用

• 燃費低下

コンポーネントへのエアフローが遮られると，
フードの下の温度にも影響が及びます。後処理
再生時にエアフローを遮ると，表面温度が上昇
してコンポーネントの信頼性に影響を与える可
能性があります。

後処理再生時にエアフローを遮ると，表面温度
が上昇してコンポーネントの信頼性に影響を与
える可能性があります。

エアフローを制限する装置を使用せざるをえな
い場合，装置にはファンハブとぴったり一致す
る恒久的な開口部が必要です。その装置には，
少なくとも770 cm2 (120 in2)の最小開口寸法が
必要です。

ファンハブとぴったり一致する開口部は，ファ
ンブレードへのエアフローが遮られるのを防ぐ
ために指定されています。ファンブレードへの
エアフローが遮られると，ファンが故障するこ
とがあります。

Perkins 社では，インレットマニホールド温度
の警告装置や吸入空気温度ゲージの取り付けを
推奨しています。インレットマニホールド温度
の警告装置は，75 °C (167 °F)に設定してく
ださい。インレットマニホールド空気温度が
75 °C (167 °F)を超えないようにしてくださ
い。この限界値を超える温度は，出力低下やエ
ンジン損傷などの原因となる可能性がありま
す。

i05935074

燃燃燃料料料おおおよよよびびび寒寒寒冷冷冷時時時ののの影影影響響響

注注注記記記:::燃料は，Perkins の推奨するグレードのものだ
けを使用してください。 本取扱説明書液体の推奨事
項を参照してください。

ディーゼル燃料の特性は，エンジンのコールド
スタート機能で十分に効果を発揮します。
ディーゼル燃料の低温特性がエンジンの運転中
に生じる最低外気温度に対処できることが重要
です。

次の特性が，燃料の低温機能の定義に使用され
ます。

• 曇り点

• 流動点

• 低温フィルタ目詰まり点（CFPP，Cold Filter
Plugging Point）

燃料の曇り点は，ディーゼル燃料に自然に見ら
れるワックスが結晶化を開始する温度です。
フィルタの目詰まりを防ぐために，燃料の曇り
点は最低外気温度よりも低い必要があります。

低温フィルタ目詰まり点は，特定の燃料が標準
のろ過装置を通過する温度です。このCFPPによ
り，どの程度の低温度で燃料を使用できるかを
推定できます。

流動点は，燃料のフローが停止し，燃料のワッ
クス化が始まる臨界温度です。

ディーゼル燃料を購入するときは，これらの特
性に注意してください。エンジンの用途に対す
る平均外気温度を考慮する必要があります。あ
る気候環境で給油したエンジンをより低温の気
候環境へ輸送すると正常に運転できなくなる場
合があります。不具合の中には，こうした温度
差に起因するものも存在します。

出力の低下や冬季の性能低下に関するトラブル
シューティングを開始する前に，燃料がワック
ス化していないか確認します。

次のコンポーネントは，寒冷時における燃料の
ワックス化の問題を抑制する方法を提供しま
す。

• 燃料ヒータ（OEMオプションの場合あり）

• フュエルラインのインシュレーション（OEMオプ
ションの場合あり）

冬季の気候が厳しい国々や地域では，冬季およ
び極寒グレードのディーゼル燃料を入手できま
す。詳細については，取扱説明書寒冷時運転用
の燃料を参照してください。

ディーゼルエンジンのコールドスタートおよび
運転に影響するもう1つの重要な燃料の特性は
セタン価です。この特性の詳細と要件について
は，本取扱説明書液体の推奨事項を参照してく
ださい。
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i06282034

寒寒寒冷冷冷時時時にににおおおけけけるるる燃燃燃料料料関関関連連連構構構成成成部部部
品品品

フュエルタンク
満タン状態でないフュエルタンクでは，結露が
発生する可能性があります。エンジンの運転後
はフュエル･タンクの燃料レベルを満タンにし
てください。

フュエルタンクには通常，水と沈殿物をタンク
底部から排出する機構が用意されています。一
部のフュエルタンクでは，燃料供給用のパイプ
口より低い位置に，水と沈殿物が集まる構造に
なっている場合があります。

一部のフュエルタンクでは，タンク底部から直
接供給ラインに燃料を送り出す構造になってい
る場合があります。こうしたシステムを用いて
いるエンジンの場合，フュエルシステムフィル
タの定期的なメンテナンスが重要な意味を持ち
ます。

燃料貯蔵タンクから次の頻度で水と沈殿物を排
出させてください:

• 毎週

• オイル交換ごと

• フュエル･タンクに給油するごと

こうした排出を行うことで，燃料貯蔵タンクか
ら水や沈殿物が汲み出されてエンジン用のフュ
エルタンクへ送り出されるのを防ぐことができ
ます。

フュエルヒータ
燃料ヒータは、寒冷時のロウ化現象によるフュ
エル･フィルタ詰まりを防ぐのに役立ちます。
プライマリフュエル･フィルタに入る前の燃料
を温めることができる位置に、燃料ヒータを取
り付ける必要があります。

構造が簡素で用途に適した燃料ヒータを選んで
ください。同時に、燃料ヒータは燃料の過熱防
止にも役立だつはずです。燃料温度が高くなる
と、エンジン性能が低下してエンジン出力が十
分に出なくなります。加熱面の大きい燃料ヒー
タを選んでください。燃料ヒータのサイズは実
用的なものであるべきです。小さい燃料ヒータ
は加熱面の面積が限られているので、温度が上
昇し過ぎる恐れがあります。

温暖時には燃料ヒータのスイッチを切ってくだ
さい。

注注注記記記:::このエンジンには、水温レギュレータによっ
て制御される燃料ヒータ、または自己調節式燃料
ヒータを使用する必要があります。 水温レギュレー
タによって制御されない燃料ヒータは燃料を65°C
(149°F)以上の温度に温めてしまうことがありま
す。 燃料供給温度が37°C (100°F)を超えるとエ
ンジン出力が低下します。

注注注記記記:::熱交換器型燃料ヒータでは，温暖時における
燃料の過熱を防ぐためにバイパス機構を用意してお
く必要があります。

燃料ヒータの詳細については，最寄りの
Perkins 代理店にお問い合わせください。
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エンジン停止
i02570697

エエエンンンジジジンンン停停停止止止

注意
負荷をかけて運転していたエンジンを急停止する
と、オーバーヒートしてエンジンの構成部品の早期
摩耗を生じる恐れがあります。

シャットダウンの前にエンジンを加速することはし
ないでください。

高温のままのエンジン停止を避けることによって、
ターボチャージャのシャフトとベアリングの耐用年
数を最長にできます。

注注注記記記:::制御システムは、個々の用途によって異なり
ます。 遮断手順を理解しているか確かめてくださ
い。 エンジンを停止するには、次の一般ガイドライ
ンに従ってください。

111... エンジンの負荷を取り除いてください。 エ
ンジン回転数を低速アイドル回転数(rpm)ま
で下げてください。 5分間アイドル運転し、
エンジンを冷ましてください。

222... 5分間のアイドル運転の後、シャットオフ･シ
ステムにてエンジンを停止し、イグニッショ
ン･キー･スイッチを「OFF」位置に回してく
ださい。必要に応じて、OEMが供給する説明
書をご参照ください。

i05925780

手手手動動動停停停止止止手手手順順順

注意
負荷をかけて運転していたエンジンを急停止する
と、オーバーヒートを起こしてエンジンの構成部品
の摩耗が早まる恐れがあります。

エンジンを高速回転数または高負荷で運転していた
場合は、エンジンの内部温度を下げて安定させるた
めに、3分以上低速アイドル回転数で運転してから
エンジンを停止してください。

高温状態のエンジン停止を避けることによって、
ターボチャージャのシャフトおよびベアリングの耐
用年数を最長化することができます。

注注注記記記:::コントロールシステムは，個々の用途によっ
て異なります。 シャットオフ手順を理解しているか
確かめてください。 エンジンの停止操作は，次に示
す一般的なガイドラインに従ってください。

111... エンジンの出力が30 %未満になるように，エ
ンジンから負荷を取り除きます。

222... プログラムされたローアイドル回転数で少な
くとも3分間エンジンを運転します。

333... 冷却時間が経過した後，始動スイッチを
「OFF」位置に回します。

i02598898

エエエンンンジジジンンンののの停停停止止止後後後

注注注記記記:::エンジン･オイルを点検する際は、最低10分間
はエンジンを停止状態にして、エンジン･オイルを
オイル･パンに戻してから点検を行ってください。

• クランクケース･オイル･レベルを点検してくださ
い。 オイル･レベルはオイル･レベル･ゲージの
“ADD”マークと “FULL”マークの間に維持してくだ
さい。

• 必要に応じて、微調整を行ってください。 漏れ
があれば補修し、ボルトのゆるみがあれば締めて
ください。

• サービス･アワー･メータの読みを記録してくださ
い。 本取扱説明書保守整備間隔計画に記載され
ている保守整備を実施してください。

• 燃料内に水分が溜まるのを防ぐために、燃料タン
クを満状態にしてください。 燃料タンクに燃料
を入れすぎないでください。

注意
取扱説明書の冷却水仕様内で推奨されている不凍液
／冷却水の混合液のみを使用してください。これを
怠るとエンジンを損傷する恐れがあります。

• エンジンが冷めるまで待ってください。 冷却水
レベルを点検してください。

• 氷点下の気温が予想される場合は、冷却水が間違
いなく凍結防止タイプになっているかどうか点検
してください。 冷却系統は、予想最低外気温に
達したときにも凍結しないよう保護されていなけ
ればなりません。 必要に応じて適正な冷却水／
水混合液を追加してください。

• すべての被駆動装置について、必要な定期保守整
備をすべて実施してください。 この保守整備に
ついては、OEMの説明書に要点がまとめられてい
ます。
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交換容量
i06282042

補補補充充充容容容量量量

このエンジンで許容されている液体類に関する
詳細については、本取扱説明書「推奨液体」を
参照してください。

潤滑油充填量

図
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g02293575

標準および深底オイルパン

図
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g02289293

センターオイルパン

表 5

2206産業用エンジン
交換時の概算容量

オイルサンプ(1) リッター クオート

標準オイルパン 32 L 33.8 qt

深底オイルパン 37 L 39.1 qt

センターオイルパン 30 L 31.7 qt

(1) これら数値は，工場で取り付けられた標準オイルフィルタを
含む，クランクケースオイルサンプの概算容量です。補助オ
イルフィルタを装着したエンジンには追加のオイルが必要で
す。補助オイルフィルタの容量については，OEMの仕様を参
照してください。

エンジンクランクケースの交換容量は，クラン
クケースまたはオイルパンに標準的なオイル
フィルタを加えた概算の容量で表されていま
す。補助オイルフィルタシステムがあると，追
加のオイルが必要になります。補助オイルフィ
ルタの容量については，OEMの仕様を参照して
ください。

クーラント充填容量
クーリングシステムを整備するには，クーリン
グシステム総容量を知っておく必要がありま
す。クーリングシステムの総容量は異なりま
す。容量はラジエータ（容量）のサイズにより
異なります。表6は，クーリングシステムのメ
ンテナンスの際にお客様がご記入ください。
表 6

クーリングシステムの概算容量

コンパートメントま
たはシステム リッター クオート

クーリング･システ
ムの総容量(1)

(1) クーリングシステム総容量には，エンジンブロック,ラジエー
タおよびすべてのクーラントホースおよびラインが含まれて
います。

i06239878

液液液体体体ににに関関関すすするるる推推推奨奨奨事事事項項項

クーラントの一般情報
注意

オーバーヒート状態のエンジンには絶対に冷却水を
補充しないでください。エンジンを損傷する恐れが
あります。まずエンジンを冷ましてください。
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注意
氷点下の地域でエンジンを保管したり、そうした地
域へエンジンを輸送する場合、冷却系統を最低外気
温に対して保護するか、冷却水を完全に抜き取って
ください。

注意
冷却水に適切な凍結防止や沸騰防止のための指定の
比重があるか、頻繁にチェックしてください。

クーリングシステムの清掃は，次の理由で必要
となります。

• クーリングシステムの汚染

• エンジンのオーバーヒート

• クーラントの発泡

注意
冷却系統にウォータ･テンペレチャ･レギュレータを
取り付けない状態で絶対にエンジンを運転しないで
ください。ウォータ･テンペレチャ･レギュレータ
は、エンジン冷却水を適正な運転温度で維持する上
で役立ちます。ウォータ･テンペレチャ･レギュレー
タを使用しないと、冷却系統に不具合を生じる恐れ
があります。

エンジン故障の多くはクーリングシステムと関
係しています。クーリングシステムの不具合と
関連した故障には，オーバーヒート,ウォータ
ポンプでの漏洩およびラジエータや熱交換器
の目詰まりがあります。

これらの故障は，クーリングシステムの適切な
メンテナンスによって回避できます。クーリン
グシステムのメンテナンスは，フュエルシステ
ムおよび潤滑システムのメンテナンスと同様に
重要です。クーラントの品質は，燃料および潤
滑オイルの品質と同様に重要です。

一般にクーラントは，水,添加剤およびグリ
コールの3要素で構成されています。

水
クーリングシステムにおける水の役割は，熱を
伝達することです。

エエンンジジンンククーーリリンンググシシスステテムムににはは，，蒸蒸溜溜水水まま
たたはは脱脱イイオオンン水水のの使使用用がが推推奨奨さされれまますす。。

クーリングシステムには，硬水, 塩分を含む軟
水および海水を使用しないでください。

蒸溜水または脱イオン水が入手不可能な場合
は，表7に記載の特性を備えた水を使用しま
す。

表 7

水の許容範囲

特性 上限

塩化物（Cl） 40 mg/L

硫酸塩（SO4） 100 mg/L

全硬度 170 mg/L

全固形物 340 mg/L

酸性度 pH 5.5 ~ 9.0

水の分析については，次のいずれかの機関にお
問い合わせください。

• 地方水道局

• 農業関連機関

• 独立試験機関

添加剤
添加剤の役割は，クーリングシステムの金属面
を保護することです。クーラントに添加剤が加
えられていない，あるいは量が不十分な場合
は，次の状態が発生する可能性があります。

• 腐食

• 無機物の堆積

• 錆の発生

• スケール

• クーラントの発泡

多くの添加剤は，エンジンの運転中に劣化して
いきます。こうした添加剤は，定期的に交換す
る必要があります。

添加剤は適切な濃度で加える必要があります。
添加剤の濃度過剰は，防止剤が溶け込まずに沈
殿する原因になります。これらの沈殿物は，次
のような問題を引き起こす可能性があります。

• ゲル状化合物の形成

• 熱伝達効果の減少

• ウォータポンプシールでの漏洩

• ラジエータ，クーラ，狭い流路部での閉塞

グリコール
クーラント中のグリコールは，次の状態の防止
に効果を発揮します。
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• 沸騰

• 凍結

• ウォータポンプのキャビテーション

Perkins 社では，最適な性能を得るにあたって
水とグリコールの1:1混合液を推奨していま
す。

注注記記::混合液は，外気の最低温度に対して保護性能
を発揮するものを使用してください。

注注記記::100 %の純粋グリコールは−13 °C (8.6 °F)の
温度で凍結します。

一般的な凍結防止剤としては，エチレングリ
コールが最も多く利用されています。同じく，
プロピレングリコールが使用される場合もあり
ます。水との1:1混合液においてエチレングリ
コールとプロピレングリコールは，凍結と沸騰
に対して同様の保護性能を発揮します。表8お
よび表9を参照してください。
表 8

エチレングリコール

濃度 不凍効果

50 % −36 °C (−33 °F)

60 % −51 °C (−60 °F)

注意
プロピレン・グリコールの熱伝達特性が誘導される
ため、グリコールの濃度が50 %を超えるプロピレ
ン・グリコールを使用しないでください。沸騰また
は凍結に対する保護性能強化が求められる条件下で
は、エチレン･グリコールを使用してください。

表 9

プロピレングリコール

濃度 不凍効果

50 % −29 °C (−20 °F)

クーラント中のグリコール濃度の確認は，クー
ラントの比重計測で行います。

推奨冷却水

• ELC エクステンドライフクーラント
（Extended Life Coolant）

• SCA 補助クーラント添加剤（Supplement
Coolant Additive）

• ASTM 米国材料試験協会（American
Society for Testing and Materials）

Perkins 製ディーゼルエンジンでは，次の2種
類のクーラントが使用されています。

推推奨奨 – Perkins ELC

良良好好 – 市販のヘビーデューティ不凍液でASTM
D6210仕様に適合するもの

注意
Perkins産業用エンジンの作動には，必ず水とグリ
コールの1:1混合液を使用してください。 この濃度
によって，窒素酸化物削減システムが高い外気温度
でも正しく作動します。

注意
ASTM D3306の仕様しか満たさない市販の冷却水／
不凍液は使用しないでください。この種類の冷却水
／不凍液は軽負荷自動車用に作られています。

Perkins では，水とグリコールの1:1混合液を
推奨しています。 水とグリコールのこの配合
は，不凍液として最適なヘビーデューティ性能
を発揮します。より強力な凍結防止能力が必要
な場合，この水とグリコールの比率は1:2まで
増やすことができます。

SCA防止剤と水の混合液も使用できますが，ELC
ほどの腐食，沸騰，凍結の防止能力はありませ
ん。 Perkins では，これらのクーリングシステ
ムに対して，SCAの濃度6 ~ 8パーセントを推奨
しています。好ましいのは，蒸溜水または脱イ
オン水の使用です。 ASTM D1384，D2570および
D4340の標準使用が求められています。
表 10

クーラントの使用期間

クーラントの種類 使用寿命(1)

Perkins ELC 6,000サービス時間または3年

市販のヘビーデューティ不凍
液でASTM D6210に適合するも

の
3,000サービス時間または2年

市販のSCA防止剤と水 3,000運転時間または1年
(1) いずれか早く到達した時点を適用します。クーリングシステ

ムも，この時点で洗い流す必要があります。

ELC

Perkins からは，次の用途で用いるELCが提供
されています。

• ヘビーデューティ用スパーク点火式ガソリンエン
ジン

• ヘビーデューティディーゼルエンジン

• 自動車用途
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ELC用の耐腐食パッケージは，他のクーラント
用のものと同じではありません。 ELCは，エチ
レングリコールをベースにしたクーラントで
す。ただしELCでは，有機腐食抑制剤と消泡剤
が使用されており，少量の亜硝酸塩を含んでい
ます。 Perkins ELCには，エンジンクーリング
システム内のあらゆる金属を腐食から保護する
ために，最適な配合量の添加剤が含まれていま
す。

ELCは，蒸溜水とあらかじめ混合された冷却液
として提供されています。 ELCの混合比は1:1で
す。調製済みELCは−36 °C (−33 °F)までの凍
結防止機能を有しています。クーリングシステ
ムの初回充填時には，この調製済みELCの使用
が推奨されます。同じくこの調製済みELCは，
クーリングシステムの補充にも推奨されます。

容器には数種類のサイズがあります。部品番号
については，Perkins の代理店にお問い合わせ
ください。

ELCクーリングシステムのメンテナ
ンス

エクステンドライフクーラントと正しい添
加剤

注意
調製済みまたは濃縮クーラント用のPerkins製品のみ
を使用すること。

エクステンドライフクーラントに他の製品を混ぜる
と，エクステンドライフクーラントの耐用年数は短
くなる。推奨事項に従わないと，適切な是正を施さ
ない限り，クーリングシステムのコンポーネントの
耐用年数を縮める恐れがある。

不凍液と添加剤の適正なバランスを保つには，
ELCの推奨濃度を維持する必要があります。不
凍液の割合が低下すると，添加剤の割合も低下
します。不凍液はシステムのフォームピッチン
グ，キャビテーション，腐食および付着物を防
いでいますが，その効果も低下します。

注意
エクステンドライフクーラント（ELC）が充填され
ているクーリングシステムの補充に，通常のクーラ
ントを使用しないこと。

標準の補助クーラント添加剤（SCA）は使用しない
こと。

Perkins製ELCを使用する場合は，標準のSCAやSCA
フィルタを使用しないこと。

ELCクーリングシステムの清掃

注注記記::ELCをすでに使用中のクーリングシステムの場
合，クーラントの定期交換時に洗浄剤を使う必要は
ありません。 洗浄剤が必要になるのは，別種類の
クーラントの追加やクーリングシステムの損傷によ
り，システムが汚れた場合だけです。

クーリングシステムからELCを排出する際に必
要となる洗浄液は，清浄な水だけです。

クーリングシステムの充填前には，ヒータコン
トロール（装着の場合）を「ホット」位置に合
わせておく必要があります。ヒータコントロー
ルの設定法は，OEMの資料を参照してくださ
い。クーリングシステムの排出と再充填を行っ
たら，クーラントが通常の作動温度に到達して
クーラントレベルが安定するまで，エンジンを
運転します。必要に応じて，システムが所定の
レベルに達するようクーラント混合液を充填し
てください。

Perkins ELCへの変更

ヘビーデューティ不凍液をPerkins ELCに変更
する場合は，次の手順を実施します。

注意
製品の点検、保守整備、試験、調整および修理を実
施する場合は、すべての液体類が確実に容器に収納
されるよう十分注意を払ってください。 液体類が
入った区画を開けたり液体類が入った構成部品を分
解したりする前に、適切な容器で液体を回収する準
備をしておいてください。

液体類はすべて地域の法規制と条例に従った方法で
廃棄してください。

11.. クーラントを適切な容器に排出する。

22.. クーラントを，各地域の法規制に従った方法
で処分します。

33.. クーリングシステムをPerkins ELCの33 %溶液
で満たし，エンジンを作動します。サーモス
タットが開くことを確認してください。エン
ジンを停止して，エンジンを室温まで冷やす
こと。クーラントを排出します。

注注記記::溶液には蒸溜水または脱イオン水を使用して
ください。

44.. もう一度クーリングシステムをPerkins ELC
の33 %溶液で満たし，エンジンを作動して
サーモスタットが開くことを確認してくださ
い。エンジンを停止して冷まします。

55.. クーリングシステムを排出します。
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注意
クーリングシステムのすすぎが不適切または不完全
だと，銅などの金属製部品が損傷することがありま
す。

66.. クーリングシステムに，Perkins 調製済み
ELCを充填します。エンジンを作動させる。
クーラントバルブがすべて開いていることを
確認してエンジンを停止します。エンジンが
冷えたらクーラントレベルを確認します。

ELCクーリングシステムの汚染

注意
エクステンデッドライフクーラント（ELC）を他の
製品と混合すると，ELCの効果が低下し，ELCの使
用寿命が短くなる。調製済みまたは濃縮クーラント
用のPerkins製品のみを使用してください。 それが
できない場合は，クーリングシステムのコンポーネ
ントの寿命が短くなる恐れがある。

ELCを用いたクーリングシステムは，最大10 %の
通常のヘビーデューティ不凍液またはSCAによ
る汚染に耐えることができます。 汚染がシステ
ム総容量の10 %を超える場合は，次の手順のい
ずれかを実施してください。

• 適切な容器を用いて，クーリングシステムを排出
させます。 クーラントを，各地域の法規制に
従った方法で処分します。 システムをPerkins
ELCの5 ~ 10 %溶液で洗浄します。 システムに
Perkins ELCを充填します。

• クーリングシステム内のクーラントの一部を，各
地域の法規制に従った方法で，適切な容器に排出
させます。 次に，クーリングシステムに調製済
みELCを注入します。 この手順により，汚染は10
%未満に低下します。

• システムの維持を，通常のヘビーデューティクー
ラントと同じように実施します。 システムをSCA
で処理します。 システムのクーラント交換の頻
度は，通常のヘビーデューティクーラントの推奨
値と同じにします。

市販のヘビーデューティ不凍液とSCA

注意
市販のヘビーデューティクーラントで，腐食防止用
にアミンを含むものは使用しないでください。

注意
クーリングシステムに水温レギュレータを装着しな
い状態でエンジンを運転してはならない。 水温レ
ギュレータは，エンジンクーラントの適切な作動温
度の維持に寄与します。水温レギュレータが装着さ
れていないと，クーリングシステムの不具合が生じ
る恐れがある。

沸騰または凍結に対する保護が十分になされて
いることを確認するため，不凍液（グリコール
濃度）をチェックします。 Perkins からは，屈
折計を用いたグリコール濃度の点検が推奨され
ています。比重計は使用しないでください。

Perkins 製エンジンのクーリングシステムで
は，500時間間隔でSCAの濃度試験を行う必要が
あります。

SCAの追加は，試験の結果に応じて行います。
液体のSCAについては，500時間の間隔が必要と
なる場合があります。

初回充填時におけるヘビーデューティクー
ラントへのSCAの追加

クーリングシステムの初回充填時は，表11 の計
算式に従って，SCAの必要量を特定します。
表 11

初回充填時にヘビーデューティクーラントに追加するSCA量の
計算式

V × 0.045 = X

Vはクーリングシステムの総容量です。

Xは，SCAの必要量です。

表12 には，表11 の計算式の適用例が示してあ
ります。
表 12

初回充填時にヘビーデューティクーラントに追加するSCA量の
計算例

クーリングシステム
の総容量（V）

係数 必要なSCA容量
（X）

15 L (4 US gal) × 0.045 0.7 L (24 oz)

メンテナンス時におけるヘビーデューティ
クーラントへのSCAの追加

どのタイプのヘビーデューティ不凍液でも，
SCAの定期的な補充は不可欠です。

不凍液を定期的に試験し，SCAの濃度を確認し
ます。実施間隔については，取扱説明書給油整
備間隔（保守整備編）を参照してください。
クーリングシステム補助クーラント添加剤
（SCA）の試験/追加。
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SCAの追加は，試験の結果に応じて行います。
SCAの必要量は，クーリングシステムの容積に
よって異なります。

必要に応じて，表13 の計算式に従いSCAの必要
量を特定します。
表 13

メンテナンス時におけるヘビーデューティクーラントへのSCA
の追加量の計算式

V × 0.014 = X

Vはクーリングシステムの総容量です。

Xは，SCAの必要量です。

表14 には，表13 の計算式の適用例が示してあ
ります。
表 14

メンテナンス時におけるヘビーデューティクーラントへのSCA
の追加量の計算例

クーリングシステム
の総容量（V）

係数 必要なSCA容量
（X）

15 L (4 US gal) × 0.014 0.2 L (7 oz)

ヘビーデューティ不凍液のシステムの清掃

• クーリングシステムの清掃は，使用済みクーラン
トの抜取り後，または新しいクーラントの注入前
に実施してください。

• クーラントでの汚染あるいは発泡が確認された場
合は，必ずクーリングシステムを清掃してくださ
い。

i06282044

液液液体体体ににに関関関すすするるる推推推奨奨奨事事事項項項
(燃料一般情報)

• 用用用語語語ののの説説説明明明

• ISO 国際標準化機構（International
Standards Organization）

• ASTM 米国材料試験協会（American
Society for Testing and Materials）

• HFRR 高周波往復リグ（High Frequency
Reciprocating Rig），ディーゼル燃料の潤滑試
験用

• FAME 脂肪酸メチルエステル（Fatty Acid
Methyl Ester）

• CFR 共同燃料研究（Co-ordinating Fuel
Research）

• ULSD 超低硫黄ディーゼル（Ultra Low
Sulfur Diesel）

• RME 菜種油メチルエステル（Rape Methyl
Ester）

• SME 大豆油メチルエステル（Soy Methyl
Ester）

• EPA 米国環境保護庁（Environmental
Protection Agency）

• PPM 100万分の1（Parts Per Million）

• DPF ディーゼルパティキュレートフィルタ
（Diesel Particulate Filter）

一般情報
注意

ここでの情報は，正確かつ最新の内容を提供するよ
うに努めています。本資料を使用することにより，
Perkins Engines Company Limitedが過失や不作為に
対して一切責任を負わないことに，同意するものと
します。

注意
これらの推奨事項は，予告なしに変更されることが
あります。 最新の推奨事項については，Perkins
ディストリビュータにお問い合わせください。

ディーゼル燃料の要件
Perkins は，各国の政府および技術団体から発
行される留出ディーゼル燃料の仕様について，
これらすべてを継続的に評価し追跡する立場に
ないものとします。
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Perkins の留出ディーゼル燃料の仕様には，通
常製造される留出ディーゼル燃料 に期待される
性能を判定するうえで，広範に信頼できるベー
スラインがまとめています。

満足できるエンジン性能を引き出せるかは，良
質な燃料の使用にかかっています。 良質な燃料
の使用は，長いエンジン寿命および許容可能
な排出ガスレベルをもたらします。燃料は，
表15 に示される最小要件を満たす必要がありま
す。

注意
脚注部の記載は，Perkinsの留出ディーゼル燃料仕
様において非常に重要 です。 脚注はすべて読んで
ください。

表 15

Perkinsの蒸溜ディーゼル燃料仕様(1)

特性 UNITS（測定単位） 要件 AASSTTMM試験 IISSOO試験

芳香化合物 容量パーセント 最大 35% D1319 ISO3837

灰分 %質量 最大0.01 % D482 ISO6245

残油10 %でのカーボン残
留物

%質量 最大0.35 % D524 ISO4262

セタン価(2) - 最低40 D613/D6890 ISO5165

曇り点 °C 曇り点は予想最低周囲温度
を下回らないこと。

D2500 ISO3015

銅断片の腐食 - 最大No.3 D130 ISO2160

密度（温度15 °C (59 °F)
時）(3)

kg/m3 最小801，最大876 該当試験なし ISO 3675ISO 12185

蒸留 °C 282 °C (539.6 °F)で最大10
%
360 °C (680 °F)で最大90 %

D86 ISO3405

引火点 °C 法定制限内 D93 ISO2719

熱安定性 - 150 °C (302 °F)で180分エ
イジングした後、最低80%
の反射率

D6468 該当試験なし

流動点 °C 外気温度から最低6 °C
(42.8 °F)以下

D97 ISO3016

硫黄(1) %重量 0.0015 D5453/D26222 ISO 20846ISO 20884

動粘度(4) mm2/s（cSt） 燃料の粘度は，フュエルイ
ンジェクションポンプへの
供給時点の値です。 “最小
1.4/最大4.5”

D445 ISO3405

水と沈殿物 %質量 最大0.1 % D1796 ISO3734

水 %質量 最大0.1 % D1744 該当試験なし

沈殿物 %質量 最大0.05 % D473 ISO3735

(続き)
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(表 15、続き)

粘性物質と樹脂(5) mg/100 ml 最大100 mL当たり10 mg D381 ISO6246

潤滑補正後の摩耗痕径（
60 °C (140 °F)）。(6)

mm 最大0.52 D6079 ISO12156-1

(1) この仕様には，超低硫黄ディーゼル（ULSD，Ultra Low Sulfur Diesel）の要件が含まれます。 ULSD燃料中の硫黄分は≤ 15 ppm（0.0015
%）です。試験法はASTM D5453，ASTM D2622，またはISO 20846，ISO 20884を参照してください。

(2) 高所または寒冷地での運用時は，高セタン価燃料の使用を推奨します。
(3) “標準表による等価なAPI比重は，最小密度801 kg/m3（立方メートル当たりキログラム）については45，最大密度876 kg/m3については

30”です。
(4) 燃料の粘度値は，燃料が燃料噴射ポンプに供給された時点での値です。燃料はASTM D445またはISO 3104の試験法にて40 °C (104 °F)におけ

る最低粘度と最大粘度の要件も満たす必要があります。低粘度燃料の使用時は，フュエルインジェクションポンプでの粘度を“1.4 cSt”以
上に維持するため，燃料の冷却が必要な場合もあります。高粘度燃料の使用時は，フュエルインジェクションポンプでの粘度を“1.4
cSt”に下げるため，燃料ヒータが必要な場合もあります。

(5) ガソリン（エンジン）用の試験条件や試験方法に従ってください。
(6) 超低硫黄燃料では，燃料の潤滑性が懸念材料になります。燃料の潤滑性はISO 12156-1またはASTM D6079高周波往復リグ（HFRR，High

Frequency Reciprocating Rig）試験で判断します。燃料の潤滑性が最低条件に適合しない場合，燃料の供給元にご相談ください。燃料の
供給元に相談しないで燃料を処理しないでください。一部の添加剤は互換性がありません。これらの互換性のない添加剤を使うと，フュ
エルシステム内で問題が発生するおそれがあります。

Perkins が製造したエンジンは，米国環境保護
庁が定めた燃料の使用を認定されています。
Perkins が製造したエンジンは，欧州認証
（European Certification）が定めた燃料の使
用を認定されています。 Perkins は，これら以
外の燃料を使用したディーゼルエンジンを認め
ていません。

注注記記::エンジンの所有者およびオペレータは，EPAな
どの規制当局が定めた燃料を使用する責任がありま
す。

注意
Perkinsの推奨燃料を使用しない場合，始動の困難,
フュエルフィルタ寿命の低下,燃焼不足,フュエルイ
ンジェクタでの堆積, フュエルシステム寿命の大幅
な低下,燃焼室での堆積およびエンジン寿命の低下
が生じる可能性があります。

注意
Perkins 2206Fシリーズディーゼルエンジンでは，
超低硫黄ディーゼル燃料を使用する必要がありま
す。この燃料の硫黄分は15 PPMより低くなければ
なりません。この燃料は，米国環境保護庁が定めた
排出ガス規制に準拠しています。

図
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図54 に示したのは，フュエルタンクのフィラ
キャップ横に表示されるラベルです。

表16 に一覧された燃料仕様は，すべての2206F
シリーズエンジンでの使用が許容される仕様と
して公開されています。

表 16

2206Fシリーズエンジンの許容燃料仕様(1)

燃料の仕様 コメント

EN590 欧州の自動車用ディーゼル燃料（DERV）

ASTM D975 GRADE 1D S15 “北米の軽質留出ディーゼル燃料で，硫黄分は15 PPM未満”

ASTM D975 GRADE 2D S15 “北米の中質留出ディーゼル汎用燃料で，硫黄分は15 PPM未満”

JIS K2204 “日本のディーゼル燃料”満たすべき要件は“潤滑性”の項にまとめられ
ています。

BS 2869: 2010 CLASS A2またはEUの同等品 “EUオフロードディーゼル燃料。 2011年以降は，硫黄分10 PPM未満
とする”

(1) すべての燃料は，Perkinsの留出ディーゼル燃料仕様の表に示された仕様に準拠している必要があります。
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ディーゼル燃料の特性
セセタタンン価価

高セタン価の燃料は，点火遅れが短くなりま
す。セタン価は高い値ほど，イグニッション特
性は良好になります。セタン価の値は，標準
CFRエンジンにおけるセタンとヘプタメチルノ
ナンの燃料成分比を基に決められます。試験
法についてはISO 5165を参照してください。

現行のディーゼル燃料では通常，45を超えるセ
タン価が期待されています。ただし一部地域で
は，セタン価40の燃料が使われている場合もあ
ります。アメリカ合衆国も，こうした低セタン
価の該当地区の1つです。平均的な始動条件で
あれば，最低40のセタン価が要求されます。高
所または寒冷地での運用時は，高セタン価のも
のが推奨されます。

寒冷条件での始動が失敗する場合，低セタン価
燃料が根本的原因となっていることがありま
す。

粘度
液体の粘度とは，分割や流動の動きに対して抵
抗しようとする特性のことです。 粘度は，温度
が上がると低下します。通常の化石燃料の場
合，こうした粘度の低下は対数関数 的な関係と
なります。通常参照されるのは，動粘度です。
動粘度は，粘度を密度で割った比率として定め
られます。一般に動粘度の測定には，標準の温
度環境にて重力粘度計を使用します。試験法
についてはISO 3104を参照してください。

燃料の粘度が重要なのは，燃料はフュエルシス
テムのコンポーネントに対する潤滑油としても
働くためです。こうしたフュエルシステムに対
する潤滑を，極端な低温および極端な高温の
両環境にて果たすため，燃料には十分な粘度が
必要とされます。フュエルインジェクションポ
ンプでの動粘度が“1.4 cSt”を下回っている
と，フュエルインジェクションポンプが損傷す
る場合があります。このような損傷は，過度な
スカフィングや固着の発生原因となります。低
い粘度に起因した問題には，エンジン再始動の
困難，ストール，性能低下などもあります。高
い粘度に起因した問題としては，ポンプの固着
があります。

Perkins の推奨する動粘度は，フュエルイン
ジェクションポンプ到達時にて1.4および4.5
mm2/secという値です。低粘度燃料の使用時
は，フュエルインジェクションポンプでの粘度
を1.4 cSt以上に維持するため，燃料の冷却が必
要な場合もあります。高粘度燃料の使用時は，
フュエルインジェクションポンプでの粘度を
4.5 cStに下げるため，燃料ヒータが必要な場合
もあります。

密度
燃料の密度とは，特定温度における単位体積あ
たりの重量を意味します。このパラメータが直
接的な影響を及ぼすのは，エンジン性能および
排出ガスです。その際の影響量は，一定の燃料
体積に対する熱出力 で規定されます。 このパ
ラメータの単位はkg/m3で，計測温度は15 °C
(59 °F)です。

Perkins は適切な出力を得るための密度として
841 kg/m 3を推奨しています。より軽い燃料も
使用できますが，その場合に定格出力は得られ
ません。

硫黄

硫黄レベルを規定しているのは，排出ガスの規
制法です。燃料に対して硫黄分の制限を定め
ている法規は，地域，国家，国際レベルで存在
しています。燃料の硫黄分と品質については，
当該地域にて適用される，すべての排ガス関連
法規に準拠している必要があります。

Perkins 2206Fシリーズディーゼルエンジンは，
ULSDの使用のみを前提とした設計になっていま
す。試験法ASTM D5453，ASTM D2622，またはISO
20846 ISO 20884を用いた値として，ULSD 燃料の
硫黄分は15 PPM（mg/kg）未満の必要があり，こ
れは質量パーセントで0.0015未満に相当しま
す。

注意
これらのエンジンで硫黄分15 PPMの制限を超えた
ディーゼル燃料を使用すると，排出ガスの制御シス
テムを恒久的に損傷させたり，サービス間隔を短く
する可能性があります。

潤滑性

燃料の潤滑性は，ポンプの摩耗を防止するよう
機能しています。 液体の潤滑性とは，負荷のか
かった接触面間に生じる摩擦を抑制しようとす
る能力です。摩擦に起因する損傷は，この能力
によって低減されます。フュエルインジェク
ションシステムは，その機構上，燃料の潤滑特
性に依存しています。燃料中の硫黄分が規制さ
れる以前の定説では，燃料の潤滑性は粘性によ
り得られるものとされていました。

潤滑性の占める重要性が高まった背景には，現
在流通している超低硫黄燃料および，硫黄分や
芳香族分が低い化石 燃料の登場があります。
こうした燃料が製造されるようになった理由
は，排出ガスに対して厳格な規制が課されるよ
うになったからです。
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これらの燃料の潤滑性については，摩耗痕径が
0.52 mm (0.0205 in)を下回っている必要があり
ます。燃料の潤滑性試験 は，HFRR上にて60 °C
(140 °F)の温度で実施するものとされていま
す。詳細はISO 12156-1を参照してください。

注意
フュエルシステムは，最大0.52 mm (0.0205 in)の摩
耗痕径の潤滑性を持つ燃料で，ISO 12156-1にて試験
されています。燃料の摩耗痕径が0.52 mm
(0.0205 in)を上回る場合，サービス寿命を短くさ
せ，通常より早期にフュエルシステムを劣化させる
ことになります。

燃料の潤滑性は，添加剤の追加により改善され
る場合があります。添加剤の使用が必要な場合
は，その状況について燃料サプライヤにご相談
ください。燃料サプライヤが'添加剤の使用お
よび適切な扱い方を推奨をします。

蒸留

蒸留により留出された燃料には通常，複数の炭
化水素成分が混在しています。高い比率での軽
量炭化水素の存在は，燃焼特性に影響を及ぼし
ます。

バイオディーゼルに関する推奨事項および
B20の使用

バイオディーゼルとは，脂肪酸のモノアルカリ
エステルを基にした燃料だと規定できます。
燃料としてのバイオディーゼルは，各種の原材
料から製造可能です。欧州で最も一般的なバイ
オディーゼルは菜種油メチルエステル（RME，
Rape Methyl Ester）です。このバイオディー
ゼルは菜種油がその製造原料となっています。
大豆油メチルエステル（SME，Soy Methyl
Ester）は，米国で最も一般的なバイオディー
ゼルです。このバイオディーゼルは大豆油が
その製造原料となっています。大豆油と菜種
油は代表的な原料です。これらの燃料はまと
めて脂肪酸メチルエステル（FAME，Fatty Acid
Methyl Ester）と総称されています。

単に植物油として絞り出しただけの状態は，ど
のような濃度であっても圧縮エンジンでの使用
には適しません。エステル加工をしないと，こ
れらの油分はクランクケースや燃料タンク内で
固形化してしまいます。現在製造されているエ
ンジンではエラストマーという弾性高分子が使
われていますが，その多くはこの種の燃料と親
和性がない可能性があります。これらの油分
は，その本来の組成のままでは圧縮エンジン用
の燃料には適しません。バイオディーゼルの代
替ベースストックとなる候補としては，獣脂，
食用油の廃油など，各種の原材料が存在しま
す。いずれの候補にせよ，燃料としての使用に
はエステル化が必須となります。

100パーセントFAMEを成分とする燃料の通称が
B100バイオディーゼルまたはニートバイオ
ディーゼルです。

バイオディーゼルは，留出ディーゼル燃料との
混合も可能です。 このブレンド物は燃料として
使用できます。最も一般的なバイオディーゼル
ブレンドはB5と呼ばれるもので，これは5パー
セントのバイオディーゼルと95パーセントの留
出ディーゼル燃料から成っています。同様に
B20は，20パーセントのバイオディーゼルと80
パーセントの留出ディーゼル燃料から成ってい
ます。

注注記記::この比率は容量ベースの数値です。

米国の蒸留ディーゼル燃料仕様 ASTM D975-09a
はB5 (5 %) バイオディーゼルまで含みます。

欧州の留出ディーゼル燃料仕様EN590: 2010はB7
（7パーセント）まで含みます。

注注記記::Perkins が製造したエンジンは，米国環境保護
庁（EPA，Environmental Protection Agency）およ
び欧州認証（European Certification） が定めた燃
料の使用が認定されています。 Perkins は，これら
以外の燃料を使用したエンジンを認めていません。
エンジンの使用者は，製造元が推奨し，EPAその他
の該当する規制事項に適合した燃料を使用する責任
があります。

仕様の要件

使用するバイオディーゼルは，最新のEN14214
またはASTM D6751に準拠している必要がありま
す（米国内）。最新版のEN590またはASTM D975
S15で指定されている許容される鉱物油に，体
積比で最大20 %まで混合したバイオディーゼル
を使用することができます。

米国の場合，B6からB20のバイオディーゼルブ
レンドは，最新版のASTM D7467（B6からB20）に
記載されている要件を満たし，API比重が30 ~
45である必要があります。

米国の場合，バイオディーゼルおよびバイオ
ディーゼルブレンドの購入は，BQ-9000認可の
製造元およびBQ-9000認証の代理店から行う必
要があります。

その他の地域では，BQ-9000の認可と認証を受
けたバイオディーゼルを入手するか，あるいは
同等の品質規格を定めている関連団体からの承
認を受けたバイオディーゼルを使用する必要が
あります。
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エンジンサービスの要件

バイオディーゼルの攻撃的な特性に起因して，
フュエルタンクやフュエルラインに異物が蓄積
する場合があります。バイオディーゼルの攻撃
的な特性に起因して，フュエルタンクやフュエ
ルラインの清掃が行われます。こうしたフュエ
ルシステムの清掃は，フュエルフィルタの目詰
まりを早期に発生させる場合があります。
Perkins からの推奨事項として，最初にB20バ
イオディーゼルブレンド燃料を使用した後は，
フュエルフィルタ交換を50時間で行う必要があ
ります。

同じくバイオディーゼル燃料中にグリセリドが
存在すると，より短時間でフュエルフィルタを
目詰まりさせます。そのため通常のサービス間
隔は，250時間に短縮させなくてはなりませ
ん。

バイオディーゼル燃料の使用は，クランクケー
スオイルおよび後処理システムに影響する場合
もあります。この影響は，密度や揮発性などの
バイオディーゼル燃料の特性や化学組成に起因
するものであり，アルカリおよびアルカリ金属
（ナトリウム，カリウム，カルシウム，マグネ
シウム）などの燃料中の不純物質も関係してい
ます。

• バイオディーゼルおよびバイオディーゼルブレン
ドの使用時は，クランクケースオイルの燃料希釈
を大きくする場合があります。 こうしたバイオ
ディーゼル/バイオディーゼルブレンド使用時に
おける燃料希釈レベルの増加は，一般的なバイオ
ディーゼルの揮発性の低さに起因しています。
最新のエンジン設計ではシリンダ内での排出ガス
制御機構が採用されていますが，これが原因でサ
ンプ内に高濃度のバイオディーゼルが集中するこ
とがあります。 こうしたクランクケースオイル
へのバイオディーゼル集中が，長期的にどのよう
な影響を及ぼすかは，現状では特定されていませ
ん。

• Perkins からは，バイオディーゼル燃料使用時に
おける，オイル分析によるエンジンオイルの品質
検査が推奨されています。 オイルサンプルの取
得時には，燃料中のバイオディーゼルレベルも必
ず記録しておいてください。

性能に関係する問題

通常の留出ディーゼル燃料に比べてエネルギー
含量が少ないため，B20使用時の出力は2 ~ 4
パーセント程度低下します。またフュエルイン
ジェクタへの堆積が起こるため，長期的には更
なる出力低下が起こる場合もあります。

バイオディーゼルおよびバイオディーゼルブレ
ンドはフュエルシステムへの堆積を起こすこと
が知られていますが，そのうち最も顕著なもの
がフュエルインジェクタでの堆積です。これら
の堆積物は，フュエルインジェクションに目詰
まりや変形を起こすことで出力低下をもたらし
ますが，その他の悪影響を与える可能性もあり
ます。

注注記記::Perkins T400012燃料クリーナの使用は，堆
積物の抑制と除去において最も効果的です。
Perkins ディーゼル燃料コンディショナは，バイオ
ディーゼルおよびバイオディーゼルブレンドの安定
性を改善することで，堆積発生を抑制します。 詳細
については，“Perkins のディーゼル燃料システム
クリーナ”を参照してください。

バイオディーゼル燃料に混入した金属不純物
（ナトリウム，カリウム，カルシウム，マグネ
シウム）は，ディーゼルエンジン内部での燃焼
時に灰分を生成します。このような灰分は，後
処理部における排出ガスコントロール機器の寿
命と性能に影響する可能性がある他，DPF中に
堆積する場合もあります。灰分が堆積すると，
その対策に必要なサービス間隔がより高頻度に
なったり，出力を低下させたりします。

一般的な要件

バイオディーゼルは酸化に対する安定性が低
く，これは長期保存する際の問題となります。
バイオディーゼル燃料は製造後6ヶ月以内に使
用するべきです。 フュエルシステム中にB20バ
イオディーゼルブレンドがある状態で，装置を
3ヶ月以上保管するべきではありません。

こうした酸化安定性の低さその他の潜在的な問
題が存在しているため強く推奨されるのが，特
定の時期のみ稼働させるエンジンの場合，B20
バイオディーゼルブレンドは使用しないか，あ
るいは付随する一部のリスクを承知した上で最
大B5までに制限したバイオディーゼルブレンド
を利用することです。バイオディーゼルの使用
を制限するべき用途としては，スタンバイ発電
装置および緊急用車両が例として挙げられま
す。

Perkinsから強く推奨されているのは，特定の
季節のみ使用する車両では，長期保管を行う前
に，フュエルタンクを含めたフュエルシステム
を通常のディーゼル燃料で洗い流しておくこと
です。このようなフュエルシステムの季節洗浄
をすべき例としては，収穫時に用いるコンバイ
ンハーベスタが該当します。

微生物の混入と増殖は，フュエルシステムの腐
食およびフュエルフィルタの早期目詰まりを起
こす危険性があります。使用するべき抗菌用の
添加剤については，燃料サプライヤに確認して
ください。
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水分の存在は，微生物の混入と増殖を助長しま
す。バイオディーゼルを留出燃料と比較する
と，本質的にバイオディーゼルにはより多くの
水分が混入している可能性が高くなっていま
す。そのため頻繁な定期点検は重要であり，必
要に応じてウォーターセパレータの排出を行わ
なくてはなりません。

黄銅，青銅，銅，鉛，スズ，亜鉛などの素材
は，バイオディーゼル燃料の酸化を加速させま
す。酸化の結果として堆積物が生じる場合があ
るので，これら素材のフュエルタンクとフュエ
ルラインでの使用は回避する必要があります。

寒冷環境用の燃料
欧州基準のEN590には，気候に応じた要件およ
び複数のオプションが定められています。この
オプションは，地域ごとに異なったものが適用
できます。極寒気候や厳しい冬季気候につい
ては，5つのクラスが用意されています（0, 1,
2, 3 および 4）。

EN590 CLASS 4準拠の燃料は−44 °C (−47.2 °F)
の低温環境で使用できます。燃料の物理的性質
の詳細については，EN590を参照してくださ
い。

米国で用いられているディーゼル燃料ASTM D975
1-Dは，−18 °C (−0.4 °F)を下回る極低温環境
で使用できる場合もあります。

市販燃料添加剤

ディーゼル燃料用補助添加剤は，通常推奨され
るものではありません。この推奨事項は，フュ
エルシステムやエンジンに損傷を与える可能性
があるためです。適切なディーゼル燃料用補助
添加剤の追加については，ディーゼル燃料のサ
プライヤまたは燃料の製造元が行うはずです。

Perkins は，一部環境における添加剤の必要性
について，その事実を把握しています。

注注注記記記:::一部の防食添加剤は，インジェクタの付着物
の原因となる可能性があります。この付着物が原因
でインジェクタが正しく動作しない場合がありま
す。

添加剤の使用が必要な場合は，その状況につい
て燃料サプライヤにご相談ください。使用すべ
き添加剤および適切な扱い方についての推奨事
項を，燃料サプライヤが用意している場合もあ
ります。

注注注記記記:::添加剤が必要な場合に最善の結果を得る方法
は，そうした燃料の処理を燃料サプライヤ側にて行
うことです。 処理後の燃料は，表15 にまとめた要
件を満たす必要があります。

Perkins のディーゼル燃料システムクリー
ナ
Perkins T400012燃料クリーナは，Perkins
の推奨する唯一の燃料クリーナです。

Perkins からは，バイオディーゼルおよびバイ
オディーゼルブレンド燃料の使用時における，
Perkins 製燃料クリーナの利用が求められてい
ます。この燃料を使用するのは，バイオディー
ゼルの使用で生じたフュエルシステム中の堆積
物を除去するためです。バイオディーゼルおよ
びバイオディーゼルブレンドの使用について
は，“バイオディーゼルに関する推奨事項およ
びB20の使用”を参照してください。

Perkins 製燃料クリーナを用いることで，バイ
オディーゼルおよびバイオディーゼルブレンド
の使用で生じるフュエルシステム中の堆積物は
除去できます。こうした堆積物が残されている
と，エンジンの性能と出力が損なわれます。

燃料クリーナを燃料に投入すると，30時間のエ
ンジンの作動後にはフュエルシステム中の堆積
物が除去されます。 効果を最大化したい場合
は，燃料クリーナの使用を最大80時間まで継続
してください。 Perkins 製燃料クリーナは，継
続的な使用が可能で，エンジンやフュエルシス
テムの耐久性が損なわれることはありません。

燃料クリーナの使用方法については，容器に詳
細が記載されています。

注注注記記記:::Perkins 製燃料クリーナは，既存および米国
EPA Tier 4でノンロード用認定を受けたディーゼル
エンジンにおける排ガス規制用触媒およびパティ
キュレートフィルタに対応しています。 Perkins 製
の燃料システムクリーナは，硫黄分が15 ppm未満で
あり，ULSD燃料で使用できます。

i06282043

液液液体体体ににに関関関すすするるる推推推奨奨奨事事事項項項

潤滑油の一般情報
エンジン排出ガスの認証に対する政府規制に準
拠するため，潤滑油に関する推奨事項を遵守す
る必要があります。
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• API 米国石油協会（American Petroleum
Institute）

• SAE 自動車技術者協会（Society Of
Automotive Engineers Inc.）

• ACEA Association des Constructers
European Automobiles（欧州自動車製造工業会）
。

• ECF-3 Engine Crankcase Fluid（エンジン
クランクケースフルード）

ライセンス

米国石油協会（API）と欧州自動車製造工業会
（ACRA）から提示されているエンジンオイルの
ライセンスおよび認可システムについては，
Perkins が承認をしています。このシステムの
詳細については，最新版のAPI刊行物No. 1509を
参照してください。 APIのマークが付いたエン
ジンオイルは，APIの認定品です。

図
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代表的なAPI記号

用語
一部の略語は，SAE J754の命名規則に従ってい
ます。一部の等級はSAE J183の略語に従ったも
のがあり，同じく，ディーゼルエンジンオイル
に関するEMA推奨ガイドラインに従ったものも
あります。 Perkins による定義以外にも，潤滑
油の購入時に参考になる定義が存在します。オ
イルの推奨粘度については，本刊行物液体の推
奨事項/エンジンオイル（保守整備編）を参照
してください。

エンジンオイル

市販のオイル

注意
Perkinsは，次の仕様のエンジンオイルの使用を要
求しています。適切な仕様のエンジンオイルを使用
しないと，エンジンの寿命を縮めることになりま
す。適切な仕様のエンジンオイルを使用しないと，
後処理システムの寿命も縮めることになります。

表 17

オイルの仕様

API CJ-4
ACEA E9
ECF-3

API CJ-4およびACEA E9オイルのカテゴリには，
化学物質について次の制限が存在します。

• 硫酸塩灰分は最大0.1パーセント

• リン化合物は最大0.12パーセント

• 0. 硫黄分は最大4パーセント

これら化学物質についての制限は，エンジン後
処理システムの期待耐用年数を維持する目的で
設けられたものです。表17 に指定されていな
いオイルを使用した場合，エンジン後処理シス
テムの性能が低下する危険性があります。

後処理システムの寿命は，フィルタ表面への灰
分蓄積によって決定されます。灰分は，粒子状
物質における不活性成分に相当します。システ
ムは，この粒子状物質を捕集するように設計さ
れています。粒子状物質のごく一部は，スート
燃焼後にも残留します。この物質が徐々にフィ
ルタを目詰まりさせていくと，性能の低下と燃
料消費量の増加を招くことになります。灰分の
大部分はエンジンオイルに由来し，そのエンジ
ンオイルは通常運転中に徐々に消費されていき
ます。この灰分は排気中に排出されます。製
品の設計で意図された寿命を満たすには，適切
なエンジンオイルの使用が不可欠です。表17
に記載されたオイル仕様は，灰分の低いものに
なっています。

ババイイオオデディィーーゼゼルル使使用用エエンンジジンンのの給給油油整整備備間間
隔隔 –バイオディーゼルの使用は，オイルの交換
間隔を短くすることがあります。エンジンオイ
ルの状態をモニタするには，オイル分析を利用
します。最適なオイル交換間隔の判定について
も，オイル分析を利用します。

注注記記::次次ののエエンンジジンンオオイイルルははPPeerrkkiinnss がが許許可可ししてて
いいなないいももののののたためめ，，使使用用ししなないいででくくだだささいい:: CCCC,,
CCDD,, CCDD--22,, CCFF--44,, CCGG--44,, CCHH--44 おおよよびび CCII--44。。
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直噴（DI）ディーゼルエンジンの推奨潤滑
油粘度
オイルの適切なSAE粘度グレードは，冷めたエ
ンジンの始動時の最低外気温および，エンジン
運転中の最高外気温によって決まります。

冷めたエンジンを始動するのに必要なオイルの
粘度を判断するには，図56（最低温度）を参照
してください。

想定される最高外気温度でエンジンを運転する
際のオイル粘度を選定するには，図56 （最高温
度）を参照してください。

一般に，始動時の温度条件に適合する，粘度が
最高のオイルを使用することを推奨します。

図
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推推奨奨油油粘粘度度

最低外気温より低い低温始動では，補助加熱を推奨
する。 寒冷浸透時の始動では，最低外気温が上記の
値よりも高い時でも寄生負荷および他の要素により
補助過熱が必要になることがある。 エンジンを長期
間運転しなかった場合に，寒冷浸透時の始動が生じ
る。 この期間に低い外気温度にさらされたオイル
は，粘度が高くなっていることがあります。

市販のオイル添加剤
Perkins からは，市販の添加剤をオイルに添加
することは推奨されていません。最長のエンジ
ン耐用年数や定格性能を確保するために，アフ
タマーケット添加剤を使用する必要はありませ
ん。完全調合式の製品オイルは，ベースオイル
と市販の添加剤パッケージから成り立っていま
す。これらの添加剤パッケージは，工業規格に
則した特性を製品オイルに持たせる目的で，精
密な割合にてベースオイルに配合されていま
す。

製品オイル中に市販の添加剤を投入した場合，
その性能や適合性を評価するための業界標準試
験は存在していません。アフタマーケット添加
剤は，製品オイルの添加剤パッケージと適合し
ない可能性があり，そのような場合，製品オイ
ルの性能を低下させることもあります。市販の
添加剤は，製品オイルとうまく混ざらない可能
性があります。その場合，クランクケース内に
スラッジが発生することもあります。 Perkins
からは，市販の添加剤を製品オイルに使用しな
いことが推奨されています。

Perkins 製エンジンの性能を最大限に引き出す
には，次のガイドラインに従ってください。

• 適切な“推奨油粘度”を参照してください。 図
56 を参照して，各エンジンに適した粘度等級を
確認してください。

• エンジン整備を規定されている間隔で実施しま
す。 オイルおよびフィルタは新しいものを使用
します。

• 取扱説明書給油整備間隔に規定されている間隔
で，メンテナンスを実施します。

オイル分析
一部のエンジンには，オイルサンプリング用の
バルブが装着されています。分析が必要な場合
は，オイルサンプリングバルブを使用してエン
ジンオイルのサンプルを取得してください。オ
イル分析の実施は，予防メンテナンスプログラ
ムを補完するものです。

オイル分析は，オイルの性能およびコンポーネ
ントの摩耗速度を調べるための診断ツールとし
て機能します。汚染の有無とその程度は，オイ
ル分析により確認できます。オイル分析には，
次の試験が含まれます。
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• 摩耗率分析では，エンジン金属の摩耗を監視しま
す。 ここで分析されるのは，オイルに含まれる
摩耗金属の量と種類です。 オイルに含まれるエ
ンジンの摩耗金属は，その量だけでなく増加速度
も重要です。

• オイルに対する，水，グリコール，燃料の混入確
認用の試験が行われます。

• オイル状態分析では，オイルの潤滑特性が維持さ
れているかを確認します。 赤外線分析を使用し
て，新品のオイルと使用済みオイルのサンプルの
特性を比較します。 整備担当者は，この分析を
基にして，オイル使用中の劣化度を確認できま
す。 同じく整備担当者は，交換前のオイルが仕
様値に対して実際にどのような性能を発揮してい
るかを，この分析によって確認できます。

i05935055

液液液体体体ににに関関関すすするるる推推推奨奨奨事事事項項項
(ディーゼルエキゾースト液体
（DEF）)

一般情報
ディーゼルエキゾースト液体（DEF，Diesel
Exhaust Fluid）は，選択触媒還元（SCR）の前
に後処理システムに噴射される流体です。 DEF
を排気に噴射するこのシステムでは，SCRシス
テム内で反応を起こします。排気ガス内の酸化
窒素（NOx）分子は，構成要素の窒素と水に変
化します。この変化によりエンジンの排出量が
減少します。

整備基準値
Perkinsのエンジンで使用されるDEFは，品質に
関するISO仕様22241-1を満たす必要がありま
す。 ISO仕様22241-1の要件は，AdBlueまたは
API認定を受けた多数のブランドのDEFで満たさ
れています。

ISO標準22241の一連の文書に，品質要件，テス
ト方法，取扱い方法，輸送，保管，充填イン
ターフェイスに関する情報が記載されていま
す。

こぼれた液体
DEFの取扱いには注意が必要である。周囲にこ
ぼれた場合は，直ちに清掃すること。すべての
表面を清浄な状態に拭き取り，水で洗い流す必
要があります。

こぼれたDEFは，液体内の水分が蒸発すると結
晶化します。こぼれたDEFは，塗装や金属を腐
食します。 DEFがこぼれた場合は，その部分を
水で洗い流してください。

停止直後のエンジン周辺でのDEFの取扱いには
注意が必要である。 高温のコンポーネントに
DEFがこぼれると，アンモニア蒸気が発生する
場合があります。 アンモニア蒸気を吸い込まな
いでください。周囲にこぼれた場合は，漂白剤
で拭き取らないでください。

DEFタンクの充填

DEFタンクのフィルキャップは青色である必要
があります。 DEFのレベルが重要であり，DEFタ
ンクが空になったり，低レベルで運転すると，
エンジンの動作に影響する可能性があります。
DEFには腐食性があるため，DEFタンクを充填す
るときは，適切な材質の道具を使用する必要が
あります。

DEFの品質
DEFの品質は，屈折計を使用して測定できま
す。 DEFは，32.5 %の尿素溶液を含み，ISO標準
22241-1に準拠している必要があります。
Perkins では，DEF濃度の確認用に T400195屈
折計を提供しています。

清浄度
異物により，DEFの品質や寿命が損なわれる場
合があります。 DEFタンクに分配するときは，
DEFをろ過することを推奨します。フィルタ
は，DEFと適合性があるもので，DEF専用に使用
する必要があります。使用する前に，フィルタ
サプライヤにDEFとの適合性を確認してくださ
い。ステンレス鋼などの適合性のある金属を使
用したメッシュタイプのフィルタを推奨しま
す。紙（セルロース）や一部の合成ろ材は，使
用中に劣化するため推奨されません。

DEFの取扱いには注意が必要である。 周囲にこ
ぼれた場合は，直ちに清掃すること。車両やエ
ンジンの表面は，清浄な状態に拭き取り，水で
洗い流すこと。停止直後のエンジン周辺での
DEFの取扱いには注意が必要である。 高温のコ
ンポーネントにDEFがこぼれると，有害な蒸気
が発生する。

保管

DEFは直射日光の当たる場所に保管しないでく
ださい。
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表 18

保管温度 予想されるDEFの寿命

25 °C (77 °F)未満 18か月

25 °C (77 °F)～30 °C (86 °F) 12か月

30 °C (86 °F)～35 °C (95 °F) 6か月

35 °C (95 °F)超 使用前に品質試験を行う

Perkinsでは，保管場所から取り出されたすべ
てのDEFについて，ISO標準22241-1を満たすこ
とを確認することを推奨しています。

材料適合性

DEFは腐食性です。この腐食性のため，DEFは，
承認された材料で作られたタンクに格納する必
要があります。推奨される格納材料は次の通り
です。

ステンレス鋼:

• 304（S30400）

• 304L（S30403）

• 316（S31600）

• 316L（S31603）

合金および金属:

• クロムニッケル（CrNi）

• クロムニッケルモリブデン（CrNiMo）

• チタン

非金属材料:

• ポリエチレン

• ポリプロピレン

• ポリイソブチレン

• テフロン（PFA）

• ポリフルオロエチレン （PFE）

• ポリフッ化ビニリデン （PVDF）

• ポリテトラフルオロエチレン（PTFE）

DEF溶液と適合性のない材料には，アルミニウ
ム,マグネシウム,亜鉛,ニッケル皮膜,銀およ
び炭素鋼，および上記のいずれかを含有するは
んだなどがあります。適合性のない材料や不明
な材料にDEF溶液が接触すると，予期しない反
応が発生する恐れがあります。
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保守整備推奨項目
i02945411

シシシススステテテムムム圧圧圧解解解放放放

冷却系統

加加加圧圧圧シシシススステテテムムム：：： 高高高温温温ののの冷冷冷却却却水水水ににによよよっっっててて重重重度度度ののの火火火傷傷傷
事事事故故故ををを起起起こここすすすおおおそそそれれれがががああありりりままますすす。。。 キキキャャャッッップププををを開開開くくく
際際際にににははは、、、エエエンンンジジジンンンををを停停停止止止しししてててラララジジジエエエーーータタタががが冷冷冷めめめるるる
まままででで待待待っっってててくくくだだださささいいい。。。 そそそののの後後後、、、キキキャャャッッップププをををゆゆゆっっっくくく
りりりゆゆゆるるるめめめててて圧圧圧力力力ををを解解解放放放しししてててくくくだだださささいいい。。。

冷却系統の圧力を解放ときは、エンジンを停止
してください。冷却系統の圧力キャップを冷ま
してください。冷却系統の圧力キャップを徐々
にゆるめて取り外し、圧力を解放してくださ
い。

燃料系統
燃料系統の圧力を抜くときは、エンジンを停止
してください。

高圧燃料配管（装着の場合）

高高高圧圧圧ののの燃燃燃料料料ににに触触触れれれるるるととと、、、液液液体体体ににによよよるるる貫貫貫通通通事事事故故故まままたたた
ははは火火火傷傷傷事事事故故故ををを起起起こここすすす恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。 高高高圧圧圧ののの燃燃燃料料料
ががが噴噴噴出出出すすするるるととと、、、火火火災災災事事事故故故ををを起起起こここすすす恐恐恐れれれがががああありりりままま
すすす。。。 こここれれれらららののの検検検査査査、、、保保保守守守整整整備備備、、、修修修理理理整整整備備備ににに関関関すすするるる
指指指示示示ににに従従従わわわななないいいととと、、、重重重傷傷傷事事事故故故まままたたたははは死死死亡亡亡事事事故故故ををを起起起
こここすすす恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。

これらの高圧燃料配管は、高圧燃料ポンプと高
圧燃料マニホールドとの間、燃料マニホールド
とシリンダ･ヘッドの間をつなぐ燃料配管で
す。これらの燃料配管は、他の燃料系統の燃料
配管とは異なっています。

この違いは次の理由に起因しています。

• 高圧燃料配管は、常に高圧になっています。

• 高圧燃料配管の内部の圧力は、他の燃料系統より
も高くなっています。

エンジン燃料配管の保守整備または修理を実施
する前に、次の作業を実施してください。

111... エンジンを停止してください。

222... 10分間待ってください。

燃料系統からエアを抜くために、高圧燃料配管
をゆるめることはしないでください。

エンジン･オイル
潤滑系統の圧力を抜くときは、エンジンを停止
してください。

i05481116

電電電子子子制制制御御御エエエンンンジジジンンンををを装装装備備備しししたたたユユユ
ニニニッッットトトににに溶溶溶接接接すすするるる

注意
フレームの強度が弱くなる可能性があるため，メー
カーによってはシャーシフレームやレールに直接溶
接することを推奨していません。シャーシフレーム
やレールの溶接については，当該装置のOEMまたは
Perkinsディーラに問い合わせてください。

エンジンのECM，センサ，関連コンポーネント
の損傷を防ぐため，適正な手順で溶接を行う必
要があります。できればユニットからコンポー
ネントを取り外し、その後コンポーネントを溶
接してください。 コンポーネントを取り外すこ
とができない場合，電子制御エンジンを装備し
たユニットに溶接するときに必ず次の手順に
従ってください。 次の方法が最も安全なコン
ポーネントの溶接手順と考えられます。この手
順に従えば電子コンポーネントへの損傷のリス
クが最小になるはずです。

注意
ECMやセンサのような電気部品に溶接機を接地しな
いでください。不適切な接地をすると、駆動系のベ
アリング、油圧部品、電気部品、その他の構成部品
を損傷する恐れがあります。

溶接機の接地ケーブルは、溶接する構成部品にクラ
ンプしてください。クランプはできるだけ溶接個所
に近い位置に取り付けてください。これにより損傷
の恐れを少なくします。

注注注記記記:::溶接は爆発の危険のない場所で行ってくださ
い。

111... エンジンを停止してください。スイッチを
「OFF」位置に回し、電源を切ります。

222... エンジンへの燃料供給が停止していることを
確認する。

333... バッテリからマイナスバッテリケーブルを外
す。バッテリ･ディスコネクト･スイッチが付
いている場合は、スイッチを切ってくださ
い。
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44.. ワイヤリングハーネスから電子構成部品をす
べて切り離す。次のコンポーネントがこの手
順での対象に含まれる。

• 被駆動装置の電子コンポーネント

• ECM

• センサ

• 電動式フュエルポンプ

• 電子制御されるバルブ

• リレー

• 後処理識別モジュール

注意
電気コンポーネント（ECMまたはECMセンサ）また
は溶接機の接地用の電子コンポーネント接地端子を
使用しないでください。

図
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上図の例をご参照ください。 溶接機から溶接機の接
地クランプへの電流によってどの関連コンポーネン
トも損傷することはありません。

(1) エンジン
(2) 溶接電極
(3) OFF（オフ）位置にあるキースイッチ
(4) 開放（非接続）位置にあるバッテリディスコネクトスイッチ
(5) 切り離された状態のバッテリケーブル
(6) バッテリ
(7) 電気/電子コンポーネント
(8) 溶接中のコンポーネントと電気/電子コンポーネントとの最小

距離
(9) 溶接中のコンポーネント
(10) 溶接機の電流パス
(11) 溶接機の接地クランプ

55.. 溶接接地ケーブルを溶接される部分に直接接
続してください。 溶接の電流によって次のコ
ンポーネントが損傷しないようにするには，
接地ケーブルを溶接部のできるだけ近くに置
いてください。ベアリング，油圧コンポーネ
ント，電気部品，および接地ストラップ。

注注記記::電気/電子コンポーネントが溶接機の接地端子
に使用される場合や、溶接機の接地端子と溶接部の
中間にある場合は、溶接機からの電流によってコン
ポーネントがかなり損傷する恐れがあります。

66.. ワイヤリングハーネスに保護カバーを取り付
けて，溶接で生じる異物およびスパッタによ
る損傷を防止する。
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777... 素材を溶接する場合は標準的な溶接方法で行
なってください。

i05481108

過過過酷酷酷ななな状状状況況況下下下でででののの利利利用用用

苛酷な使用状況とは，公表されている基準値を
超える状態でエンジンを運用することを意味し
ます。 Perkins では，次のエンジンパラメータ
に関する基準が定められています。

• 各種の性能（出力や回転数の範囲，燃費など）

• 燃料の品質

• 運用時の標高

• 保守整備の間隔

• オイルの種類とメンテナンス

• クーラントの種類とメンテナンス

• 環境条件

• 取付け

• エンジン中の溶液の温度

エンジンの運用状態が基準内であるかを確認し
たい場合は，各エンジンの運用基準を参照する
か，Perkins ディーラまたはPerkins の代理店
にお問い合わせください。

苛酷な使用状況では，コンポーネントの摩耗が
促進されることがあります。苛酷な条件下で運
用されるエンジンについては，信頼性と稼働時
間を最大化するにあたって，より頻繁なメンテ
ナンスが必要になることがあります。

運用条件は個々の事例ごとに異なるため，苛酷
な使用状況を構成するすべての要素を，ここで
特定することはできません。特定のエンジンの
みで必要とされるメンテナンス要件について
は，Perkins ディーラまたはPerkins の代理店
にお問い合わせください。

運用する環境，誤った運用手順，誤った整備手
順などが，苛酷な使用状況につながる要素で
す。

環境要因
外外外気気気温温温度度度 – エンジンは，極端な 低温または高
温の環境下で長時間運転される可能性がありま
す。極端に低い温度環境でエンジンの始動と
停止を頻繁に行うと，炭素の堆積によりバルブ
コンポーネントが損傷する可能性があります。

極端に高い吸入空気温度は，エンジン性能を低
下させます。

吸吸吸入入入気気気ののの状状状態態態 – 定期的な清掃を行わないと，エ
ンジンはホコリや汚れの多い環境下で長時間運
転され続ける可能性があります。コンポーネン
トが泥，汚れ，ホコリで覆われた状態になる可
能性があります。 メンテナンスも非常に困難
になる恐れがあります。堆積物には腐食性物質
が含まれている可能性があります。

堆堆堆積積積物物物 – 一部のコンポーネントは，特定の化合
物，元素，腐食性物質，塩分による損傷を受け
る恐れがあります。

標標標高高高 – 設定時の想定高度よりも高い標高でエン
ジンを運用すると，問題が発生する恐れがあり
ます。適切な調整を行ってください。

誤った運用手順
• 長時間のローアイドル運転

• 頻繁な高温での緊急停止

• 過剰な負荷状態での運転

• 過剰な速度での運転

• 想定用途の範囲外での運転

誤った整備手順
• 整備間隔の延期

• 燃料，潤滑油，クーラント/不凍液の推奨品以外
の使用
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i06282055

給給給油油油整整整備備備計計計画画画

不定期の整備
バッテリ－リサイクル . ................ 84

バッテリ－交換 . ....................... 84

バッテリまたはバッテリ･ケーブル－切離し85
DEFフィラスクリーン - 清掃 .............. 90
ディーゼルエキゾースト液体 — 充填 ....... 93
エンジン－清掃 . ....................... 95
エンジン・エア･クリーナ･エレメント（二重エ
レメント） - 検査/清浄/交換 . ........... 96
エンジン・エア･クリーナ･エレメント（単一エ
レメント） - 検査/清浄/交換 . ........... 98

エンジン･オイル･サンプル - 採取 ........ 102

燃料系統－プライミング . .............. 104

ラジエータ - 清掃 . .................... 113

毎日
エア･タンク水分および沈殿物－排出 ..... 84
クーラント・レベル - 点検 . ............. 89
被駆動装置 - 点検 . ..................... 95
エンジン･エア･フィルタ･サービス･インジケー
タ - 点検 . ............................. 99

エンジン･オイル･レベル - 点検 .......... 101
燃料系統プライマリ･フィルタ／ウォータ／セ
パレータ－排出 . ..................... 106

パワー・テイクオフ・クラッチ -チェック 112

見回り点検 . .......................... 114

50サービス時間毎または毎週
燃料タンク内の水および沈殿物 -排出 .... 108

250サービス時間ごと
ベルト－点検／交換 . ................... 86

最初の500サービス時間
エンジン･バルブ･ラッシュ－ 点検 ....... 104

500サービス時間ごと
バッテリ電解液レベル－点検 ............. 85

エンジン･オイルおよびフィルタ -交換 ... 102

ホースおよびクランプ － 点検／交換 . ... 111

500サービス時間、または1年毎
冷却系統冷却水添加剤（SCA）－試験／添加 90
燃料系統プライマリ･フィルタ（ウォータ･セパ
レータ）エレメント －交換 . ........... 105

燃料系統セコンダリ･フィルタ－交換 .... 107

接地スタッド－点検／清掃／締付け 　... 110

2000サービス時間毎
エア遮断－試験 . ...................... 83

2000サービス時間毎または毎年
エンジン･クランクケース･ブリーザ - 洗浄 100

ガス排気フィルタ･エレメント -交換 ..... 108

2,500サービス時間ごと
エンジン･バルブ･ラッシュ－点検 ....... 104

3000サービス時間または2年毎
クーラント（DEAC） - 変更 . ............. 86

4000サービス時間毎
エア・コンプレッサ -チェック ........... 83

エンジン･マウント（防振装置) - 点検 .... 100

始動モータ －点検 . ................... 113

5000サービス時間ごと
ディーゼルエキゾースト液体フィルタ - 交換94
ディーゼル粒子状物質フィルタ－清掃 .... 95
インジェクタ（ディーゼルエキゾースト液）の
交換 . ................................ 112

6000サービス時間毎、または3年毎
クーラント・エクステンダ（ELC） -追加 .. 89

10000サービス時間ごと
DEFマニホールドフィルタ -交換 .......... 91

おうばあほおうるのけんとう オーバーホールの
検討 . ................................ 112
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12 000サービス時間毎または6年毎
クーラント（ELC） - 交換 . .............. 87

i06281807

エエエアアア・・・コココンンンプププレレレッッッサササ --- チチチェェェッッッククク
(装着の場合)

エエエアアア･･･ブブブレレレーーーキキキおおおよよよびびびオオオグググジジジリリリアアアリリリ･･･エエエアアア系系系統統統のののエエエ
アアアパパパーーージジジをををしししななないいいででで、、、エエエアアア･･･コココンンンプププレレレッッッサササ･･･ガガガバババナナナ
かかからららエエエアアア配配配管管管ををを外外外さささななないいいでででくくくだだださささいいい。。。 エエエアアア･･･コココンンン
プププレレレッッッサササまままたたたはははエエエアアア配配配管管管ををを取取取りりり外外外すすす前前前ににに、、、エエエアアア･･･ブブブ
レレレーーーキキキおおおよよよびびびオオオグググジジジリリリアアアリリリ･･･エエエアアア･･･シシシススステテテムムムのののエエエアアア
パパパーーージジジをををしししななないいいととと、、、人人人身身身事事事故故故ををを起起起こここすすす恐恐恐れれれがががああありりり
ままますすす。。。

図
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代表例

(1) プレッシャリリーフバルブ

コココンンンプププレレレッッッサササ･･･シシシリリリンンンダダダ･･･ヘヘヘッッッドドドににに取取取りりり付付付けけけららられれれててて
いいいるるるエエエアアア･･･コココンンンプププレレレッッッサササ減減減圧圧圧バババルルルブブブががが圧圧圧縮縮縮空空空気気気をををバババ
イイイパパパスススしししててていいいるるる場場場合合合ははは、、、おおおそそそらららくくくエエエアアア系系系統統統ににに氷氷氷結結結
閉閉閉塞塞塞障障障害害害ががが発発発生生生しししててていいいままますすす。。。こここのののよよようううななな状状状況況況ででで
ははは、、、おおお使使使いいいのののエエエンンンジジジンンンははは正正正常常常なななブブブレレレーーーキキキ操操操作作作のののたたた
めめめのののエエエアアアををを十十十分分分ににに供供供給給給ででできききままませせせんんん。。。

エエエアアアがががバババイイイパパパスススすすするるる原原原因因因ををを見見見つつつけけけ出出出ししし、、、修修修正正正すすするるる
まままでででエエエンンンジジジンンンををを運運運転転転しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。こここののの警警警告告告
ににに注注注意意意ををを払払払わわわななないいいととと、、、物物物損損損事事事故故故、、、オオオペペペレレレーーータタタまままたたた
ははは第第第三三三者者者ががが重重重傷傷傷事事事故故故まままたたたははは死死死亡亡亡事事事故故故ををを起起起こここすすす恐恐恐れれれ
がががああありりりままますすす。。。

プレッシャリリーフバルブの機能は，システム
で誤作動が起きた場合に，エアコンプレッサに
空気をバイパスすることです。

エアコンプレッサのプレッシャリリーフバルブ
は，1,723 kPa (250 psi)で空気を解放します。
エアコンプレッサのプレッシャリリーフバルブ
が排気する場合は，すべての作業者はエアコン
プレッサから離れた，安全な距離が保たれてい
る場所にいる必要があります。また，エンジン
が運転中でエアコンプレッサが露出していると
きは，どの作業者もエアコンプレッサから離れ
るようにしてください。

サポートについては，Perkins の代理店にお問
い合わせください。

i06282049

エエエアアア遮遮遮断断断 －－－ 試試試験験験

エンジンでガスを取り込む際にエアシャットオ
フバルブが必ず閉じることを確認するために，
オイル交換ごとに以下の試験を実施してくださ
い。試験に不合格の場合，バルブボディイン
ターフェイスやベアリングシステムのブロック
オフプレートが摩耗している場合があります。

111... エンジンをローアイドル回転数に保持しま
す。ファンやパワーテイクオフなど，当該用
途に通常使用するアクセサリがすべて使用さ
れていることを確認します。
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222... エアシャットオフを手動で動かします。 電
動式のエアシャットオフでは，適切な電源供
給またはバッテリからのジャンパーケーブル
を活用して，エアシャットオフソレノイドを
励磁します。過熱を防ぐために，ソレノイド
は瞬間的な信号のみ受信していることを確認
します。油圧式のエアシャットオフでは，緊
急停止ハンドルを引くことで動かします。こ
れは，危険場所ユニットで見つかる場合があ
ります。

333... エアシャットオフが作動し，エンジンが完全
に停止したことを確認します。

注注注記記記:::用途ごとに寄生負荷と慣性が異なるため，問
題の継続時間は特定できません。 ただし，エンジン
がもたついたり，引き続き回転しようとする場合
は，摩耗したコンポーネントを交換する必要がある
場合があります。

注意
エアシャットオフバルブを作動させると，シャフト
シールからオイル漏れが発生する場合があります。
エンジンに負荷が加わった状態でエアシャットオフ
バルブを繰り返し作動させると，ターボチャージャ
に機械的損傷を与える結果となり，ターボチャー
ジャの寿命が短くなる場合があります。

i02596704

エエエアアア･･･タタタンンンククク水水水分分分おおおよよよびびび沈沈沈殿殿殿物物物
－－－ 排排排出出出
(装着の場合)

エア始動システムに水分および沈殿物が溜まる
と、次の状態になることがあります。

• 凍結

• 内部部品の腐食

• エア始動システムの故障

ドドドレレレーーーンンン･･･バババルルルブブブををを開開開くくくととときききははは、、、保保保護護護手手手袋袋袋、、、保保保護護護
フフフェェェーーーススス･･･シシシーーールルルドドド、、、保保保護護護服服服おおおよよよびびび安安安全全全靴靴靴ををを着着着用用用ししし
てててくくくだだださささいいい。。。 圧圧圧縮縮縮空空空気気気ににによよよりりり異異異物物物ががが吹吹吹ききき飛飛飛ばばばささされれれ
ててて人人人身身身事事事故故故ををを起起起こここすすす恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。

111... エア･タンク底のドレーン･バルブを開けてく
ださい。水分および沈殿物を排出させてくだ
さい。

222... ドレーン･バルブを閉めててください。

333... 供給エア圧を点検してください。エア始動
モータを適切に使用するには、最低620 kPa
(90 psi)の空気圧が必要です。最大エア圧
が、1550 kPa (225 psi)を超えてはなりませ
ん。通常使用する空気圧は、758 ～ 965 kPa
(110 ～ 140 psi)です。

i02333114

バババッッッテテテリリリ －－－ リリリサササイイイクククルルル

バッテリは、必ずリサイクルしてください。
バッテリは決して廃棄しないでください。使用
済みのバッテリは、以下のいずれかに返却して
ください。

• バッテリの供給業者

• 認可を受けたバッテリ回収施設

• リサイクル施設

i03028825

バババッッッテテテリリリ－－－交交交換換換

バババッッッテテテリリリははは爆爆爆発発発すすするるる恐恐恐れれれのののあああるるる可可可燃燃燃性性性ガガガスススををを放放放出出出
しししままますすす。。。火火火花花花ははは可可可燃燃燃性性性ガガガスススににに点点点火火火すすするるる原原原因因因とととなななるるる
恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。こここれれれににによよよりりり、、、重重重傷傷傷事事事故故故まままたたたははは死死死
亡亡亡事事事故故故ををを起起起こここすすす恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。

バババッッッテテテリリリがががエエエンンンクククロロローーージジジャャャににに納納納めめめららられれれててていいいるるる場場場合合合
ははは、、、適適適切切切ななな換換換気気気ををを確確確保保保しししてててくくくだだださささいいい。。。バババッッッテテテリリリののの
近近近くくくででで電電電気気気アアアーーークククまままたたたははは火火火花花花ががが発発発生生生すすするるるのののををを防防防ぐぐぐ
たたためめめ正正正しししいいい手手手順順順ににに従従従っっってててくくくだだださささいいい。。。バババッッッテテテリリリ作作作業業業
ををを行行行っっっててていいいるるるととときききははは、、、喫喫喫煙煙煙しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。

バババッッッテテテリリリ･･･ケケケーーーブブブルルルおおおよよよびびびバババッッッテテテリリリははは、、、バババッッッテテテリリリ･･･
カカカバババーーーををを付付付けけけたたたまままままま取取取りりり外外外さささななないいいでででくくくだだださささいいい。。。整整整
備備備作作作業業業ををを行行行ううう前前前にににバババッッッテテテリリリ･･･カカカバババーーーををを取取取りりり外外外しししてててくくく
だだださささいいい。。。

バババッッッテテテリリリ･･･カカカバババーーーををを取取取りりり付付付けけけたたた状状状態態態でででバババッッッテテテリリリ･･･
ケケケーーーブブブルルルまままたたたはははバババッッッテテテリリリををを取取取りりり外外外すすすととと、、、バババッッッテテテリリリ
ががが爆爆爆発発発しししててて人人人身身身事事事故故故ををを起起起こここすすす恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。
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111... エンジンのスイッチを「OFF」位置にしてく
ださい。電気的負荷をすべて取り除いてくだ
さい。

222... バッテリ･チャージャのスイッチを切ってく
ださい。バッテリ･チャージャを切り離して
ください。

333... ケーブル “-”側がバッテリ “-” 端子から、始
動モータ “-”端子に接続されています。この
ケーブルをバッテリ “-” 端子から外してくだ
さい。

444... ケーブル “+”ケーブル側がバッテリ “+”端子
から、始動モータ “+”端子に接続されていま
す。このケーブルをバッテリ “+”端子から外
してください。

注注注記記記:::バッテリは必ずリサイクルしてください。
バッテリは絶対に廃棄しないでください。 使用済
バッテリは、適切なリサイクル施設に返却してくだ
さい。

555... 使用済バッテリを取り外してください。

666... 新しいバッテリを取り付けてください。

注注注記記記:::ケーブルを接続する前に、エンジン始動ス
イッチが「OFF」位置になっていることを確かめて
ください。

777... ケーブルを始動モータからバッテリ “+”端子
に接続してください。

888... 始動モータ “-”端子からバッテリ “-”端子に
ケーブルを接続してください。

i05156908

バババッッッテテテリリリ電電電解解解液液液レレレベベベルルル－－－点点点検検検

エンジンが長期間運転されていない場合やエン
ジンの作動時間が短い場合，バッテリが十分に
再充電されていない可能性がある。 バッテリの
凍結を回避するため，完全に充電されているか
確認する。バッテリの充電状態が適正な場合，
エンジンの運転中に電流計の表示値はほぼゼロ
になる。

全全全てててののの鉛鉛鉛バババッッッテテテリリリにににははは、、、肌肌肌ややや衣衣衣類類類ををを焦焦焦がががすすす硫硫硫酸酸酸ががが
含含含まままれれれててていいいままますすす。。。 バババッッッテテテリリリののの近近近くくくででで作作作業業業すすするるる場場場合合合
ははは、、、常常常ににに保保保護護護マママスススクククととと保保保護護護服服服ををを着着着用用用しししてててくくくだだださささ
いいい。。。

111... フィラ・キャップを取り外してください。
電解液のレベルは，バッテリの “FULL”（上
限）マークに維持する。

水の補充が必要な場合，蒸溜水を使用する。
蒸溜水が手に入らない場合，ミネラル分の少
ないきれいな水を使用する。人為的に軟水化
処理された水は使用しないこと。

222... 適切なバッテリテスタを使用して，電解液の
状態を点検する。

333... キャップを取付ける。

444... バッテリを清掃する。

バッテリケースの清掃には，次のいずれかの
洗剤を使用する。

• 重曹（ベーキングソーダ）0.1 kg
(0.2 lb)ときれいな水1 L (1 qt)の混合液

• 水酸化アンモニウム の水溶液

バッテリケースは，きれいな水で完全に洗い
流すこと。

i05475106

バババッッッテテテリリリまままたたたはははバババッッッテテテリリリ･･･ケケケーーー
ブブブルルル －－－ 切切切離離離ししし

バババッッッテテテリリリ･･･ケケケーーーブブブルルルおおおよよよびびびバババッッッテテテリリリははは、、、バババッッッテテテリリリ･･･
カカカバババーーーををを付付付けけけたたたまままままま取取取りりり外外外さささななないいいでででくくくだだださささいいい。。。整整整
備備備作作作業業業ををを行行行ううう前前前にににバババッッッテテテリリリ･･･カカカバババーーーををを取取取りりり外外外しししてててくくく
だだださささいいい。。。

バババッッッテテテリリリ･･･カカカバババーーーををを取取取りりり付付付けけけたたた状状状態態態でででバババッッッテテテリリリ･･･
ケケケーーーブブブルルルまままたたたはははバババッッッテテテリリリををを取取取りりり外外外すすすととと、、、バババッッッテテテリリリ
ががが爆爆爆発発発しししててて人人人身身身事事事故故故ををを起起起こここすすす恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。

111... 始動スイッチを「OFF」位置にします。 イグ
ニションスイッチ（装着の場合）を「OFF」
位置にしてキーを取り除き，すべての電気負
荷を除去します。

注注注記記記:::エンジンが停止した後，電源を切り離す前
に，2分間，ディーゼルエキゾースト液ラインの液
が抜けるまで待ってください。
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222... バッテリマイナスターミナルを切り離しま
す。 ケーブルがターミナルに接触していない
ことを確認します。 12ボルトバッテリが4個
ある場合，取り外すべきマイナス接続部は2
箇所になります。

333... プラス接続部を取り外します。

444... 切り離したすべての接続部およびバッテリ
ターミナルを清掃します。

555... 目の細かいサンドペーパを用いて，ターミナ
ルとケーブルクランプを清掃します。これら
の研磨は，表面に光沢が生じるまで行いま
す。 金属部を削りすぎないでください。削
りすぎるとクランプが正しく噛み合わなくな
るおそれがあります。クランプおよびターミ
ナルを，適切なシリコン潤滑剤またはワセリ
ンでコートします。

666... 意図しない通電を防止するため，ケーブル接
続部にはテープを巻き付けておきます。

777... 必要なシステムの修理を継続します。

888... バッテリを接続する際は，プラス接続部をつ
なげてから，マイナス接続部をつなげます。

i06282029

ベベベルルルトトト－－－点点点検検検／／／交交交換換換
(マルチVベルト)

エンジン性能を最大限に発揮させるため，ベル
トに摩耗や亀裂がないか点検してください。ベ
ルトが摩耗または損傷している場合，ベルトを
交換します。

• ベルトに，亀裂，裂け，表面の変色，油汚れ，
コードのずれおよび，溶液による汚染の痕跡がな
いか点検します。

次のいずれかの不具合が生じている場合は，ベ
ルトを交換する必要があります。

• ベルトの1つ以上のリブに亀裂がある。

• ベルトの1つのリブの1つ以上の部分が最大
50.8 mm (2 in)ずれている。

ベルトを交換する際は，ベルト自動テンショナ
に摩耗や損傷がないか点検してください。ベル
トシステム内のすべてのローラとプーリがしっ
かりと取り付けられており，プーリとローラが
自由に回転することを確認してください。

ベルト交換の詳細については，分解および組立
Alternator Belt - Remove and Installを参照し
てください。必要な場合は，ベルトテンショナ
を交換する。手順の詳細は，分解および組立
Alternator Belt - Remove and Installを参照し
てください。

i06281815

クククーーーララランンントトト（（（DDDEEEAAACCC））） --- 変変変更更更

次の状態が存在する場合は，推奨保守整備間隔
の前にクーリングシステムを洗浄およびフラッ
シングします。

• エンジンが頻繁にオーバーヒートする。

• 発泡が見られる。

• オイルがクーリングシステムに混入し，クーラン
トが汚染されている。

• 燃料がクーリングシステムに混入し，クーラント
が汚染されている。

注注注記記記:::クーリングシステムから排出を終えた後，
ウォータポンプと水温調整器を点検します。

図
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g02351659

クーリングシステムドレーンバルブは，ラジエータ
の底部に向いています。
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ドレーン

加加加圧圧圧シシシススステテテムムム：：：高高高温温温ののの冷冷冷却却却水水水ににによよよりりり重重重度度度ののの火火火傷傷傷事事事
故故故ををを起起起こここすすす恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。冷冷冷却却却系系系統統統のののフフフィィィラララーーー･･･
キキキャャャッッップププををを開開開けけけるるるととときききははは、、、エエエンンンジジジンンンををを停停停止止止ししし、、、冷冷冷
却却却系系系統統統ののの構構構成成成部部部品品品ががが冷冷冷めめめるるるまままででで待待待っっってててくくくだだださささいいい。。。
圧圧圧力力力ををを解解解放放放すすするるる場場場合合合ははは、、、冷冷冷却却却系系系統統統圧圧圧力力力キキキャャャッッップププををを
ゆゆゆっっっくくくりりりゆゆゆるるるめめめてててくくくだだださささいいい。。。

111... エンジンを停止して，エンジンを室温まで冷
やすこと。圧力をすべて解放するには，クー
リングシステムフィラキャップを徐々に緩め
ます。クーリングシステムフィラキャップを
取り外します。

222... クーリングシステムドレーンバルブを開きま
す。

クーラントを排出させます。

フラッシング
111... 異物を除去するには，きれいな水でクーリン

グシステムをフラッシングします。

222... ドレーンバルブを閉じる。

注意
エアロックを避けるため、19 L (5 US gal)以下の流
速で水を冷却系統に入れてください。

333... クーリングシステムに清浄な水を充填し，エ
ンジンを運転してサーモスタットが開くこと
を確認します。エンジンを停止して，エンジ
ンを室温まで冷やすこと。

444... クーリングシステムから冷却水を排出しま
す。

555... クーリングシステムに清浄な水を充填し，エ
ンジン温度が82°C (180 °F)になるまでエ
ンジンを運転します。

666... エンジンを停止して，エンジンを室温まで冷
やすこと。クーリングシステムから冷却水を
排出します。

燃料充填

注意
エアロックを避けるため、19 L (5 US gal)以下の流
速で水を冷却系統に入れてください。

111... クーリング・システムにクーラント/不凍液
を充填します。クーリングシステムの仕様に
関する詳細については，本取扱説明書液体に
関する推奨事項のトピックを参照してくださ
い。クーリングシステムフィラキャップは取
り付けないでください。

222... エンジンを始動して，ローアイドルで運転す
る。エンジン回転数を1500 rpmまで上昇させ
ます。エンジン･ブロックの穴から空気を逃
がすために、エンジンを高速アイドルで1分
間運転します。エンジンを停止してくださ
い。

333... クーラント量を点検する。クーラントレベ
ルは，充填用パイプの底から13 mm (0.5 in)
以内に維持します。 クーラントレベルを，サ
イトグラスの適正レベルに対して13 mm
(0.5 in)以内に維持します。

444... クーリングシステムフィラキャップを洗浄し
ます。クーリングシステムフィラキャップの
ガスケットを点検します。クーリング・シス
テム・フィラ・キャップのガスケットが損傷
している場合は、その古いフィラ・キャップ
を廃棄して、新しいフィラ・キャップを取り
付けます。クーリング･システム･フィラ･
キャップのガスケットが損傷していない場合
は、圧力試験を実施してください。クーリン
グシステムフィラキャップの適正圧力は，
フィラキャップの表面に刻印されています。
クーリングシステムフィラキャップが適正圧
力を維持できない場合は，新しいクーリング
システムフィラキャップを取り付けてくださ
い。

555... エンジンを始動します。クーリングシステ
ムに漏れがないか，また運転温度が適正であ
るか点検します。

i06282026

クククーーーララランンントトト（（（EEELLLCCC））） --- 交交交換換換

注意
12,000時間の運転を実現するには，Perkins ELCを
エクステンダと共に使用する必要があります。適切
なエクステンダの詳細については，Perkinsの代理店
にお問い合わせください。
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次の状態が存在する場合は，推奨保守整備間隔
の前にクーリングシステムを洗浄およびフラッ
シングします。

• エンジンが頻繁にオーバーヒートする。

• 発泡が見られる。

• オイルがクーリングシステムに混入し，クーラン
トが汚染されている。

• 燃料がクーリングシステムに混入し，クーラント
が汚染されている。

注注記記::クーリングシステムを洗浄する時は，ELCを排
出し交換する際にきれいな水のみを使用します。

注注記記::クーリングシステムから排出を終えた後，
ウォータポンプと水温調整器を点検します。

図
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g02351659

ドレーン

加加圧圧シシスステテムム：：高高温温のの冷冷却却水水にによよりり重重度度のの火火傷傷事事
故故をを起起ここすす恐恐れれががあありりまますす。。冷冷却却系系統統ののフフィィララーー･･
キキャャッッププをを開開けけるるととききはは、、エエンンジジンンをを停停止止しし、、冷冷
却却系系統統のの構構成成部部品品がが冷冷めめるるままでで待待っっててくくだだささいい。。
圧圧力力をを解解放放すするる場場合合はは、、冷冷却却系系統統圧圧力力キキャャッッププをを
ゆゆっっくくりりゆゆるるめめててくくだだささいい。。

11.. エンジンを停止して，エンジンを室温まで冷
やすこと。圧力をすべて解放するには，クー
リングシステムフィラキャップを徐々に緩め
ます。クーリングシステムフィラキャップを
取り外します。

22.. クーリングシステムドレーンバルブを開きま
す。

クーラントを排出させます。

フラッシング
11.. 異物を除去するには，きれいな水でクーリン

グシステムをフラッシングします。

22.. ドレーンバルブを閉じる。

注意
エアロックを避けるため、19 L (5 US gal)以下の流
速で水を冷却系統に入れてください。

33.. クーリングシステムに清浄な水を補充する。
クーリングシステムフィラキャップを取り付
けます。

44.. エンジンを始動し，温度が49 ~ 66 °C
(120 ~ 150 °F)になるまでエンジンをローア
イドルで運転します。

55.. エンジンを停止して，エンジンを室温まで冷
やすこと。圧力をすべて解放するには，クー
リングシステムフィラキャップを徐々に緩め
ます。クーリングシステムフィラキャップを
取り外します。ドレーンバルブを開きます。
水を排出させます。 クーリングシステムをき
れいな水でフラッシングします。ドレーンバ
ルブを閉じる。

燃料充填

注意
エアロックを避けるため、19 L (5 US gal)以下の流
速で水を冷却系統に入れてください。

11.. クーリングシステムにエクステンデッドライ
フクーラント（ELC）を充填します。 クーリ
ングシステム仕様の詳細については，本取扱
説明書推奨液体を参照してください。クーリ
ングシステムフィラキャップは取り付けない
でください。
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222... エンジンを始動して，ローアイドルで運転す
る。 エンジン回転数をハイアイドルに上げ
る。 エンジン･ブロックの穴から空気を逃が
すために、エンジンを高速アイドルで1分間
運転します。エンジンを停止してください。

333... クーラント量を点検する。クーラントレベ
ルは，充填用パイプの底から13 mm (0.5 in)
以内に維持します。クーラントレベルを，サ
イトグラスの適正レベルに対して13 mm
(0.5 in)以内に維持します。

444... クーリングシステムフィラキャップを洗浄し
ます。クーリングシステムフィラキャップの
ガスケットを点検します。ガスケットが損傷
していない場合にのみ，使用していたフィラ
キャップを取り付けます。適正な圧力がある
か，キャップをテストします。クーリングシ
ステムフィラキャップの適正圧力は，フィラ
キャップの表面に刻印されています。クーリ
ングシステムフィラキャップが適正圧力を維
持できない場合は，新しいクーリングシステ
ムフィラキャップを取り付けてください。

555... エンジンを始動します。クーリングシステ
ムに漏れがないか，また運転温度が適正であ
るか点検します。

i05405277

クククーーーララランンントトト・・・エエエクククススステテテンンンダダダ
（（（EEELLLCCC））） --- 追追追加加加

Perkins ELCが12,000時間を達成するには，エク
ステンダを6,000時間の段階で追加する必要が
あります。適切なエクステンダについては，
PerkinsディーラまたはPerkinsディストリ
ビュータにお問い合わせください。

i04206412

クククーーーララランンントトト・・・レレレベベベルルル --- 点点点検検検

エンジンを停止して冷やしてからクーラント・
レベルをチェックします。

図
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g00285520

クーリング・システム・フィラ・キャップ

加加加圧圧圧シシシススステテテムムム：：：高高高温温温ののの冷冷冷却却却水水水ににによよよりりり重重重度度度ののの火火火傷傷傷事事事
故故故ををを起起起こここすすす恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。冷冷冷却却却系系系統統統のののフフフィィィラララーーー･･･
キキキャャャッッップププををを開開開けけけるるるととときききははは、、、エエエンンンジジジンンンををを停停停止止止ししし、、、冷冷冷
却却却系系系統統統ののの構構構成成成部部部品品品ががが冷冷冷めめめるるるまままででで待待待っっってててくくくだだださささいいい。。。
圧圧圧力力力ををを解解解放放放すすするるる場場場合合合ははは、、、冷冷冷却却却系系系統統統圧圧圧力力力キキキャャャッッップププををを
ゆゆゆっっっくくくりりりゆゆゆるるるめめめてててくくくだだださささいいい。。。

111... 圧力を解放するため、クーリング・システ
ム・フィラ・キャップをゆっくり取り外しま
す。

222... クーラント・レベルをフィラ・パイプの底か
ら13 mm (（0.5インチ）)以内に維持します。
エンジンにサイト・ガラスが装着されている
場合は、クーラント・レベルをサイト・ガラ
スの適正なレベルに維持します。

図
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g00103639

標準的なフィラ・キャップ・ガスケット
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333... クーリング・システム・フィラ・キャップを
清掃して、フィラ・キャップ・ガスケットの
状態をチェックします。フィラ・キャップ・
ガスケットが損傷している場合は、クーリン
グ・システム・フィラ・キャップを交換しま
す。 クーリング・システム・フィラ・キャッ
プを再び取り付けます。

444... クーリング・システムに漏れがないか点検し
ます。

i05156876

冷冷冷却却却系系系統統統冷冷冷却却却水水水添添添加加加剤剤剤（（（SSSCCCAAA）））
－－－ 試試試験験験／／／添添添加加加

冷冷冷却却却系系系統統統ののの冷冷冷却却却水水水添添添加加加剤剤剤にににはははアアアルルルカカカリリリががが含含含まままれれれててて
いいいままますすす。。。人人人身身身事事事故故故ををを防防防ぐぐぐたたためめめににに、、、皮皮皮膚膚膚ややや目目目ににに触触触れれれ
ななないいいよよようううにににしししてててくくくだだださささいいい。。。冷冷冷却却却系系系統統統ののの冷冷冷却却却水水水添添添加加加
剤剤剤ははは飲飲飲まままななないいいでででくくくだだださささいいい。。。

SCA濃度の試験

ヘビーデューティクーラント/不凍液および
SCA

注意
冷却水添加剤の濃度は、推奨値である6%を下回らな
いようにしてください。

SCA濃度の確認には，クーラントコンディショ
ナテストキットを使用する。

必要に応じた、SCAの追加
注意

冷却水添加剤濃度は、推奨値を超えないようにして
ください。冷却水添加剤の濃度が高すぎる場合は、
冷却系統の高温部表面に堆積物が形成され、エンジ
ンの熱伝導率が低下することがあります。熱伝導の
低下はシリンダへット等の高温になる部分に亀裂を
発生させる原因となる恐れがあります。また冷却水
添加剤の濃度が高すぎると、ラジエータ･チューブ
の閉塞、オーバーヒート、ウォータ･ポンプ･シール
摩耗の促進などが発生する恐れもあります。冷却水
液体添加剤とスピン･オン･エレメント（装着の場
合）を同時に使用しないでください。これらの添加
剤を一緒に使用すると、冷却水添加剤の濃度が推奨
値の上限を超えることがあります。

加加加圧圧圧シシシススステテテムムム：：：高高高温温温ののの冷冷冷却却却水水水ににによよよりりり重重重度度度ののの火火火傷傷傷事事事
故故故ををを起起起こここすすす恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。冷冷冷却却却系系系統統統のののフフフィィィラララーーー･･･
キキキャャャッッップププををを開開開けけけるるるととときききははは、、、エエエンンンジジジンンンををを停停停止止止ししし、、、冷冷冷
却却却系系系統統統ののの構構構成成成部部部品品品ががが冷冷冷めめめるるるまままででで待待待っっってててくくくだだださささいいい。。。
圧圧圧力力力ををを解解解放放放すすするるる場場場合合合ははは、、、冷冷冷却却却系系系統統統圧圧圧力力力キキキャャャッッップププををを
ゆゆゆっっっくくくりりりゆゆゆるるるめめめてててくくくだだださささいいい。。。

注意
エンジン･クーリング･システムの整備または修理を
行う場合、エンジンが平地にある状態でこの手順を
実施する必要があります。 これにより、クーラン
ト･レベルを正確に点検できます。 また、クーラン
ト･システムにエア･ロックが取り込まれる危険を回
避することもできます。

111... クーリング･システムのフィラ･キャップを
ゆっくりゆるめ、圧力を解放してください。
クーリング･システム･フィラ･キャップを取
り外します。

注注注記記記:::抜取った液体類については、 必ず地域の法規
則に従って廃棄してください。

222... 必要に応じて、クーリング･システムから
クーラントを適切な容器に一部抜取り、SCA
の追加容量を確保してください。

333... 適正量のSCAを追加する。 SCAの要件に関す
る詳細は取扱説明書再充填容量と推奨事項を
参照。

444... クーリングシステムフィラキャップを清掃
し，ガスケットを点検する。ガスケットが損
傷していた場合は，古いフィラキャップを廃
棄して，新しいフィラキャップを取り付け
る。ガスケットに損傷がない場合は，適切な
加圧ポンプを使用してフィラキャップの圧力
試験を行う。適正圧力は，フィラキャップの
表面に刻印されている。フィラキャップが適
正圧力を維持できない場合は，新しいフィラ
キャップを取り付ける。

i05935051

DDDEEEFFFフフフィィィラララスススクククリリリーーーンンン --- 清清清掃掃掃

注意
整備や修理の前には必ず、エンジンが停止している
ことを確かめてください。
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図
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g03725939

代表例

111... ディーゼルエキゾースト液（DEF）タンクの
キャップの周囲が清浄であることを確認しま
す。 キャップ(1)を取り外します。

222... 適切なツールを使用して，タブ(2)を押し，
タブを解放します。タブを解放した状態で，
フィルタスクリーン(3)をDEFタンクネックア
ダプタ(4)から取り外します。

333... フィルタスクリーンは，清浄な水で洗浄し，
圧縮空気で乾かすことができます。圧縮空気
の使用については，本取扱説明書一般的な危
険に関する情報を参照してください。

444... フィルタスクリーンを清掃できない場合や
フィルタスクリーンが損傷している場合に
は，フィルタスクリーンを交換する必要があ
ります。

555... フィルタスクリーン(3)をDEFタンクネックア
ダプタ(4)を取り付けます。 フィルタスク
リーンをネックアダプタに押し込み，タブ(2)
が正しい位置にあることを確認します。
キャップ(1)を取り付けます。

i06282038

DDDEEEFFFマママニニニホホホーーールルルドドドフフフィィィルルルタタタ --- 交交交
換換換

注意
整備や修理の前には必ず、エンジンが停止している
ことを確かめてください。

111... マニホールドを取り外します。正しい手順に
ついては，分解および組立Manifold (DEF
Heater) - Remove and Installを参照してくだ
さい。
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図
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g03806578

図
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g03806580

22.. バンドクランプ(2)をフィルタベース(1)から
取り外します。

33.. フィルタ(3)をフィルタベース(1)から取り外
します。
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図
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g03806581

図
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g03806583

444... タブ(5)を引いて，ヘッダコイルの底部から
サクションフィルタ(4)を取り外します。新
しいサクションフィルタと交換します。

555... 新しいフィルタを，組み立てられたフィルタ
ベースの底部から引き上げてマニホールドコ
イルに被せ，取り付けます。

666... バンドクランプを4.5 ± 0.7 N·m
(40 ± 6 lb in)のトルクで締め付けます。そ
の際，図67 のとおり，フィルタベース(1)の
平らな部分とバンドクランプが揃っているこ
とを確認してください。また，締付け時に
フィルタがよれてコブができないよう注意し
ます。

777... マニホールドを取り付けます。正しい手順に
ついては，分解および組立Manifold (DEF
Heater) - Remove and Installを参照してくだ
さい。

i06239870

デデディィィーーーゼゼゼルルルエエエキキキゾゾゾーーーススストトト液液液体体体 ———
充充充填填填

図
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g03714036

代表例

適切な仕様のディーゼルエキゾースト液
（DEF）を必ず使用してください。 DEFが汚れて
いないか確認します。詳細については，本取扱
説明書液体の推奨事項を参照してください。

DEFの取扱いには注意が必要である。 周囲にこ
ぼれた場合は，直ちに清掃すること。すべての
表面を清浄な状態に拭き取り，水で洗い流す必
要があります。

こぼれたDEFは，液体内の水分が蒸発すると結
晶化します。こぼれたDEFは，塗装や金属を腐
食します。 DEFがこぼれた場合は，その部分を
水で洗い流してください。

停止直後のエンジン周辺でのDEFの取扱いには
注意が必要である。 高温のコンポーネントに
DEFがこぼれると，アンモニア蒸気が発生する
場合があります。 アンモニア蒸気を吸い込まな
いでください。周囲にこぼれた場合は，漂白剤
で拭き取らないでください。

作業を開始する前に，DEFタンクが満タンであ
ることを確認します。
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111... DEFタンクを充填する前に，DEFラインの抜取
りが完了していることを確認します。 DEFラ
インの抜取りは，エンジンの停止後に実行さ
れます。必ず，DEFラインの抜取りを行って
からDEFタンクを充填してください。 DEFライ
ンの抜取りにかかる時間の詳細については，
本取扱説明書バッテリディスコネクトスイッ
チを参照してください。

222... DEFキャップ(1)および周辺部が清浄で汚れが
ないかを点検します。タンクの充填に使用す
るすべての装置が清浄で汚れがないことを確
認します。

333... DEFキャップをタンクから取り外します。

444... タンクに必要量のDEFを充填します。充填中
にタンクに異物が混入していないかを確認し
てください。タンクに過剰に充填しないでく
ださい。 DEFについては，膨張分の余裕が必
要です。

注注注記記記:::DEFタンクの充填は，必ず水平な地面で実施し
てください。 寒冷時にはDEFが影響を受ける場合が
あります。詳細については，本取扱説明書寒冷時の
ディーゼルエキゾースト液を参照してください。

555... DEFタンクの開口部(2)は特殊な口径になって
います。 DEFタンクの充填には必ず適切なノ
ズルを使用してください。

注注注記記記:::DEF水準器上のキーは，充填前のDEFレベルを
示していますが，新規のDEFレベル値に移行しま
す。

666... DEFキャップを取り付けます。 DEFタンクに
漏れがないか目視点検します。

i06282054

デデディィィーーーゼゼゼルルルエエエキキキゾゾゾーーーススストトト液液液体体体
フフフィィィルルルタタタ --- 交交交換換換

• ディーゼルエキゾースト液体 （DEF）

図
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g03332612

代表例

化化化学学学薬薬薬品品品ののの不不不適適適切切切ななな取取取りりり扱扱扱いいいににによよよりりり，，，人人人身身身傷傷傷害害害ががが
発発発生生生すすするるる可可可能能能性性性がががああありりりままますすす。。。

ノノノズズズルルルののの清清清掃掃掃作作作業業業ににに必必必要要要なななすすすべべべてててののの保保保護護護具具具ををを使使使用用用
すすするるるよよようううにににすすするるるこここととと。。。

使使使用用用すすするるる化化化学学学薬薬薬品品品のののラララベベベルルルおおおよよよびびび製製製品品品安安安全全全デデデーーータタタ
シシシーーートトトににに記記記載載載ささされれれたたたすすすべべべてててののの指指指示示示ととと危危危険険険性性性ををを読読読んんん
ででで理理理解解解すすするるるこここととと。。。

化化化学学学薬薬薬品品品ののの取取取扱扱扱いいい，，，保保保管管管おおおよよよびびび廃廃廃棄棄棄にににつつついいいてててははは，，，
化化化学学学薬薬薬品品品メメメーーーカカカががが推推推奨奨奨すすするるるすすすべべべてててののの安安安全全全上上上ののの注注注意意意
事事事項項項ににに従従従うううこここととと。。。

注意
整備や修理の前には必ず、エンジンが停止している
ことを確かめてください。

111... 27 mmの十二角（バイヘックス）ソケットを
使用して，DEFフィルタキャップ(3)を取り外
します。

222... ラバーコーンインサート(2)をDEFフィルタ
(1)から取り外します。
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図
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g03332637

代表例

333... DEFフィルタリムーバル工具(4)をDEFフィル
タ(1)に挿入し，DEFフィルタ(1)を取り外し
ます。

注注注記記記:::DEFフィルタ(1)を取り外し時にひねらないよ
うにしてください。 ひねると，断裂が発生する可能
性があります。

444... フィルタハウジング周辺の汚れを落としま
す。

555... ディーゼル排出液または蒸留水を使用して，
新しいDEFフィルタ(1)のシールを潤滑しま
す。

666... 新しいDEFフィルタ(1)とラバーコーンイン
サートを取り付けます。

注注注記記記:::DEFフィルタ(1)を取り付け時にひねらないよ
うにしてください。 ひねると，断裂が発生する可能
性があります。

777... キャップ(3)を取り付けます。 キャップを
20 N·m (177 lb in)のトルクで締め付けます。

i06281814

デデディィィーーーゼゼゼルルル粒粒粒子子子状状状物物物質質質フフフィィィルルルタタタ
－－－ 清清清掃掃掃

ディーゼルパーティキュレートフィルタの清掃
が必要になったときは，利用可能なオプション
について最寄りのPerkins 代理店にお問い合わ
せください。

エレクトリックコントロールモジュール内の灰
分モニタリングシステムをリセットする必要が
あります。

i05156902

被被被駆駆駆動動動装装装置置置 --- 点点点検検検

被駆動装置に対する次のメンテナンスで推奨さ
れる事項の詳細については，OEM仕様を参照。

• 点検

• 調整

• 潤滑

• その他のメンテナンスの推奨事項

被駆動装置についてOEMの推奨するメンテナン
スは，すべて実施すること。

i04191170

エエエンンンジジジンンン－－－清清清掃掃掃

高高高電電電圧圧圧ににによよよりりり重重重傷傷傷事事事故故故まままたたたははは死死死亡亡亡事事事故故故ををを起起起こここすすす恐恐恐
れれれがががああありりりままますすす。。。

湿湿湿気気気のののたたためめめににに導導導電電電パパパスススががが形形形成成成ささされれれるるるここことととがががああありりりままま
すすす。。。

電電電気気気系系系統統統がががOOOFFFFFFににになななっっっててていいいるるるここことととををを確確確かかかめめめてててくくくだだだ
さささいいい。。。始始始動動動制制制御御御装装装置置置をををロロロッッックククししし、、、制制制御御御装装装置置置ににに “““運運運
転転転禁禁禁止止止”””ののの札札札ををを取取取りりり付付付けけけてててくくくだだださささいいい。。。

注意
エンジン上に堆積しているグリースおよびオイルに
よって火災が発生する恐れがあります。常にエンジ
ンをきれいな状態に保ってください。エンジン上に
クズや液体がこぼれて堆積している場合は、必ず取
り除いてください。
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エンジンを定期的に清掃することを推奨しま
す。エンジンをスチーム洗浄することによっ
て、堆積したオイルやグリースを除去できま
す。清潔なエンジンは次の効用をもたらしま
す。

• 液体漏れの容易な検出

• 高い熱伝導率

• 容易な保守整備

注注注記記記:::エンジン清掃時に過剰な水を使用して電気コ
ンポーネントが損傷しないように注意してくださ
い。 圧力ウォッシャやスチーム･クリーナを電気コ
ネクタやコネクタ背面へのケーブル接点に決して向
けないでください。 オルタネータ、スタータ、ECM
といった電装部品にはスチームを当てないでくださ
い。 フュエル･インジェクション･ポンプが液体に触
れないように保護してエンジンを洗浄します。

後処理
エンジン清掃プロセス中、水または洗浄液が後
処理システム内に侵入しないようにしてくださ
い。洗浄液が後処理システム内に入ると、シス
テムが損傷する可能性があります。

i05481095

エエエンンンジジジンンン・・・エエエアアア･･･クククリリリーーーナナナ･･･エエエレレレ
メメメンンントトト（（（二二二重重重エエエレレレメメメンンントトト））） --- 検検検
査査査///清清清浄浄浄///交交交換換換

注意
エア･クリーナ･エレメントを装着しない状態で、エ
ンジンを絶対に運転しないでください。エア･ク
リーナ･エレメントが損傷した状態で、エンジンを
絶対に運転しないでください。プリーツ、ガスケッ
トまたはシールの損傷しているエア･クリーナ･エレ
メントは使用しないでください。エンジンに塵埃が
侵入してエンジン構成部品の早期摩耗および損傷を
起こします。エア･クリーナ･エレメントは、浮遊し
ている塵埃が空気取入れ口から侵入するのを防止し
ます。

注意
エンジンに塵埃が侵入するため、エンジン運転中に
は絶対にエア･クリーナ･エレメントの保守整備作業
を行わないでください。

エアクリーナエレメントの整備
注注注記記記:::エアフィルタシステムがPerkins 製でない場
合があります。 以降の手順は，一般的なエアフィル
タシステムに関するものです。 手順については，
OEMの資料を参照してください。

エアクリーナエレメントが目詰まりすると，空
気の圧力によってエアクリーナエレメントの素
材が裂ける場合があります。吸入空気がフィル
タで濾過されなくなると，エンジン内部の摩耗
が著しく加速します。用途に適したエアクリー
ナエレメントについては，OEM情報を参照して
ください。

• プレクリーナ（装着の場合）およびダストボウル
に汚れやごみが溜まっていないか毎日点検してく
ださい。 必要に応じて汚れおよび異物をすべて
除去します。

• 異物の多い環境で運用する場合は，より頻繁なエ
アクリーナエレメントの整備が必要になる場合が
あります。

• エアクリーナエレメントは，少なくとも1年に1度
交換します。 交換は清掃の回数に関係なく行
う。

汚れたエアクリーナエレメントは，きれいなエ
アクリーナエレメントと交換してください。取
付け前には，エアクリーナエレメントのフィル
タ材に裂け目や穴がないか入念に点検してくだ
さい。エアクリーナエレメントのガスケットま
たはシールが損傷していないか点検します。交
換用のエアクリーナエレメントは，適正数を確
保しておくようにします。

二重エレメントエアクリーナ
二重エレメントエアクリーナは，プライマリエ
アクリーナエレメントとセコンダリエアクリー
ナエレメントから構成されています。

プライマリエアクリーナエレメントは，適切に
清掃と点検を行えば，最大6回まで使用できま
す。プライマリエアクリーナエレメントは，少
なくとも1年に1度の交換が必要です。交換は清
掃の回数に関係なく行う。

セコンダリエアクリーナエレメントについて
は，部品供給ができません。セコンダリエアク
リーナエレメントの交換が必要な場合は，OEM
の資料を参照してください。

ホコリや汚れの多い環境でエンジンを運用する
と，より頻繁なエアクリーナエレメントの交換
が必要となる場合があります。
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(1) カバー
(2) プライマリエアクリーナエレメント
(3) セコンダリエアクリーナエレメント
(4) エアインレット

11.. カバーを取り外す。プライマリエアクリー
ナエレメントを取り外します。

22.. プライマリエアクリーナエレメントの清掃を
3回実施するごとに，セコンダリエアクリー
ナエレメントを取り外して廃棄するようにし
ます。

注注記記::“プライマリエアクリーナエレメントの清
掃”を参照してください。

33.. ゴミが入らないよう，エアインレットをテー
プで塞いでください。

44.. エアクリーナカバーおよび本体の内部を，清
浄な乾いた布で清掃します。

55.. エアインレットからテープを取り外します。
セコンダリエアクリーナエレメントを取り付
けます。新品または清掃済みのプライマリエ
アクリーナエレメントを取り付けます。

66.. エアクリーナカバーを取り付けること。

77.. エアクリーナサービスインジケータをリセッ
トします。

プライマリエアクリーナエレメント
の清掃
プライマリフィルタエレメントの清掃可能回数
を判断する際は，OEM情報を参照してくださ
い。プライマリエアクリーナエレメントの清掃
時には，フィルタ材に裂け目や破れた個所がな
いか点検してください。プライマリエアクリー
ナエレメントは，少なくとも1年に1度の交換が
必要です。交換は清掃の回数に関係なく行う。

注意
エアクリーナエレメントを叩いたり，強い衝撃を与
えないでください。

プライマリエアクリーナエレメントは水で洗浄しな
いでください。

プライマリエアクリーナエレメントの清掃には，低
圧（最大207 kPa（30 psi））の圧縮空気または真空
掃除機を使用します。

エアクリーナエレメントを損傷させないように十分
に注意してください。

プリーツ，ガスケット，またはシールが損傷したエ
アクリーナエレメントは使用しないでください。

プライマリエアクリーナエレメントで行える清
掃回数の上限については，OEMの資料を参照し
てください。プライマリエアフィルタエレメン
トの清掃は3回以上行わないでください。プラ
イマリエアクリーナエレメントは，少なくとも
1年に1度交換してください。

エアフィルタエレメントを清掃しても，その寿
命が延びるわけではありません。

プライマリエアクリーナエレメントを清掃する
前には，目視点検を実施してください。エアク
リーナエレメントについては，プリーツ，シー
ル，ガスケット，およびアウタカバーに損傷が
ないかを確認します。損傷のあるエアクリーナ
エレメントは廃棄してください。

プライマリエアクリーナエレメントの清掃法は
2種類存在します。

• 圧縮空気

• バキューム清掃

圧縮空気

空空気気圧圧にによよりり人人身身事事故故をを起起ここすすおおそそれれががあありりまま
すす。。

次次のの正正ししいい手手順順をを踏踏ままなないいとと人人身身事事故故をを起起ここすすおお
そそれれががあありりまますす。。 圧圧縮縮空空気気をを使使用用すするるとときき,, 保保護護
フフェェーースス･･シシーールルドドおおよよびび保保護護服服をを着着用用ししててくくだだささ
いい。。

清清浄浄用用ののノノズズルルににおおけけるる空空気気圧圧はは220055 kkPPaa
((3300 ppssii))をを超超ええててははいいけけまませせんん。。

清掃を3回以上行っていないプライマリエアク
リーナエレメントは，清掃に圧縮空気を使用で
きます。フィルタ処理した最大圧力207 kPa
(30 psi)の乾燥圧縮空気を使用してください。
圧縮空気では，堆積した炭素やオイルは取り除
くことができない。
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図
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g00281692

注注注記記記:::プライマリエアクリーナエレメントの清掃手
順は，常に汚れていない面（内側）から始めて，異
物の粒子を汚れた面（外側）に押し出すようにしま
す。

圧縮空気がフィルタの縦方向に沿って流れるよ
う，エアホースをフィルタに向けてください。
紙製のプリーツを傷めないよう，プリーツの方
向に沿って作業してください。紙製のプリーツ
表面には，空気を直接吹き付けないでくださ
い。

注注注記記記:::詳細については，“プライマリエアクリーナ
エレメントの点検”を参照してください。

バキューム清掃
プライマリエアクリーナエレメントの汚れた面
（外側）に蓄積した異物を除去するには，真空
掃除機が適しています。特に真空掃除機の利用
は，乾燥してホコリの多い環境でプライマリエ
アクリーナエレメントを毎日清掃する必要があ
る時に便利です。

プライマリエアクリーナエレメントの汚れた面
（外側）を真空掃除機で清掃する前に，汚れて
いない面（内側）を圧縮空気で清掃することを
お勧めします。

注注注記記記:::詳細については，“プライマリエアクリーナ
エレメントの点検”を参照してください。

プライマリエアクリーナエレメントの点検

図
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g00281693

清浄で乾燥した状態のプライマリエアクリーナ
エレメントの点検をします。暗室または同様の
施設で60ワットの青色電灯を使用してくださ
い。青色電灯をプライマリエアクリーナエレメ
ントの内側に置きます。プライマリエアクリー
ナエレメントを回転させます。プライマリエア
クリーナエレメントに裂け目や穴がないか点検
します。プライマリエアクリーナエレメントの
フィルタ材を通過して明かりが漏れてくる箇所
がないかを点検します。必要に応じて，同じ部
品番号で新品のプライマリエアクリーナエレメ
ントと比較することで，検査の結果を検証しま
す。

フィルタ材に裂け目や穴のあるプライマリエア
クリーナエレメントは使用しないでください。
プリーツ，ガスケット，またはシールが損傷し
ているプライマリエアクリーナエレメントは使
用しないでください。損傷したプライマリエア
クリーナエレメントは廃棄してください。

i06282041

エエエンンンジジジンンン・・・エエエアアア･･･クククリリリーーーナナナ･･･エエエレレレ
メメメンンントトト（（（単単単一一一エエエレレレメメメンンントトト））） --- 検検検
査査査///清清清浄浄浄///交交交換換換

次の手順を実施する前に，取扱説明書エンジン
エアクリーナサービスインジケータ - 点検およ
び取扱説明書エンジンエアプレクリーナ点検/
清掃（装着の場合）の作業を済ませておいてく
ださい。
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注意
エア･クリーナ･エレメントを装着しない状態で、エ
ンジンを絶対に運転しないでください。エア･ク
リーナ･エレメントが損傷した状態で、エンジンを
絶対に運転しないでください。プリーツ、ガスケッ
トまたはシールの損傷しているエア･クリーナ･エレ
メントは使用しないでください。エンジンに塵埃が
侵入してエンジン構成部品の早期摩耗および損傷を
起こします。エア･クリーナ･エレメントは、浮遊し
ている塵埃が空気取入れ口から侵入するのを防止し
ます。

注意
エンジンに塵埃が侵入するため、エンジン運転中に
は絶対にエア･クリーナ･エレメントの保守整備作業
を行わないでください。

図
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(1) エアクリーナカバー
(2) エアフィルタエレメント
(3) エアインレット

111... エアクリーナカバー(1)を取り外し，エア
フィルタエレメント(2)を取り外します。

222... 異物が侵入しないように，エアインレット
(3)をテープまたはきれいな布で覆います。

333... エアクリーナカバー(1)の内側を清掃しま
す。 エアクリーナエレメントを保持する本体
の汚れも落としてください。

444... 交換用エレメントに損傷,汚れおよび異物
がないか点検します。

555... エアインレットの開口部にあるシールを取り
外します。

666... 損傷のないきれいなエアフィルタエレメント
(2)を取り付けます。

777... エアクリーナカバー(1)を取り付けます。

888... エアクリーナサービスインジケータをリセッ
トします。

i06136427

エエエンンンジジジンンン･･･エエエアアア･･･フフフィィィルルルタタタ･･･サササーーー
ビビビススス･･･イイインンンジジジケケケーーータタタ --- 点点点検検検
(装着の場合)

一部のエンジンでは，異なるサービスインジ
ケータが装備されている場合があります。

一部のエンジンには，吸入空気圧の差圧ゲージ
が装着されています。吸入空気圧の差圧ゲージ
は，エアクリーナエレメント前後の圧力を測定
し，その差を表示します。エアクリーナエレメ
ントが汚れると，差圧が大きくなります。エン
ジンに異なる種類のサービスインジケータが装
着されている場合は，OEMの推奨事項に従って
エアクリーナサービスインジケータの整備を
行ってください。

サービスインジケータは場合により，エアク
リーナハウジングのクリーン側または離れた位
置に取り付けられています。

図
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サービスインジケータ（代表例）

サービスインジケータを観察します。以下のい
ずれかの状態になった場合，エアクリーナエレ
メントを清掃するか交換する必要があります。

• 黄色のダイアフラムが赤い領域に入る。

• 赤色のピストンが目に見える位置でロックされ
る。

サービスインジケータの試験
サービスインジケータは重要な計器です。
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• 簡単にリセットできるかどうか点検してくださ
い。 サービスインジケータは，3回まで押すまで
にはリセットされると考えられます。

• エンジンを定格出力回転で運転した場合に，サー
ビスインジケータコアが動くことを確認します。
コアは，到達する最大負圧付近でラッチする必要
があります。

サービスインジケータが容易にリセットしない
場合，またはコアが最大負圧でラッチしない場
合は，サービスインジケータを交換する必要が
あります。新しいサービスインジケータがリ
セットしない場合は，サービスインジケータの
穴が詰まっている可能性があります。

塵埃が非常に多い環境では必要に応じて，サー
ビスインジケータをより頻繁に交換してくださ
い。運転条件に関係なく，サービスインジケー
タは毎年交換してください。エンジンをオー
バーホールしたときやエンジンの主要コンポー
ネントを交換したときは，サービスインジケー
タを交換してください。

注注注記記記:::新品のサービスインジケータを取り付けると
きに過剰な力を加えると，サービスインジケータの
上部に亀裂が生じる恐れがあります。 サービスイン
ジケータを2 N·m (18 lb in)のトルクで締め付けてく
ださい。

i06282053

エエエンンンジジジンンン･･･クククララランンンクククケケケーーーススス･･･ブブブ
リリリーーーザザザ --- 洗洗洗浄浄浄

高高高温温温のののオオオイイイルルルまままたたたははは構構構成成成部部部品品品ににによよよっっっててて人人人身身身事事事故故故ををを
起起起こここすすす恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。高高高温温温のののオオオイイイルルルまままたたたははは構構構成成成
部部部品品品ががが皮皮皮膚膚膚ににに触触触れれれななないいいよよようううにににしししてててくくくだだださささいいい。。。

注意
整備や修理の前には必ず、エンジンが停止している
ことを確かめてください。

いかなる部品を取り外す場合も，あらかじめブ
リーザアセンブリが清浄であることを確認して
ください。

図
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111... クリップ(5)を緩め，アウトレットホース(6)
を取り外します。 ホースの内部が清浄で，損
傷していないことを確認します。

222... ボルト(2)を取り外し，カバー(1)を取り外
す。ガスケット(3)を取り外します。

333... エレメント(4)を取り外します。

444... 新品のエレメント(4)および新品のガスケッ
ト(3)を取り付けます。

555... カバー(1)を取り付け，ボルト(2)をすべて取
り付けます。ボルト(2)を12 N·m (106 lb in)
のトルクで締め付けます。

666... クリップ(5)を使ってホース(6)を取り付け，
クリップをしっかりと締め付けます。

i05156891

エエエンンンジジジンンン･･･マママウウウンンントトト（（（防防防振振振装装装置置置)))
--- 点点点検検検

注注注記記記:::エンジンマウントは，Perkins から提供されて
いない場合もある。 エンジンマウントおよび適切な
ボルトの締付けトルクについては，OEMの資料を参
照。

100 SJBU9071
保守整備推奨項目
エンジン･クランクケース･ブリーザ -洗浄



エンジンマウントが劣化していないか，またボ
ルトが適切なトルクで締め付けられているかを
点検する。エンジンの振動が起こる原因として
は，次の状況が考えられる。

• エンジン取付けの不備

• エンジンマウントの劣化

• エンジンマウントの緩み

劣化の兆候が確認されたエンジンマウントは，
すべて交換する必要がある。推奨トルクについ
ては，OEMの資料を参照。

i04793946

エエエンンンジジジンンン･･･オオオイイイルルル･･･レレレベベベルルル --- 点点点検検検

高高高温温温のののオオオイイイルルルややや構構構成成成部部部品品品ににによよよりりり人人人身身身事事事故故故ををを起起起こここすすす
おおおそそそれれれがががああありりりままますすす。。。高高高温温温のののオオオイイイルルルややや構構構成成成部部部品品品ががが肌肌肌
ににに触触触れれれななないいいよよようううにににしししてててくくくだだださささいいい。。。

図
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標準的なオイル・レベル・ゲージの取り付け

(1) オイル･フィラ･キャップ
(2) オイル･レベル･ゲージ

図
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オイル・レベル・ゲージの部分的な外観

(Y) “ADD”（追加）マーク
(X) “FULL”（上限）マーク

注意
この保守整備はエンジンが停止している状態で行っ
てください。

注意
クランクケースにオイル･レベルゲージ(ディップス
ティック)の “FULL(上限)” マークを超えてオイルを
注入すると、エンジンを損傷する恐れがあります。

クランクケースにオイルが過剰に入ると、クランク
シャフトがオイルに漬かってしまう恐れがありま
す。これにより発生出力が低下し、また気泡をオイ
ルに押し込むことになります。この気泡(泡)は、次
の問題の原因となる恐れがあります。オイルの潤滑
力低下,オイル圧力低下,冷却不足,クランクケース･
ブリーザからのオイル噴出 および オイル消費量増
加。

過剰なオイル消費はピストンと燃焼室に付着物を形
成させます。燃焼室の付着物により次の問題が起こ
ります。バルブのガタリング,ピストン･リング下部
のカーボン詰りおよびシリンダ･ライナの摩耗。

オイル･レベルが、オイル･レベルゲージの “FULL(上
限)” マークを超えている場合は、ただちにオイルを
排出してください。

111... オイル・フィラ・キャップを取り外し、オイ
ル・レベルをチェックします。オイル・レベ
ル・ゲージ(（1）)のオイル・レベルを
“「ADD（追加）」”マークと(（Y)）と
“「FULL（満タン）」”マーク(（X）)の間に
維持します。 “「FULL（満タン）」”マーク
(X)を超えて、クランクケースにオイルを充
填しないでください。

222... このエンジン用の適切なオイルの種類を選択
するには、本取扱説明書「推奨燃料」を参照
してください。

333... オイル･フィラ･キャップを清掃します。オ
イル･フィラ･キャップを取り付けます。

444... 充填したオイル量を記録します。次回のオ
イル･サンプルと分析用に、前回のサンプル
以降追加されたオイルの合計量を含めます。
この情報を記録しておくと、最も精度の高い
オイル分析を行うのに役立ちます。
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i05156914

エエエンンンジジジンンン･･･オオオイイイルルル･･･サササンンンプププルルル --- 採採採
取取取

エンジン潤滑用のオイルの状態は，予防メンテ
ナンスプログラムの一部として定期的に点検す
ることもできる。 Perkins は，オプションの1
つとしてオイルサンプリングバルブを用意して
いる。オイルサンプリングバルブ（装着の場
合）の目的は，エンジン潤滑オイルのサンプル
収集を定期的に行うことである。 オイルサンプ
リングバルブは，フィルタヘッドまたはシリン
ダブロックに配置されている。

Perkins は，オイルのサンプル採取について，
サンプリングバルブの使用を推奨している。サ
ンプリングバルブを使用することで，サンプル
の品質および一貫性が向上する。 サンプリン
グ・バルブの場所により、通常のエンジンの運
転中に加圧されて流れているオイルを入手する
ことができます。

サンプルおよび分析の入手

高高高温温温のののオオオイイイルルルまままたたたははは構構構成成成部部部品品品ににによよよっっっててて人人人身身身事事事故故故ををを
起起起こここすすす恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。高高高温温温のののオオオイイイルルルまままたたたははは構構構成成成
部部部品品品ががが皮皮皮膚膚膚ににに触触触れれれななないいいよよようううにににしししてててくくくだだださささいいい。。。

最大限に正確な分析結果を得るには，オイルの
サンプル収集前に次の情報を記録しておくこ
と。

• サンプル収集の実行日

• エンジン･モデル

• エンジン番号

• エンジンの稼働時間

• 最終オイル交換以降の累積時間

• 最終オイル交換以降の充填オイル量

サンプルの格納容器に汚れや水分がないことを
確認する。同じくサンプルの格納容器について
は，適切なラベル表示がされている必要があ
る。

クランクケース内のオイルを代表するサンプル
を採取するために、よく攪拌された暖かいオイ
ルをサンプルとして採取します。

オイル・サンプルへの異物混入を避けるため
に、サンプル採取に使用されるツールや備品に
汚れがないようにします。

このサンプル試験では，オイルの品質, オイル
に混入したクーラントの有無,オイルに混入し
た金属粒子（鉄分）の有無およびオイルに混
入した金属粒子（鉄分以外）の有無を確認でき
る。

i06282036

エエエンンンジジジンンン･･･オオオイイイルルルおおおよよよびびびフフフィィィルルル
タタタ --- 交交交換換換

高高高温温温のののオオオイイイルルルまままたたたははは構構構成成成部部部品品品ににによよよっっっててて人人人身身身事事事故故故ををを
起起起こここすすす恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。高高高温温温のののオオオイイイルルルまままたたたははは構構構成成成
部部部品品品ががが皮皮皮膚膚膚ににに触触触れれれななないいいよよようううにににしししてててくくくだだださささいいい。。。

注意
製品の点検、保守整備、試験、調整、修理作業中に
液体類がこぼれないようにしてください。液体類の
入っている部分を開いたり、液体類の入っている構
成部品を分解する際には、液体類を回収する適切な
容器を準備してください。

液体類は、必ず地域の法規則に従って廃棄してくだ
さい。

注意
すべての部品をきれいにして汚染物を除去してくだ
さい。

汚染物があると摩耗が早まり構成部品の耐用年数を
短縮させます。

エンジンが冷めているときにエンジン潤滑油を
抜き取らないでください。エンジン潤滑油が冷
めていると，浮遊廃物粒子がオイルパンの底に
沈殿します。オイルを冷めた状態で排出する
と，こうした廃物粒子を取り除くことができま
せん。エンジンが停止した状態でオイルパンの
排出を行ってください。オイルパンからの排出
は，オイルが温かいうちに行ってください。こ
の抜き取り手順に従うことで，オイル中に浮遊
している廃物粒子を適切に排出させることがで
きます。

この推奨手順に従わないと，新しいオイルを充
填しても，エンジンの潤滑系統を廃物粒子が循
環することになります。

エンジン潤滑油の排出
注注注記記記:::使用する容器のサイズが廃棄オイルを収集で
きる大きさであることを確認してください。
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通常の作動温度でのエンジン回転後，エンジン
を停止させます。下記のいずれかの方法によ
り，エンジンのオイルパンの排出を行います。

• ドレーンバルブの装備エンジンの場合，ドレーン
バルブのノブを反時計回り方向に回してオイルを
排出させます。 オイルの排出後，ドレーンバル
ブのノブを時計回り方向に回してドレーンバルブ
を閉じます。

• エンジンにドレーン･バルブが装備されていない
場合は、ドレーン･プラグを外してオイルを排出
します。

オイルを排出した後，オイルドレーンプラグを
洗浄します。必要に応じて，O-リングシールを
交換してからプラグを取り付けます。ドレーン
プラグを35 N·m (26 lb ft)のトルクで締め付け
ます。

オイル･フィルタの交換

注意
Perkinsのオイルフィルタは，Perkinsの仕様に準拠
して製造されています。 Perkinsが推奨していない
オイルフィルタを使用すると，エンジンベアリング
とクランクシャフトに重大な損傷が起きる恐れがあ
ります。これは，エンジン潤滑システムに未濾過オ
イルによる大きな廃物粒子が侵入するためです。オ
イルフィルタは，Perkins推奨のものだけを使用し
てください。

11.. 適切な工具を用いてオイルフィルタを取り外
します。

図
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22.. シール面(1)の汚れを落とします。

33.. きれいなエンジンオイルを新しいオイルフィ
ルタ(3)のOリングシール(2)に塗布します。

注意
取付け前に，オイルフィルタにオイルを充填しない
でください。このオイルは濾過されておらず，汚れ
ている可能性があります。汚れたオイルによってエ
ンジンコンポーネントの磨耗が進む恐れがありま
す。

44.. 新しいオイルフィルタ(3)を取り付けます。
Oリングがシール面(2)に接触するまで，オイ
ルフィルタを回します。さらに，オイルフィ
ルタを1回転させます。容器を取り外し，各
地域の規則に従って廃棄オイルを処分してく
ださい。

オイルパンの充填
11.. フィラキャップを取り外す。適切なオイル

の詳細については，本取扱説明書液体に関す
る推奨事項を参照してください。適切な量の
新しいエンジン潤滑油を，オイルパンに充填
します。充填容量の詳細については，本取扱
説明書交換時の容量を参照してください。
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222... エンジンを始動させ，ローアイドルで2分間
運転させます。この手順は，潤滑系統および
オイルフィルタにオイルを充填させるための
ものです。オイルフィルタにオイル漏れがな
いか点検します。

333... エンジンを停止し，オイルがオイルパンに戻
るまで最低10分間待ちます。

444... オイルレベルゲージを抜いて，オイルレベル
を点検します。オイルレベルは，オイルレベ
ルゲージの側面に記された「ADD」マークと
「FULL」マークの間になるようにしてくださ
い。

i06282028

エエエンンンジジジンンン･･･バババルルルブブブ･･･ラララッッッシシシュュュ －－－
点点点検検検

新しいエンジン，再度組み立てられたエンジ
ン，または再生エンジンの初期バルブラッシュ
調整は，最初の定期オイル交換時に実施するよ
う推奨しています。この調整は，バルブトレー
ンコンポーネントに初期摩耗またはバルブト
レーンのコンポーネントの取付け位置安定のた
めに必要である。

エンジン耐用年数を最大限に延ばすため，潤滑
および予防メンテナンス計画の一環として
Perkins ではこのメンテナンスを推奨していま
す。

注意
この保守整備作業を実施するのは、有資格整備士に
限ります。完全なバルブ･ラッシュ調整手順につい
ては、サービス･マニュアルをご参照いただくか、
あるいは最寄のパーキンス 社販売店、またはパー
キンス 社特約代理店にお問い合わせください。

パーキンス 社製エンジンを不適切なバルブ・ラッ
シュで運転すると、エンジン効率が減退し、その上
エンジン構成部品の耐用年数も短くなります。

こここののの保保保守守守整整整備備備中中中ははは、、、エエエンンンジジジンンンががが始始始動動動ででできききななないいいよよよううう
にににしししてててくくくだだださささいいい。。。人人人身身身事事事故故故ををを防防防ぐぐぐたたためめめ、、、始始始動動動モモモーーー
タタタををを使使使っっってててフフフララライイイホホホイイイーーールルルををを回回回さささななないいいでででくくくだだださささ
いいい。。。

高高高温温温のののエエエンンンジジジンンン構構構成成成部部部品品品ににによよよっっっててて、、、火火火傷傷傷事事事故故故ををを起起起
こここすすす恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。バババルルルブブブ･･･ラララッッッシシシュュュ･･･クククリリリアアアラララ
ンンンスススののの測測測定定定／／／調調調整整整ををを行行行ううう前前前ににに、、、充充充分分分にににエエエンンンジジジンンンををを
冷冷冷ままましししてててくくくだだださささいいい。。。

バルブラッシュを測定する前には，エンジンを
停止したことを確かめる。精度の高い測定を行
うため，バルブが冷えてからこの整備を実施す
る。

バルブの調整中に，バルブトレーンに摩耗や損
傷がないか目視で点検してください。

手順の詳細については，作動原理，試験および
調整Engine Valve Lash - Inspect/Adjustを参照
してください。

i06282035

燃燃燃料料料系系系統統統－－－プププララライイイミミミンンングググ

注意
汚れが燃料系統に入らないように注意してくださ
い。取り外す燃料系統構成部品の周囲は特に念入り
に清掃してください。取り外した燃料系統構成部品
には適切なカバーを取り付けてください。

図
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(1) フュエルプライミングポンプ
(2) フュエルプライミングスイッチ

111... フュエルシステムのプライミングは，キース
イッチまたはリモート取付けスイッチ(2)か
ら行うことができます。

222... フュエルプライミングスイッチ(2)を「ON」
位置に回します。 フュエルプライミングス
イッチを2分間「ON」位置で保持します。
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333... ウォータセパレータが燃料で満たされている
ことを確かめる。

444... ウォータセパレータが燃料で満たされていな
い場合，フュエルプライミングスイッチを
「OFF」にしてから，エンジン始動スイッチ
を「ON」にします。この操作により，フュエ
ルプライミングポンプが再度プライミングを
行います。

555... ウォータセパレータに燃料が充填されたら，
エンジンの始動を試みます。始動後のエンジ
ンの回転が不安定な場合またはミスファイヤ
する場合，ローアイドルで運転を続けて，エ
ンジンの回転を安定させること。エンジンを
始動できない場合，またはエンジンが依然と
して失火するか，あるいは排煙を排出する場
合は，手順1を繰り返します。

フュエルシステムのプライミングは，キース
イッチを使用してでも行うことができます。
キーを2分間「ON」位置で保持します。 2分後，
フュエルシステムがプライミングされます。必
要に応じてキースイッチのサイクル操作を行う
ことで，システムのプライミングが再度2分間
行われます。

i06282052

燃燃燃料料料系系系統統統プププララライイイマママリリリ･･･フフフィィィルルルタタタ
（（（ウウウォォォーーータタタ･･･セセセパパパレレレーーータタタ）））エエエレレレ
メメメンンントトト －－－ 交交交換換換

燃燃燃料料料ががが高高高熱熱熱ののの表表表面面面まままたたたははは電電電気気気回回回路路路部部部品品品ののの上上上ににに漏漏漏れれれ
たたたりりり、、、こここぼぼぼれれれたたたりりりすすするるるととと、、、火火火災災災ががが発発発生生生すすするるる恐恐恐れれれががが
ああありりりままますすす。。。人人人身身身事事事故故故ををを防防防ぐぐぐたたためめめ、、、燃燃燃料料料フフフィィィルルルタタタままま
たたたはははウウウオオオーーータタタ･･･セセセパパパレレレーーータタタををを交交交換換換すすするるる場場場合合合ははは、、、始始始動動動
スススイイイッッッチチチををを「「「OOOFFFFFF」」」位位位置置置ににに回回回しししてててくくくだだださささいいい。。。燃燃燃料料料
がががこここぼぼぼれれれたたた場場場合合合ははは直直直ちちちににに取取取除除除いいいてててきききれれれいいいにににしししてててくくく
だだださささいいい。。。

注意
汚れが燃料系統に入らないように注意してくださ
い。取り外す燃料系統構成部品の周囲は特に念入り
に清掃してください。取り外した燃料系統構成部品
には適切なカバーを取り付けてください。

注意
フュエル･フィルタを取り付ける前にフィルタに燃
料を充填しないでください。燃料がろ過されず、汚
れる可能性があります。異物を含む燃料によって、
フュエル･システムの部品の摩耗が早まります。
フュエル･システムは、エンジン始動前にプライミ
ングが必要です。

燃料中の水分はエンジンの不安定な作動の原因
となります。燃料中の水分は、電子制御ユニッ
ト･インジェクタ（EUI）の故障の原因となる場
合があります。燃料に水分が混入している場
合、通常予定されているメンテナンス間隔に達
する前にエレメントを交換する必要が生じま
す。

プライマリ･フィルタ/ウォータ･セパレータに
は、セカンダリ･フュエル･フィルタの耐用年数
を延ばすための濾過機能もあります。エレメン
トは定期的に交換しなければなりません。バ
キュームゲージが取り付けられていている場合
は，プライマリフィルタ/ウォータセパレータ
を50 ~ 70 kPa (15 ~ 20 in Hg)で交換する必要が
あります。

図
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111... メイン燃料供給バルブを閉じます。
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222... プライマリフュエルフィルタの下に適切な容
器を置き，こぼれ落ちる流体を受けます。 こ
ぼれた流体があれば拭き取ってください。

333... プライマリフュエルフィルタの外側を清掃し
ます。

444... ボウル(6)およびO-リングシール(5)を取り外
します。適切な工具を使用して，スピンオン
フィルタ(4)を取り外します。

555... シール面(2)が清浄であることを確認しま
す。 新品のスピンオンフィルタのO-リング
シール(3)に清浄なディーゼル燃料を塗布し
ます。

666... 新品のスピンオンフィルタをフィルタベース
(1)に取り付けます。 O-リングシール(3)が
シール面(2)に接触するまで，フィルタを回
します。さらに，スピンオンフィルタを3/4
回転させます。

777... ボウル(6)が清浄であることを確認します。
必要に応じて，新品のO-リングシール(5)を
ボウル(6)に取り付け，ボウルをフィルタア
センブリに取り付けます。

888... ボウルを手で締め付けます。ボウルの最大ト
ルクは10 N·m (88 lb in)です。

999... プライマリフュエルフィルタを交換した場合
は，セコンダリフュエルフィルタも交換する
必要があります。詳しくは，本取扱説明書
フュエルシステム - セコンダリフィルタ - 交
換を参照してください。

111000... 各地域の規則に従って，流体および使用済
みのフィルタを廃棄します。

i06281819

燃燃燃料料料系系系統統統プププララライイイマママリリリ･･･フフフィィィルルルタタタ
／／／ウウウォォォーーータタタ／／／セセセパパパレレレーーータタタ －－－ 排排排
出出出

燃燃燃料料料ががが高高高熱熱熱ののの表表表面面面まままたたたははは電電電気気気回回回路路路部部部品品品ののの上上上ににに漏漏漏れれれ
たたたりりり、、、こここぼぼぼれれれたたたりりりすすするるるととと、、、火火火災災災ががが発発発生生生すすするるる恐恐恐れれれががが
ああありりりままますすす。。。人人人身身身事事事故故故ををを防防防ぐぐぐたたためめめ、、、燃燃燃料料料フフフィィィルルルタタタままま
たたたはははウウウオオオーーータタタ･･･セセセパパパレレレーーータタタををを交交交換換換すすするるる場場場合合合ははは、、、始始始動動動
スススイイイッッッチチチををを「「「OOOFFFFFF」」」位位位置置置ににに回回回しししてててくくくだだださささいいい。。。燃燃燃料料料
がががこここぼぼぼれれれたたた場場場合合合ははは直直直ちちちににに取取取除除除いいいてててきききれれれいいいにににしししてててくくく
だだださささいいい。。。

注意
汚れが燃料系統に入らないように注意してくださ
い。取り外す燃料系統構成部品の周囲は特に念入り
に清掃してください。取り外した燃料系統構成部品
には適切なカバーを取り付けてください。

図
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111... エンジンが停止していることを確認します。
ドレーン(1)を開きます。ドレーンは自己換
気式ドレーンである。排出される水を，適当
な容器に回収します。水は適切に処理する。

222... ドレーン(3)を閉めます。
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注意
ウォータ･セパレータは、通常のエンジン運転中は
吸引下にあります。燃料系統に空気が入るのを防ぐ
ために、ドレーン･バルブがしっかり締まっている
か確かめてください。

i06282024

燃燃燃料料料系系系統統統セセセコココンンンダダダリリリ･･･フフフィィィルルルタタタ
－－－ 交交交換換換

燃燃燃料料料ががが高高高熱熱熱ののの表表表面面面まままたたたははは電電電気気気回回回路路路部部部品品品ののの上上上ににに漏漏漏れれれ
たたたりりり、、、こここぼぼぼれれれたたたりりりすすするるるととと、、、火火火災災災ががが発発発生生生すすするるる恐恐恐れれれががが
ああありりりままますすす。。。人人人身身身事事事故故故ををを予予予防防防すすするるるたたためめめ、、、燃燃燃料料料フフフィィィルルル
タタタまままたたたはははウウウォォォーーータタタ･･･セセセパパパレレレーーータタタ･･･エエエレレレメメメンンントトトををを交交交換換換
すすするるる場場場合合合ははは、、、始始始動動動スススイイイッッッチチチをををOOOFFFFFF位位位置置置ににに回回回しししてててくくく
だだださささいいい。。。燃燃燃料料料がががこここぼぼぼれれれたたた場場場合合合ははは直直直ちちちににに取取取りりり除除除いいいててて
きききれれれいいいにににしししてててくくくだだださささいいい。。。

注意
汚れが燃料系統に入らないように注意してくださ
い。取り外す燃料系統構成部品の周囲は特に念入り
に清掃しておいてください。取り外された燃料系統
の部品には、適当なカバーを取り付けてください。

注意
整備や修理の前には必ず、エンジンが停止している
ことを確かめてください。

フフフュュュエエエルルルシシシススステテテムムムのののあああらららゆゆゆるるる整整整備備備にににおおおいいいててて遵遵遵
守守守すすすべべべききき清清清浄浄浄度度度基基基準準準ののの詳詳詳細細細ははは，，，作作作動動動原原原理理理，，，試試試
験験験おおおよよよびびび調調調整整整CCCllleeeaaannnllliiinnneeessssss ooofff FFFuuueeelll SSSyyysssttteeemmm
CCCooommmpppooonnneeennntttsssををを参参参照照照しししてててくくくだだださささいいい。。。

111... このメンテナンスを行う前に，燃料供給バル
ブ（装着の場合）を「OFF」位置にします。

222... フュエルフィルタの下に適切な容器を置き，
こぼれ落ちる燃料を受けます。こぼれた燃料
はすべて拭き取ってください。両方のフュエ
ルフィルタの外側ボディを清掃します。

図
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注注注記記記:::フュエルシステムには2つのセコンダリフィル
タがあり，その両方とも交換が必要です。

333... フュエルシステム内に残った燃料圧力を解放
しなければならない場合があります。燃料圧
力が下がるまで1分から5分待ちます。

444... 適切な工具を使用して，スピンオンフュエル
フィルタ(3)を取り外します。

555... シール面(1)が清浄であることを確認しま
す。新品のスピンオンフィルタのO-リング
シール(2)に清浄なディーゼル燃料を塗布し
ます。

666... 新品のスピンオンフィルタ(3)をフィルタ
ベースに取り付けます。 O-リングシール(2)
がシール面(1)に接触するまで，フィルタを
回します。さらに，スピンオンフィルタを1
回転させます。

777... 手順2から手順6を参照して，その他のセコン
ダリフュエルフィルタを交換します。

888... 燃料供給バルブを開きます。各地域の規則
に従って，流体および使用済みのフィルタを
廃棄します。
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999... プライマリフュエルフィルタは，セカンダリ
フュエルフィルタと同時に交換する必要があ
ります。取扱説明書フュエルシステムプライ
マリフィルタ（ウォータセパレータ）- 交換
を参照してください。エンジンの空気が除去
されている必要があります。プライマリおよ
びセコンダリフュエルフィルタの交換につい
ては，取扱説明書フュエルシステムのプライ
ミングを参照してください。

i04822082

燃燃燃料料料タタタンンンククク内内内ののの水水水おおおよよよびびび沈沈沈殿殿殿物物物
--- 排排排出出出

注意
製品の点検,保守整備,試験,調整および修理作業中
に液体類がこぼれないようにしてください。液体類
の入っている部分を開いたり、液体類の入っている
構成部品を分解する際には、液体類を回収する適切
な容器を準備してください。

液体類は、必ず地域の法規則に従って廃棄してくだ
さい。

燃料タンク
燃料の品質はエンジンの性能と耐用年数に係わ
る重要な要素です。燃料中に水が混入している
と、燃料系統に極度の摩耗を起こすことがあり
ます。

燃料タンクの充填中に、燃料に水が混入するこ
とがあります。

燃料が加熱され、冷却されると結露が起きま
す。この結露は、燃料が燃料系統を通過して燃
料タンクに戻るときに発生します。 これにより
燃料タンクに水が溜まります。燃料タンクの水
抜きを定期的に実施し、信頼できる燃料供給元
から燃料を入手することは、燃料に水分が混入
するのを防ぐのに役立ちます。

水分および沈殿物の排出
燃料タンクは、水および沈殿物をタンクの底か
ら排出できる構造になっています。

燃料タンクの底部にあるドレーン･バルブを開
いて、水および沈殿物を排出してください。ド
レーン･バルブを閉めててください。

燃料は毎日点検してください。燃料タンクに燃
料を充填した後、タンクから水と沈殿物を排出
する前に5分間待ってください。

毎日、運転後には燃料補給を行い、湿った空気
をタンクから追い出してください。これは結露
の防止に役立ちます。タンクの一番上まで燃料
を充填しないでください。燃料は温まると膨張
します。タンクから燃料がこぼれる可能性があ
ります。

燃料タンクによっては、水分や沈殿物が供給パ
イプ先端より下に溜まるように配置された供給
パイプを持つものがあります。また一部の燃料
タンクには、タンク底から直接燃料を取り出す
構造の供給配管を持つものがあります。エンジ
ンにこのシステムが採用されている場合は、燃
料系統フィルタを定期的に保守整備することが
重要です。

燃料貯蔵タンク
次の時点で、燃料貯蔵タンクから水および沈殿
物を排出してください。

• 毎週

• 整備時

• タンク充填時

これにより水分または沈殿物が、燃料貯蔵タン
クからエンジンの燃料タンクに汲み出されるこ
とを防止できます。

大容量貯蔵タンクを移動した場合や補給した場
合は、沈殿物が落ち着くよう、エンジンの燃料
タンクに補給するまでに充分時間を置きます。
大容量貯蔵タンク中の内部バッフルも沈殿物を
捕捉するのに役立ちます。貯蔵タンクからポン
プ圧送される燃料を濾過すると、燃料の品質確
保に役立ちます。 可能な場合は、ウォータ･セ
パレータを使用してください。

i06282027

ガガガススス排排排気気気フフフィィィルルルタタタ･･･エエエレレレメメメンンントトト
--- 交交交換換換
(装着の場合)

高高高温温温のののオオオイイイルルルまままたたたははは構構構成成成部部部品品品ににによよよっっっててて人人人身身身事事事故故故ををを
起起起こここすすす恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。高高高温温温のののオオオイイイルルルまままたたたははは構構構成成成
部部部品品品ががが皮皮皮膚膚膚ににに触触触れれれななないいいよよようううにににしししてててくくくだだださささいいい。。。

注意
整備や修理の前には必ず、エンジンが停止している
ことを確かめてください。
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注意
製品の点検、保守整備、試験、調整および修理を実
施する場合は、液体類が確実に容器に収納されるよ
う十分注意を払ってください。液体類が入った区画
を開けたり液体類が入った構成部品を分解したりす
る前に、適切な容器で液体を回収する準備をしてお
いてください。

液体類はすべて地域の法規制と条例に従った方法で
廃棄してください。

図
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(A) キャップ
(B) キャップ

エレメントの整備
フィルタエレメントは，キャップ(A)または
キャップ(B)を取り外すことによって整備する
ことができます。ホース(4)の外側が清浄で，
異物が付着していないことを確認します。

キャップA

図
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11.. キャップ(A)をブリーザボディ(7)から取り外
します。フィルタエレメント(6)をブリーザ
ボディから取り外します。使用済みのフィル
タエレメントを廃棄します。

22.. 必要に応じて，O-リングシール(5)を取り外
して廃棄します。

33.. 新品のフィルタエレメント(6)の向きが正し
いことを確認し，フィルタエレメントをブ
リーザボディに取り付けます。必要に応じ
て，新品のO-リングシールをキャップ(A)に
取り付けます。

44.. 手の力だけでキャップ(A)を取り付けます。

キャップB
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図
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111... クリップ(1)を緩め，ホース(2)を取り外しま
す。 クリップ(3)を緩め，ホース(4)を取り外
します。図84 をご参照ください。

222... キャップ(B)をブリーザボディ(7)から取り外
します。必要に応じて，O-リングシール(8)
を取り外して廃棄します。

333... フィルタエレメント(6)をブリーザボディか
ら取り外し，使用済みのフィルタエレメント
を廃棄します。

444... 必要に応じて，新品のO-リングシール(8)を
取り付けます。

555... 新品のフィルタエレメント(6)の向きが正し
いことを確認し，フィルタエレメントをブ
リーザボディに取り付けます。

666... 手の力だけでキャップ(B)を取り付けます。

777... ホース(4)を取り付け，クリップ(3)をしっか
りと締め付けます。ホース(2)を取り付け，
クリップ(1)をしっかりと締め付けます。

i06282047

接接接地地地スススタタタッッッドドド －－－ 点点点検検検／／／清清清掃掃掃／／／
締締締付付付けけけ 　　　

バババッッッテテテリリリにににバババッッッテテテリリリ・・・ケケケーーーブブブルルルををを接接接続続続しししたたたりりり、、、
バババッッッテテテリリリかかからららバババッッッテテテリリリ・・・ケケケーーーブブブルルルををを切切切りりり離離離しししたたたりりり
すすするるるととときききににに、、、爆爆爆発発発ににによよよりりり重重重傷傷傷事事事故故故まままたたたははは死死死亡亡亡事事事故故故
ををを起起起こここすすす恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。 他他他ののの電電電気気気装装装置置置ををを接接接続続続ししし
たたたりりり切切切りりり離離離しししたたたりりりしししてててももも、、、爆爆爆発発発ににによよよりりり重重重傷傷傷事事事故故故ままま
たたたははは死死死亡亡亡事事事故故故ををを起起起こここすすす恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。 バババッッッテテテ
リリリ･･･ケケケーーーブブブルルルややや他他他ののの電電電気気気装装装置置置ををを接接接続続続しししたたたりりり切切切りりり離離離すすす
ととときききははは、、、爆爆爆発発発ののの危危危険険険がががななないいい環環環境境境でででのののみみみ実実実施施施しししてててくくく
だだださささいいい。。。

図
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電子装置用接地スタッドは，エンジンコントロール
モジュールの左上コーナー部にあります。

OEMハーネスの接続が良好な状態であるか点検
します。 OEMハーネスの状態を点検します。

電子装置用接地スタッドには，バッテリへの接
地ワイヤがなければなりません。オイル交換毎
に，電子装置用接地スタッドを締め付けます。
接地ワイヤとストラップは，エンジン接地部で
一緒に束ねる必要があります。すべての接続部
およびアースにゆるみや腐食がないこと。

• きれいな布を使って，電子装置用接地スタッドと
アースストラップ用ターミナルを清掃します。

• 接続部が腐食している場合は，重曹水溶液で接続
部を清掃してください。

• 電子装置用接地スタッドとストラップを清潔に維
持し，MPGMグリースかワセリンを塗布します。
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i06281820

ホホホーーースススおおおよよよびびびクククララランンンプププ －－－ 点点点検検検
／／／交交交換換換

高高高圧圧圧ののの燃燃燃料料料ににに触触触れれれるるるととと、、、液液液体体体ににによよよるるる貫貫貫通通通事事事故故故まままたたた
ははは火火火傷傷傷事事事故故故ををを起起起こここすすす恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。 高高高圧圧圧ののの燃燃燃料料料
ががが噴噴噴出出出すすするるるととと、、、火火火災災災事事事故故故ををを起起起こここすすす恐恐恐れれれがががああありりりままま
すすす。。。 こここれれれらららののの検検検査査査、、、保保保守守守整整整備備備、、、修修修理理理整整整備備備ににに関関関すすするるる
指指指示示示ににに従従従わわわななないいいととと、、、重重重傷傷傷事事事故故故まままたたたははは死死死亡亡亡事事事故故故ををを起起起
こここすすす恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。

作動中のエンジンを点検する場合，必ず該当の
点検手順を実施して流体が身体を貫通する危険
を回避してください。取扱説明書General
hazard Informationを参照してください。

すべてのホースに対し，次の状態に起因した漏
れがないかを点検します。

• 亀裂

• 軟化

• クランプの緩み

亀裂や軟化が生じているホースは交換してくだ
さい。クランプの緩みは，すべて締め付けてお
きます。

以下を確認します。

• フィッティング端の損傷や漏れ

• アウタカバーの摩耗や切込み

• 補強用ワイヤの露出

• アウタカバーの部分的な膨張

• ホース可動部の捻れや潰れ

• アウタカバーへの外装部の食い込み

定トルクホースクランプは，標準ホースクラン
プの代わりに使用できます。定トルクホースク
ランプを使用する場合は，標準クランプと同サ
イズであることを確かめてください。

極端な温度変化にさらされると，ホースに硬化
が生じます。ホースの硬化は，ホースクランプ
が緩む原因となります。この硬化により，漏れ
が生じるおそれがあります。定トルクホースク
ランプを使用すると，ホースクランプの緩みを
防ぐのに役立ちます。

設置用途はそれぞれ異なる場合があります。こ
うした違いには次の要因が関係します。

• ホースの種類

• フィッティング材料の種類

• 想定されるホースの伸縮

• フィッティングの伸縮具合

ホースとクランプの交換
フュエルホースの取外しと交換の詳細について
は，OEMの資料を参照してください（装着の場
合）。

ここに示しているのは，一般的なクーラント
ホースの交換手順です。クーラントシステムお
よびそこで用いるホースの詳細については，
OEMの資料を参照してください。

加加加圧圧圧シシシススステテテムムム：：：高高高温温温ののの冷冷冷却却却水水水ににによよよりりり重重重度度度ののの火火火傷傷傷事事事
故故故ををを起起起こここすすす恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。冷冷冷却却却系系系統統統のののフフフィィィラララーーー･･･
キキキャャャッッップププををを開開開けけけるるるととときききははは、、、エエエンンンジジジンンンををを停停停止止止ししし、、、冷冷冷
却却却系系系統統統ののの構構構成成成部部部品品品ががが冷冷冷めめめるるるまままででで待待待っっってててくくくだだださささいいい。。。
圧圧圧力力力ををを解解解放放放すすするるる場場場合合合ははは、、、冷冷冷却却却系系系統統統圧圧圧力力力キキキャャャッッップププををを
ゆゆゆっっっくくくりりりゆゆゆるるるめめめてててくくくだだださささいいい。。。

111... エンジンを停止してください。エンジンを
冷ましてください。

222... 圧力をすべて解放するには，クーリングシス
テムフィラキャップを徐々に緩めます。クー
リングシステムフィラキャップを取り外しま
す。

注注注記記記:::汚れていない適切な容器を用意して，そこに
クーラントを排出させます。 クーラントは再利用で
きます。

333... 交換しようとするホースより下に水位が到達
するまで，クーリングシステムからクーラン
トを排出します。

444... ホースクランプを取り外します。

555... 古いホースを取り外します。

666... 古いホースを新しいホースに交換します。

777... トルクレンチを用いてホースクランプを取り
付けます。

注注注記記記:::使用可能なクーラントについては，本取扱説
明書液体に関する推奨事項を参照してください。

888... クーリングシステムにクーラントを補充す
る。クーリングシステムの再充填の詳細につ
いては，OEMの資料を参照してください。
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999... クーリングシステムフィラキャップを洗浄し
ます。クーリングシステムフィラキャップの
シールを点検します。シールが損傷している
場合は，クーリングシステムフィラキャップ
を交換します。クーリングシステムフィラ
キャップを取り付けます。

111000... エンジンを始動します。クーリングシステ
ムに漏れがないか点検する。

フュエル･システム
フュエルシステムは，高圧と低圧の2つのセク
ションに分かれています。部品を取り外した
り，緩めたり，交換したりする場合は，あらか
じめ燃料圧力がパージされていることを確認し
てください。

接続部とホースが固定されていることを確認
し，漏れがないか点検してください。部品の取
外しまたは締付けが必要な場合は，分解および
組立マニュアルで詳細を確認してください。

i05925773

イイインンンジジジェェェクククタタタ（（（デデディィィーーーゼゼゼルルルエエエキキキ
ゾゾゾーーーススストトト液液液）））ののの交交交換換換
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代表的な例

111... ディーゼルエキゾースト液体（DEF，Diesel
Exhaust Fluid）ライン(1)をインジェクタ(4)
から取り外します。

222... 冷却水ライン(2)をインジェクタから取り外
します。

333... 電気コネクタ(3)をインジェクタから取り外
します。

444... ボルトをインジェクタから取り外して，イン
ジェクタを取り外します。

555... ガスケットを交換します。ガスケットの鋼
側は，ディーゼルパティキュレートフィルタ
（DPF，Diesel Particulate Filter）の吐出
側を向く必要があります。

666... インジェクタを交換する。

777... 焼付き防止剤をボルトのねじ部に塗布しま
す。

888... インジェクタのボルトを5 N·m (3.7 lb ft)の
トルクで締め付けます。すべてのボルトを
5 N·m (3.7 lb ft)のトルクで再度締め付けて
から，さらに90°回転させます。

999... 電気コネクタを接続します。

111000... 冷却水ラインを接続します。

111111... DEFラインを接続します。

i06281806

おおおうううばばばあああほほほおおおうううるるるのののけけけんんんとととううう
オオオーーーバババーーーホホホーーールルルののの検検検討討討

オーバーホールのソリューションについては，
最寄りのPerkins 代理店にお問い合わせくださ
い。

i04206416

パパパワワワーーー・・・テテテイイイクククオオオフフフ・・・クククラララッッッチチチ
--- チチチェェェッッッククク

注意
新しい動力取出装置は使用する前にクラッチ調整の
チェックを済ませてください。クラッチ調整は、最
初の10時間の運転のあとに、再度チェックしてくだ
さい。新しいクラッチ板には“慣らし”期間があり、
新しいクラッチ板が“なじむ”までクラッチを何度か
調整しなければならないことがあります。
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(（1）)説明プレート
(（2）)シリアル番号プレート

クラッチの“「装着」”後に、定期的にクラッ
チをチェックします。クラッチの劣化が頻繁か
つ比較的長期間続くようなヘビー・デューティ
用途の場合は、ライト・デューティ用途の場合
に比べて、より頻繁な調整が必要です。クラッ
チの調整が必要かどうかを判断するには、作動
トルクを測定する必要があります。

サービスに関する潤滑、調整、およびその他の
推奨事項の説明については、OEM情報および説
明プレート(（1）)を参照してください。説明
プレートに記載されているメンテナンスを実施
してください。

クククラララッッッチチチににに説説説明明明プププレレレーーートトト･･･カカカバババーーーがががななないいい場場場合合合ははは、、、エエエ
ンンンジジジンンンををを運運運転転転しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。人人人身身身事事事故故故ををを起起起こここ
すすす恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。

クククラララッッッチチチががが破破破裂裂裂しししたたた場場場合合合ははは、、、付付付近近近にににいいいるるる人人人ががが飛飛飛びびび
出出出しししたたた破破破片片片ににによよよりりり人人人身身身事事事故故故ををを起起起こここすすす恐恐恐れれれがががああありりりままま
すすす。。。 事事事故故故防防防止止止のののたたためめめ適適適切切切ななな安安安全全全措措措置置置ををを講講講じじじるるる必必必要要要
がががああありりりままますすす。。。

i04152083

ラララジジジエエエーーータタタ --- 清清清掃掃掃

注注注記記記:::使用環境の状況に合わせて清掃の頻度を調整
してください。

損傷したフィン、,腐食、,ほこり、,グリー
ス、,虫類、,枝葉、,オイル、およびおよび
その他の異物がないかラジエータを点検してく
ださい。必要であればラジエータを清掃しま
す。

エエエアアア圧圧圧力力力ででで人人人身身身事事事故故故ををを起起起こここすすす恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。

次次次ののの正正正しししいいい手手手順順順ににに従従従わわわななないいいととと人人人身身身事事事故故故ををを起起起こここすすす恐恐恐
れれれがががああありりりままますすす。。。 圧圧圧縮縮縮エエエアアアををを使使使用用用すすするるる場場場合合合ははは、、、保保保護護護
マママスススクククおおおよよよびびび保保保護護護服服服ををを着着着用用用しししてててくくくだだださささいいい。。。

首首首折折折式式式エエエアアア･･･ノノノズズズルルルををを使使使用用用しししたたた場場場合合合ののの最最最大大大清清清掃掃掃エエエアアア
圧圧圧力力力ははは、、、222000555 kkkPPPaaa (((333000 pppsssiii)))まままでででににに制制制限限限しししてててくくくだだださささ
いいい。。。

粘着性のない異物は、圧縮空気を使用して取り
除くことを推奨します。ファンの空気流と反対
方向から圧縮空気を吹きつけます。フィンに対
して、ノズルの位置を約 6 mm (0.25インチ)に
保ってください。 エア･ノズルをチューブに
沿って平行にゆっくり動かしてください。この
動きでチューブの間にある異物が取り除かれま
す。

この清掃で、加圧水を使用しても構いません。
清掃用に使用する加圧水は、 275 kPa (40 psi)
を超えてはなりません。付着した泥を柔らかく
するには、加圧水を使用してください。両側か
らコアの汚れを落としてください。

グリース除去剤とスチームを使って、オイルと
グリースを取り除いてください。コアの両側に
付着した汚れを落としてください。洗浄剤とお
湯を使ってコアを洗ってください。コアを清水
で完全に洗い流してください。

清掃が終わったら、エンジンを始動して高速ア
イドル回転数まで加速します。これを行うと、
異物の除去とコアの乾燥に役立ちます。エンジ
ンを停止してください。コアの汚れを検査する
ために、コアの後ろ側から電球で照らします。
必要であれば、清掃を繰り返します。

フィンに破損がないか点検してください。曲
がったフィンは“コーム”を使って元の形状に
戻してください。 溶接、,マウンチング・ブラ
ケット、,エア・ライン、, 接続、,クランプ、
およびおよびシールが良好な状態であるか点検
してください。必要に応じて修理してくださ
い。

i06282051

始始始動動動モモモーーータタタ －－－ 点点点検検検

Perkins からは，スタータモータの定期点検が
推奨されています。 スタータモータが故障して
いると，緊急事態にエンジンが始動しない危険
性があります。
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スタータモータが適切に作動するか点検しま
す。電気接続部を点検して清掃します。点検
手順の詳細および仕様については，整備解説書
を参照するか，最寄りのPerkins 代理店にお問
い合わせください。

i06282039

見見見回回回りりり点点点検検検

エンジンの漏れおよび接続の緩みの
点検
通常，1回の見回り点検に要する時間は数分程
度です。これらの点検を行うことは，費用のか
かる修理や事故の回避に寄与します。

エンジンの耐用年数を最大限に延ばすには，エ
ンジンの始動前にエンジンコンパートメントを
入念に点検してください。オイルやクーラント
の漏れ、ボルトのゆるみ、ベルトの摩耗、接続
部のゆるみ、ゴミの堆積などがないか点検して
ください。必要に応じて修理を行います。

• ガードは所定の位置になければなりません。 損
傷した保護ガードは補修し，欠損している保護
ガードは交換します。

• システムの汚染を防ぐため，エンジン整備の開始
前にはキャップおよびプラグの汚れをすべて拭き
取っておきます。

注意
液体の種類（冷却水、潤滑油、燃料）を問わず、漏
れが生じているときは、液体を清掃してください。
漏れが発見された場合は、発生源を突き止め、漏れ
を修理してください。液体漏れが疑われる場合は、
漏れの発生源を突き止めて修理するか、漏れの疑い
が晴れるまでは、推奨頻度よりも頻繁に液体レベル
を点検してください。

注意
エンジンやデッキ上に堆積しているグリースまたは
オイルによって火災が発生する恐れがあります。こ
れらの異物をスチーム洗浄または高圧洗浄水で除去
してください。

• 冷却用配管が適切にクランプされ，締め付けられ
ているか確認します。 漏れがないか点検する。
すべてのパイプの状態を点検します。

• ウォータ･ポンプにクーラントの漏れがないか点
検します。

注注注記記記:::ウォータポンプのシールは，クーリングシス
テム内のクーラントにより潤滑される。 エンジンが
冷えて，部品が収縮するにつれ，少量の漏れが発生
するが，これは異常ではない。

著しくクーラントが漏れている場合は，ウォー
タポンプシールの交換が必要な場合がありま
す。ウォータポンプの取外し，およびウォータ
ポンプやシールの取付けについては，エンジン
の整備解説書を参照するか，Perkins 代理店に
お問い合わせください。

• フロントクランクシャフトシール，リアクランク
シャフトシール，オイルパン，オイルフィルタ，
およびバルブカバーの潤滑系統に漏れがないか点
検してください。

• フュエルシステムに漏れがないか点検する。
フュエルラインクランプの緩み，あるいはフュエ
ルラインタイラップの緩みがないか点検します。

• エア･インレット･システムのパイプおよびエルボ
に亀裂やクランプの緩みがないか点検します。
ホースやチューブが他のホース，チューブ，ワイ
ヤリングハーネスに接触していないか確かめま
す。

• オルタネータベルトおよびアクセサリドライブベ
ルトに亀裂，破損，その他の損傷がないか点検し
てください。

複溝プーリのベルトは，セットで交換しなけれ
ばなりません。セットのうち1本のベルトだけ
交換すると，そのベルトには交換しなかったベ
ルトより大きな負荷がかかることになります。
古いベルトは引き伸ばされているからです。新
しいベルトに過剰な負荷がかかると，ベルトが
破断する危険性があります。

• 毎日フュエル･タンクから水および沈殿物を抜き
取って、きれいな燃料だけがフュエル･システム
に供給されることを確かめてください。

• 配線およびワイヤリングハーネスについて，接続
部の緩みおよびワイヤの摩耗や擦切れがないか点
検します。

• アースストラップについて，接続や形状に不良が
ないか点検します。

• ECMからシリンダヘッドのアースストラップまで
に接続不良や形状不良がないか点検します。

• バッテリ充電器については，スタータモータのド
レイン電流に対して保護されていないものはすべ
て切り離しておきます。 エンジンのバッテリに
ついては，メンテナンスフリーでない場合，バッ
テリの状態および電解液レベルを点検します。

• ゲージ類の状態を点検します。 ひび割れている
ゲージ類は交換してください。 調整できない
ゲージは交換してください。
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後処理システム

冷却水ライン，ディーゼルエキゾースト液
（DEF）ラインおよび電気接続の状態を確認し
ます。すべてのクランプ，クリップ，タイラッ
プに緩みがなく，適切な状態であることを確認
します。 DEFフィラキャップに緩みがなく，
キャップがきれいな状態で，汚れがないことを
確認します。

タンク内のDEFが運転の目的に適したレベルで
あることを確認し，必要に応じて，DEFタンク
に補充してください。
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保証編

保証情報
i05935069

有有有害害害排排排出出出ガガガススス保保保証証証情情情報報報

認定エンジンメーカーは，直近の購入者および
その後の購入者に対して次のことを保証しま
す。

111... 新品で1気筒当たり10 L未満のノンロード
ディーゼルエンジンおよび固定式のディーゼ
ルエンジン（37 kW未満のTier 1およびTier 2
船舶用エンジンを含むが，機関車およびその
他の船舶用エンジンは含まない）で，米国お
よびカナダで運転およびサービスが行われる
もの（排出ガスコントロールシステム（“排
出ガス関連のコンポーネント”）の全部品を
含む）が，

a. 販売時に，規制として米国環境保護庁
（EPA，Environmental Protection
Agency）により指定された該当する排出
ガス基準に適合するように，設計，製
造，および装備されていること。

b. 保証期間中，該当する排出ガス基準にエ
ンジンを適合させない可能性のある排出
ガス関連のコンポーネントに，材料およ
び製造上の欠陥がないこと。

222... 新品のノンロードディーゼルエンジン（37
kW未満のTier 1およびTier 2船舶用推進エン
ジン，および37 kW未満のTier 1 ~ Tier 4の船
舶用補助エンジンを含むが，機関車およびそ
の他の船舶用エンジンは含まない）でカリ
フォルニア州で運転およびサービスが行われ
るもの（排出ガスコントロールシステム
（“排出ガス関連のコンポーネント”）の全
部品を含む）が，

a. 販売時点において，米国カリフォルニア
州大気資源局（ARB，Air Resources
Board）により採択され，適用されるす
べての規制に準拠するよう設計，製造な
らびに装備されていること。

b. 保証期間中，エンジンメーカーによる保
証の認定期間の申請で記述されているよ
うに，排出ガス関連のコンポーネントに
あらゆる材料の観点からコンポーネント
に違いを引き起こすような材料および製
造上の欠陥がないこと。

後処理システムは，規定されたメンテナンス要
件を満たせば，エンジンの耐用年数（排出ガス
耐久期間）を通じて正常に機能するはずです。

排出ガス規制保証の詳しい説明については，
Perkins. comのサービスおよびサポートをご覧
ください。
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参考情報編

参考資料
i05481103

保保保守守守整整整備備備記記記録録録

Perkins では，正確な保守整備記録を保持する
ことを推奨しています。正確な保守整備記録
は，次の目的に利用できます。

• オペレーティングコストの把握

• 同一環境で運転している他のエンジンの整備計画
の作成

• 必須メンテナンス方法とメンテナンス間隔の準拠
の確認。

保守整備記録は，エンジンの整備に関連するそ
の他のさまざまな業務上の判断に使用できま
す。

保守整備記録は，適切に管理された保守整備計
画の重要な要素です。正確な保守整備記録は，
Perkins ディーラが，貴社固有の運転状況に合
う細かな推奨保守整備間隔を策定するのに役立
ちます。これによってエンジンオペレーティン
グコストが低減されます。

次の項目について記録する必要があります。

燃燃燃料料料消消消費費費量量量 – 負荷に対してデリケートなコン
ポーネントの点検や修理を実施すべき時期を確
定するために，燃料消費量の記録は必要不可欠
です。燃料消費量によって，オーバーホール間
隔も決定されます。

サササーーービビビススス時時時間間間 – 回転数に対してデリケートなコ
ンポーネントの点検や修理を実施すべき時期を
確定するために，サービス時間の記録は必要不
可欠です。

書書書類類類 – これらの項目の情報を容易に入手できる
ようにしておき，エンジン履歴ファイルに保管
してください。すべての書類には，日付,サー
ビス時間,燃料消費量,ユニット番号およびエ
ンジンシリアル番号といった情報が表示されて
いる必要があります。下記の書類を，メンテナ
ンスや修理を受ける際に保証を適用する証明と
して保管してください。

下記の書類は，メンテナンスを受ける際に保障
を適用する証明として保管してください。同様
に下記の書類は，修理を受ける際に保証を適用
する証明として保管しておいてください。

• ディーラの作業指示書および請求書明細

• 所有者の修理費用

• 所有者の領収書

• メンテナンス記録簿
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保保保守守守整整整備備備記記記録録録簿簿簿

表 19

エンジンの機種 カスタマ番号

シリアル番号 アレンジメント番号

サービス
時間 燃料の量 サービス項目 日付 承認

i05481110

参参参考考考資資資料料料
(延長サービス契約)

118 SJBU9071
参考資料
保守整備記録簿



延長サービス契約は，数分で購入でき，何年間
も保護を保証できます。

延長サービス契約（ESC，Extended Service
Contracts）は，想定外の修理作業に対する日
常のストレスを，エンジンが修理され再度運転
できるまでの費用を保証することで取り除きま
す。通常の保証延長サービスとは異なり，
Perkins Platinum ESCでは，あらゆるコンポー
ネントを故障から保護します。

安心を保証するESCの料金は，日額0.03ポンド/
0.05ドル/0.04ユーロから設定されています。

延長サービス契約を購入すべき理由

111... 想定外に生じる修理費用（部品，人件費，旅
費）のトータル保護。

222... Perkins のグローバルネットワークによる継
続的な製品サポート。

333... Perkins の純正部品によるエンジン性能の維
持。

444... 熟練した整備担当者による修理の実施。

555... 製品転売時に補償も併せて譲渡可能。

柔軟な補償範囲設定により，Perkins 製エンジ
ンに対して適正な保護を施せます。 補償は2年/
1,000時間から10年/40,000時間まで延長できま
す。

ESCは，通常補償の期間中であれば最終日も含
めて任意の時点で購入できます。

Perkins の各代理店では，高度な訓練を受けた
経験豊かなPerkins 製品サポートサービスメカ
ニックを確保しています。サポートサービスの
提供は24時間態勢で用意されており，エンジン
が再稼働できるまでのダウン時間を最小化でき
ます。 ESCの購入者は，これらのメリットをす
べて無償で享受できます。

延長サービス契約の購入手続きは，迅速かつ簡
単です。料金については，最寄りのPerkins の
代理店にお問い合わせください。迅速に見積り
をご用意いたします。最寄りのPerkins の代理
店については，下記アドレスから確認できま
す。

www.perkins.com

注意
エンジンの種類およびアプリケーションによって内
容が異なる場合があります。

i06282050

廃廃廃棄棄棄おおおよよよびびび処処処分分分

製品を廃棄処分する際，製品の廃棄に関する法
規は地域によって異なります。製品の廃棄に関
する法規は，地域によって異なります。詳細に
ついては，最寄りのPerkins 代理店にお問い合
わせください。
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製製品品おおよよびび特特約約代代理理店店情情報報

注記: 製品識別プレート取り付け位置に関しては、”取扱説明書”の製品識別情報をご参照ください。

納納品品日日::

製製品品情情報報

機種:

製品識別番号:

エンジン・シリアル番号:

トランスミッション・シリアル番号:

発電機シリアル番号:

付属装置シリアル番号:

付属装置情報:

顧客装置番号:

特約代理店装置番号:

特特約約代代理理店店情情報報

店名: 支店:

住所:

特約代理店連絡先 電話番号 営業時間

販売:

部品:

整備:
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